


[image: ]







[image: ]




	
		[image: ]

	




[image: ]










ソード・ワールド短編集




ぺらぺらーず漫遊記








安田　均 編　藤澤さなえ 他





[image: ]

富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　つまるところ、ぺらぺらなのである。




　軽口が過すぎたのか、連つれ歩いていた女性に背中をばんと叩たたかれた。そんなことは、誰だれにでもあることだ。そのはずみで、前に出た足が、石いし畳だたみの切れ目に躓つまずいた。いつでも起こることである。躓いて地面に倒たおれるとき、両手が塞ふさがっていたために、受け身をとれなかった。たまにある不ふ運うんに過ぎない。どうと倒れた拍ひよう子しに肩かたやら胸やらをしたたかに石畳に打ちつけた。やむをえない。一いち連れんの流れを追っていき、それを、ありふれた事じ故こだと言わない人はいないだろう。

　だが、それきり起きあがって来ないというのは、ありふれた状況とは言い難がたい。老人ではない、少年なのだ。周まわりを笑わせ、自分も笑いながら起きあがってくる……。誰もが思ったその予測を裏切り、少年は地に突つっ伏ぷしたままだった。意識のないままがふがふと咳せきこむと同時に、赤いものが口から飛び散り、石畳にしぶいた。

　少年クレスポを一言で表すなら、「虚きよ弱じやく」である。上うわ背ぜいこそあるものの、どうにも身体からだの線が細い。幼い頃に大病を患わずらったと言われるが、とにかく弱い。かすり傷ですむものが重傷になり、常人なら重傷となる負傷は、生命のあるなしにまでかかわってくる。

　紙のように薄うすいという比ひ喩ゆがあるが、まさに、紙のように薄い体力だ。ぺらぺらなのである。




「弱過ぎ。少し鍛きたえなさい」

「まったくです。姐ねえさんの言うとおり」

　我が身に起こった不幸を訴えたクレスポに返ってきたのは、にべもない台詞せりふだった。同情の様子はない。何しろ、二人ともがクレスポに目をやろうともしなかった。

　エルフ女性のシャイアラが、テーブルに置かれた果物くだものをじっと睨にらんでいるのは、もう一つ手に取るべきか、我が体型と体重を秤はかりに載のせて逡しゆん巡じゆんしているからだろう。彼女を姐さんと呼んで慕したうグラスランナーのブックが、開いた本に目を落としたままなのは、これは、いつものことだ。

　要は、クレスポの訴えは、どうでもいいと、右から左に聞き流されたのだ。

「ひどいッス。少しは同情してくれてもいいと思うッス」

「うるさい。弱いあんたが悪い」

　改めての訴えをシャイアラはうるさそうに退しりぞけ、大盛りの果物を睨み続ける。結局、欲望が勝った。伸ばした手がオレンジを摑つかみ取る。これに限らず、大たい抵ていは、彼女は怠たい惰だと快楽に流れていく。意志が弱いのだ。ぺらぺらである。




「そもそも、両手が塞がっていたからと、ぶざまに倒れるのが情けないのですよ」

　文字通り、一段落ついたのか、グラスランナーが本から顔を上げた。ガラスのない、伊だ達て眼鏡めがねのフレームをくいくいとつまんで動かす。

「ちょうどこの本の故こ事じにあります。いかなる場面でも危険から逃のがれることを目的とし、体術を鍛きたえ続けた部族があると。彼らは鍛たん錬れんのために、腕うでを縛しばり、脚あしを縛り、不自由な状況を作ったのです。彼らの鍛え抜かれたバランスは、補助のための杖つえ一本あれば転ころぶことがなかったと。このことから、『転ばぬ先の杖』という言葉が生まれ……」

　本当だか噓うそだかわからぬ与よ太た話ばなしを、ブックはぺらぺらと語り始める。




「あれで死なれては、わたしのほうが迷めい惑わくですわ」

　さらりと言ってのけたのは、先さき程ほどクレスポを瀕ひん死しの状態に追いこんだきっかけ、背中への一いち撃げきをやった少女だった。

　どうやら、ベルカナ・ライザナーザは、本気で憤ふん慨がいしているようだ。自分のことは棚たなに上がっている。それも、二階三階ぶち抜いた吹ふき抜けの、上の上にありそうに高い棚だ。

「だども、気をつけるに越したことはないべ」

　答えたのは、ハーフ・エルフのマロウ。美しい顔から、似合わぬ強い訛なまりが飛び出す。

「クレぽんは、ふつうじゃないんだから」

「ふつうでないということで、すでにクレスポさんの非ひは明白ですわね」

　ひどい言いがかりもあったものだが、ベルカナは、ぺらぺらとまくしたてる。

「そりゃ言い過ぎだべ」

「いや、ベルカナが正しい」

「姐さんの言うとおりですね」

　マロウは庇かばうが、シャイアラとブックはベルカナについた。この一いつ行こうの中で、クレスポの扱いは軽い。本当にぺらぺらだ。

「というわけですわ」

　勝ち誇ほこり、ベルカナは胸を張った。十七歳という年ねん齢れいのわりに、薄い胸を。




　つまるところ、彼らはぺらぺらな冒ぼう険けん者しやたちなのである。
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クリティカル・クリミナル
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　プロローグ




「わぁ……」

　数々のバラックや露ろ店てんが並ならぶ、決して広くはない路地。

　キーンはその一角にある天てん幕まくを覗のぞいて、思わず感かん嘆たんの声を漏もらした。

「お嬢じようちゃん、戦士志し願がんかい？　いろんな魔ま法ほうの武ぶ器きが揃そろってるよ。安くしとくから買ってかないかい？」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせる少女に、頭に鉢はち巻まきを巻いた瘦そう身しんの男が声をかけてくる。店番なのだろう、傍かたわらには番犬が寝ねそべっており、男の腰こしにはまるで猛もう獣じゆう使つかいのように鞭むちが吊つるされていた。口くち許もとには、いやらしい愛あい想そ笑わらいが浮うかんでいる。

　比ひ較かく的てき広めの天幕だ。そこに普ふ通つうの鍛か冶じ屋やでは見られないデザインの剣けんや短剣、斧おのなどが並んでいる。中には偽にせ物ものやレプリカも含ふくまれているのかもしれないが、どれもこれも古代王国期に作られた魔法の品らしい。

「すごいなぁ、一つでいいから欲ほしいなぁ……」

　キーンは青い目をキラキラと輝かがやかせ、台に置かれたり支し柱ちゆうから吊り下げられている武器の類たぐいを見回す。一見するとまだ十五か六といった歳としの娘むすめだが、好こう奇き心しん溢あふれるその表ひよう情じようは少し少年っぽい。

　真新しい鎖かたびらチエインメイル・アーマーの上から独どく特とくの模も様ようの織おり込こまれた外がい套とうを羽は織おっており、腰こしには古びた広刃の剣ブロードソードが吊るされている。後ろで馬の尻尾しつぽのようにくくられた赤い髪かみがなかったら、完全に男の子のようだ。

「お嬢ちゃんだったら、こっちの重鎚矛ヘビーメイスとかどうだい？　命めい中ちゆう率りつ、破は壊かい力りよくともに抜ばつ群ぐん」

　そう言って男が差し出した重そうな鎚矛メイスを受け取る。古いがよく磨みがき上げられた金きん属ぞくの軸じくと先せん端たんの重り。見た目はゴツイが案外手に馴な染じむ。

「そいつは古代王国時代、魔ま術じゆつ師しバンドレッドが護ご衛えいの戦士に持たせていたっていう逸いつ品ぴんだ。そいつで殴なぐられた相手は必ず昏こん倒とうするって話だぜ」

「へ、へぇ～」

　鈍にぶく光る鎚矛メイスをじっと見つめ、キーンはごくりと唾つばを飲む。

　ロマール──アレクラスト大陸の東西を結ぶ〝自由人たちの街かい道どう〟と北方へ延のびる〝古いにしえの街道〟が交差する交こう易えき都市。その立地ゆえに大陸中からさまざまな珍めずらしい品物が集まり、取り引きされている。

　その中でもいま少女がいる闇やみ市いちには、特に希少なものや禁きん制せい品ひんまで並ぶ。当然古代王国時代の失われた魔法の技ぎ術じゆつで鍛きたえられた武具も頻ひん繁ぱんにやりとりされていた。

　しかし禁制品の取り引きを見み逃のがしているということは、スリや置引き、詐さ欺ぎなどを監かん視し、取り締しまることも基き本ほん的には行なわれていないということ。闇市で損そんをせず、よい買い物をするためには慎しん重ちようさや個こ々こ人じんの目め利ききが必要となるのだ。

「ま、魔法の鎚矛メイスかぁ……」

　キラキラと輝く眼まな差ざしで、キーンは手の中の鎚矛メイスを見つめる。盗とう難なんを防ぼう止しするためだろう、その柄つかからは鎖くさりが延び、重そうな台に固定されていた。

「いいなぁ……ほしいなぁ……」

「さすが嬢ちゃん、お目が高い！　こいつは今回の特別放出品で、古代王国産の鎚矛メイスがたったの五千五百ガメルだ！　どうだい、買うならいまだよ！」

　ここぞとばかりに、男は早口でまくしたてる。キーンは財さい布ふの中身を思い起こし、ぎりぎり五千ガメル入っていることを思い出す。

（うう、ちょっと足りない……）

　五千五百ガメルといえば、大金だ。贅ぜい沢たくしなければ数ヶ月は働かなくても生きていけるだけの金きん額がくである。

（あと五百ガメルか……お姉ちゃんに借りれば……）

「──お金なら貸かさないわよ」

「はうっ⁉」

　背はい後ごからかけられた声に、キーンはびくりとなる。ゆっくりと振ふり返れば、そこには同じく赤毛の女がいた。顔立ちは彼女に似にているが、少し背せが高く表情も大人びている。背せ負おった弓と動きやすそうな革かわ鎧よろい姿すがたから、野を駆かける狩人かりゆうどを連想させた。

「キーン。あんたさっきも新品の鎧買ったばっかりでしょ。ちょっとお金稼かせいだからって、いきなり無む駄だ遣づかいしないの」

「で、でも……」

「本当に魔法の品かどうかなんてわかんないんだから、もっといろいろ見てから考えなさい。カモられるわよ」

「う……」

　姉の言葉に、キーンは手にした鎚矛メイスを見下ろす。確たしかに彼女には、それが本当に魔法の鎚矛メイスかどうかはわからない。けれど一度ほしいと思ってしまうと、なかなか手放しがたかった。

「ここ、本当に魔法の品扱あつかってるんでしょうね？」

　優ゆう柔じゆう不ふ断だんなキーンと違ちがって、姉──名前はシェファーという──は狩人らしいキビキビした態たい度どと視し線せんで店のものを見回す。

「へ、へへ。そりゃもちろん。お客さんには、こちらの小物とかどうです？　いろいろ便利なものが揃そろってますよ」

　額ひたいに汗あせを浮うかべながら、店番の男は武ぶ器きが並ならんでいる一角から少し奥おくの棚たなへと案内する。そちらにはアクセサリーなどの装そう飾しよく品ひんが陳ちん列れつされているらしい。

「こちらの鏡なんて、お客さんみたいな美人にはぴったりで……」

　奥のほうから、店番が姉に売り込みをかけているのが聞こえる。その間も、キーンはひたすら「うーん……」と唸うなりながら鎚矛メイスを見ていた。

「やっぱり……ほしい」

　頷うなずき、キーンは顔を上げると店の奥に目を向けた。そちらからは、店番が戻もどってくるところだ。しかし姉の姿はない。

「これ、ほしいんですけど……あの、お姉ちゃんは？」

「はいはい毎度あり。お姉さんってさっきの美人さん？　ああ、先に店を出ていかれましたよ。なかなか手て強ごわいお客さんですねぇ。なにも買っていただけませんでしたよ」

　苦く笑しようを浮かべながら、男は揉もみ手する。

「せっかくですから、端は数すうは切って五千ガメルにしておきましょう。いやー、お客さんはラッキーですよ！」

　そう言いながら、男は台と鎚矛メイスを繫つないでいた鎖の鍵かぎを外す。

「わぁっ！　ありがとう、おじさんっ」

　キーンは満面の笑えみを浮かべて、財布を取り出す。

　しかし彼女が姉の姿を見たのは、このときが最後だった。




　　　　１




　神々によって創つくられた世界──フォーセリア。

　アレクラストは、この世界の中でも特に大きな大陸だ。

　この地には数々の精せい霊れいや魔法の力が生き、いまは姿を失ってしまった神々の力もわずかではあるが残されている。魔法の力で隆りゆう盛せいを極きわめた古代王国は五百年ほど前に滅ほろびたが、人々はいまもこの世界、この大陸で生き、暮らしている。

　わずかばかりの魔法や神々の奇き跡せきと──数々の剣けんの力によって。

　ロマールの街は、アレクラスト大陸の西側に存そん在ざいする大きな都市であり、ロマール王国の首都でもある。かつては独どく立りつ自じ治ち権けんを持つ交こう易えき都市に過すぎなかったロマールだが、二十年前に西にし隣どなりの大国レイド帝てい国こくとの戦争に勝利し、その領りよう土どを併へい吞どん。ロマール王国となった若わかい国だ。

　侵しん略りやくしてきたレイド帝国を返り討うちにしただけでなく、逆ぎやく侵しん攻こうをかけて征せい服ふくしてしまったため、現げん在ざいでは中ちゆう原げん地方でもっとも力を持つ王国と言われている。

　それはレイド軍を討うち破やぶった軍事力だけを指さしているわけではない。

　二つの大きな街かい道どうが交わる立地、そしてそこから生み出される交易収しゆう入にゆうが莫ばく大だいなものに上るからだ。

　だがそんな国、そんな街だからこそ暗部も生まれる。戦争捕ほ虜りよを戦わせる闘とう技ぎ場じよう、密みつ猟りよう品や禁きん制せい品ひんさえ売り買いされる闇やみ市いち、そしてそれらを裏うらから操あやつる巨きよ大だいな犯はん罪ざい組そ織しき──盗とう賊ぞくギルド。

　国王ですら黙もく認にんするこの組織こそが、ロマールの街に治安をもたらしているのだ。なぜなら犯罪者には犯罪者の不ふ文ぶん律りつやルールがあり、そうした掟おきてを破る者をギルドは決して許ゆるしはしないから……。

　だがそれでも、ギルドを出し抜ぬいてひと山当てようとする者も跡あとを絶たたない。それほどまでに、ロマールにはさまざまな魅み力りよくや誘惑が渦うず巻まいているのだ。

　そして今日も、数々の暗い情じよう念ねんがロマールの闇市には満ちている。

　こここそが、ロマールの暗部の中心ともいえる場所だから。




「──まったく、冗じよう談だんではありませんわ」

　穏おだやかな昼下がり。

　いつもと変わらず人で賑にぎわう闇市を、一組の男女が歩いていた。

　一人は頭に鉢はち巻まきを巻いた、茶色い髪かみの少年だ。ひょろりとしているが、その分足取りは軽かろやかで足音もほとんど立てない。腰こしには束ねられた鞭むちが吊つるされている。

　もう一人は、いささか闇市には不ふ似に合あいな少女だった。栗くり色いろの長い髪を青いリボンで丁てい寧ねいに結ゆってあり、同じ色のスカートが一歩進むごとに軽やかに揺ゆれる。

　一見すると良家のお嬢じよう様さま風だが、亀かめの甲こう羅らのように背せ負おわれた大きな盾たてと、腰に下げられた短い杖つえと鎚矛メイスがこの少女の素す性じようをよくわからなくしていた。嘆たん息そくと共にぼやいたのも、この少女である。

「──前金が一人百ガメルだなんて、相変わらず人をバカにしているとしか思えません」

　先を歩く少女が、不ふ機き嫌げんそうにつぶやく。

「まったく、あのバーゼルという男……盗賊ギルドの幹かん部ぶだかなんだか知りませんけど、子こ供どものお使いではありませんのよ？　いつかぎゃふんと言わせてみせます」

　愛らしい頰ほおを膨ふくらませ、小さく唇くちびるを尖とがらせる。そんな彼女を軽やかに追い越こし、少年が笑顔を見せた。

「そう言うなって、ベルカナ。なんたって今回は、失しつ踪そうしたお姉さんたちの救出ッスよ？　無事に助け出せたら、そりゃもう感かん謝しやのキスの嵐あらしは間ま違ちがいないッスからね！　報ほう酬しゆうなんていらないぐらいッスよ！」

「クレスポさん……あなたはそれでいいかもしれませんけどね……」

　お気楽な少年の様子に、少女──ベルカナはかわいい眉まゆを小さく寄よせる。歳としはすでに十七歳さいなのだが、見た目はまだまだ子供っぽい。

「なんだったら、俺おれの報酬をあげたっていいッスよ？　俺はキスだけでいいんで」

「はぁ、ありがとうございます」

　やる気なさげに、ベルカナは嘆息する。少年──クレスポは女じよ性せいのこととなると、特に積せつ極きよく的だ。思春期まっさかりの十五歳とはいえ、そのストレートすぎる態たい度どはお嬢様育ちのベルカナを、いつも閉へい口こうさせる。

「しっかし、どこのどいつッスかねぇ？　お姉さんばっかりさらって売りさばくなんて悪行を働く野や郎ろうは。俺にも一人売ってほしいッス！」

「バカ」

　握にぎり拳こぶしを作って力説する少年の様子に、ベルカナは怒おこる気力も湧わかない。

「けれど……本当にどこの誰だれが、盗賊ギルドに届とどけもなく誘ゆう拐かいなんてことをしているんでしょう……」

　ベルカナは受けた依い頼らいの内ない容ようを思い起こし、軽く考え込こむ。

　実は二人とも、このロマールの街の盗賊ギルドに所しよ属ぞくする構こう成せい員いんだった。お嬢様であるところのベルカナとしては不本意な入会ではあったものの、一度入ってしまうと脱だつ会かいするのは難むずかしい。気づけばズルズルと依頼された仕事をこなしている。

　クレスポとも最初に巻き込まれた事じ件けんで知り合った関係で、二、三度一いつ緒しよに仕事をした程てい度どの間あいだ柄がらだ。実のところ、まだそう親しいわけではない。ただどういう縁えんか、いつもチームを組むことになってしまっている。

「なぜこのような、煩ぼん悩のうの塊かたまりみたいな貧ひん相そうな少年などと……」

「なにか言ったッスか？」

「……なんでもありませんわ」

　不思議そうに首を傾かしげるクレスポに、ベルカナは軽く肩かたをすくめる。

　田舎いなかから出てきたばかりの駆かけ出し盗賊だった彼はともかく、魔ま法ほう使いであるベルカナとしては早くいまの状じよう況きようから抜ぬけ出したいところなのだが……結局ギルドの上司であるバーゼルから仕事を押おしつけられていた。

　しかも──いつも通りの安い仕事料で。

「それにしても……盗とう賊ぞくギルドの制せい裁さいが怖こわくないなんて、きっと流れ者かよその国の陰いん謀ぼうッスよ！」

　クレスポがもっともらしい口調で言った。しかしこれに関しては、ベルカナもあまり異い論ろんがない。

　ロマールの盗賊ギルドは、規き模ぼや構成員の質しつから言っても、中原地方最大最強だ。ロマールの街を裏うらから支し配はいしているとも言われており、国家さえもその存そん在ざいを黙もく認にんしている。

　もちろん盗賊ギルドも国家と共存共栄するため、〝不ふ殺さつの誓ちかい〟を立てて滅めつ多たに人を殺さなかったり、ギルドの管理外の犯はん罪ざいが起きないよう見み張はっていたりと治安維い持じの一いち翼よくを担になっている。この街では、トラブルがあったら官かん憲けんに頼たよるより盗賊ギルドに頼る人が多いぐらいなのだ。

　それだけに、よそものとは言え届けもなしに勝手な犯罪を行なう者が現あらわれれば、盗賊ギルドは手を尽つくして制裁を加える。その追つい及きゆうは執しつ拗ようで、場合によっては命を奪うばうこともあった。

　掟おきて破やぶりは、ギルドにとってもっとも重大な〝犯罪〟なのだ。

「ギルドに捕つかまったら、発はつ狂きようするまで全身の毛の数を数えられるんッスよ？　俺はそんな末路だけは勘かん弁べんッス」

　ブルルッと身を震ふるわせ、クレスポは両手で自分の体を抱かかえる。噓うそか本当かはわからないが、彼はそんな噂うわさを信じていた。そしてそれが本当かどうか、ベルカナも試ためしてみたいなどとは思わない。

「とにかく、いまは少しでも早く犯人に繫つながる手がかりを見つけなければいけませんわ」

　クレスポを無む視しするようにして歩き、周囲を見回す。

　バーゼルから受けた依頼は、行方ゆくえ不明になった女じよ性せいたちの行方を探さぐること。そして犯人を見つけることだ。可か能のうならば犯人を倒たおして連行するよう言われているが、こちらは必ひつ須すではない。相手の正体も規模もわからないからだ。

「まったくッスね。ああ～っ、お姉さんたちの熱いキッスが待遠しいッス！」

　悶もだえるクレスポの様子に、ベルカナはもう何度目かもわからないため息をつく。

　この少年は、年上の色っぽいお姉さんが大好きなのだ。その範はん疇ちゆうに入れてもらえないことも、ベルカナにとってはささやかな不満ではあるのだが。

「こんなことなら、他ほかにも助すけっ人とを頼たのめばよかったですわ……」

　何度か事件解かい決けつのために一緒に行動したメンバーの顔を思い浮うかべ、つぶやく。しかし二人で動き出してしまった以上、いまからメンバーを集める時間ももったいない。

　それに今回の事件は、闇やみ市いちを中心に起きている。ロマール生まれのベルカナは何度も父親と闇市には来ているし、本ほん職しよくの盗賊であるクレスポも慣なれたものだ。情じよう報ほう収しゆう集しゆうならば二人だけのほうが動きやすい。

「はぁ……」

　ベルカナは諦あきらめを完かん了りようし、周囲に目を戻もどす。

　世界中のさまざまな物が集まる闇市だけに、出店も行き交かう人々もまるで共通性がない。規模も人も多く、そこから薄うすい手がかりで人を見つけ出すなど至し難なんの業わざだ。

　いっそ自分が囮おとりになって犯人をおびき寄よせてはどうか──とベルカナは考えもしたが、リスクの大きさを考えると二の足を踏ふむ。相あい棒ぼうがお調子者の少年では、拉ら致ちされてそのまま二度と見つけてもらえないかもしれない。

「さらわれた女性にも、いまいち共通点はありませんし……」

　渡わたされた資し料りようを頭の中で整理し直す。

　盗賊ギルドへ届とどけ出でがあったのは、みな十代後半から二十代の若わかい女性だ。しかしその身分や素す性じようとなるとバラバラだった。

　旅行者、地元の住人、売り子、客……手当たりしだいといった印象である。さらわれた時間も朝から晩ばんまでさまざま。届けのない被ひ害がい者しやも含ふくめると相当な数だ。

「偶ぐう然ぜん事じ件けんに遭そう遇ぐうするのを期待するのも愚おろかですし……」

　ベルカナがそうつぶやいたとき、人ひと込ごみの中から一人の少女が姿すがたを現あらわした。鎖かたびらチエインメイル・アーマーの上から外がい套とうを羽は織おった、若い娘むすめだ。

　旅行者だろう。まとっている外套は、ロマール周辺では見られない織おり模も様ようだ。しかもその表情は、闇市に相応ふさわしくないほど純じゆん朴ぼくそうに見える。

（ああいう子が狙ねらわれるのでしょうか……）

　そんなことを考えていると、その少女と目があった。次に少女の視し線せんは自分の目の前を横切っていったクレスポに移うつり、大きく目が見開かれる。しかし当のクレスポは気づいていない。

「うほ～、あの売り子のお姉さん、胸むねがでかくて腰こしがくびれてて、ステキだなぁ」

　……それどころか、露ろ店てんの売り子の娘に目を奪うばわれている。

「クレスポさん──」

「ベルカナ、俺ちょっと声かけてくるッスよ。ふんふふーん、お姉さ～ん」

　警けい告こくを発しようとするより早く、少年は露店へ足を向けた。その姿を見つめていた少女の表情が、一気に険けわしくなる。

「見つけた！　姉さんを返して！」

　叫さけぶなり、少女は外套の下から重鎚矛ヘビーメイスを取り出した。それを振ふりかざし、いきなりクレスポを背はい後ごから殴なぐりつける。

「⁉　クレスポさん、危あぶな──」

「──え？」

　ベルカナの警告も間に合わず、少女の鎚矛メイスはクレスポの背せ中なかをしたたかに殴りつけていた。その一いち撃げきで少年はふっ飛び、宙ちゆうを舞まって、地面に落ちると一回転してぱたりと伸のびた。四し肢しをだらんっと伸ばしたまま、動かない。

「さすが古代王国の魔ま法ほうの鎚矛メイス……本当に一撃で敵てきを昏こん倒とうさせたわ！」

　興こう奮ふんした様子で、少女は自分の武ぶ器きを掲かかげる。ベルカナはそんな彼女を警けい戒かいしつつも、慌あわててクレスポに駆かけ寄った。

「クレスポさん、生きてる⁉　クレスポさん！」

　ぐいっと襟えり首くびを摑つかんで起こしてみるも、少年は完全に白目を剝むいて気き絶ぜつしている。幸い、生きてはいるようだ。

「いきなり襲おそってくるなんて、あなたどういうつもり⁉」
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　ベルカナは油ゆ断だんなく大おお楯たてを構かまえ、右手には短い杖つえを持つ。彼女は戦士の家に生まれながらも、魔ま術じゆつを学んでいる。相手に応おうじて、武術と魔術を使い分けることができた。

「あなたもその盗とう賊ぞくの仲間⁉　姉さんをどこにやったの⁉　言わないなら、女の子だって容よう赦しやしないんだから！」

　言いながら、少女は鎚矛メイスを両手で持ってじりじりと近づいてくる。熟じゆく練れんというわけではないが、それなりに場数は踏んでいる雰ふん囲い気きだ。油断はできない。

「姉さん……？」

「そうよ！　昨日この闇市で行方ゆくえ不明になっちゃったんだから！　その男が関係しているのはわかってるのよ！　いまだって女の人をかどわかそうとしてたし……絶ぜつ対たい聞き出してみせるっ」

「ちょ、ちょっと……っ」

　少女は言葉通り、ベルカナに対しても容赦なく打撃を加えようと走り出した。見たところ、力も体力もベルカナよりありそうだ。力ずくで黙だまらせるのは難むずかしいだろう。

（しかたありませんね……）

　ベルカナは盾たてを捨すて、杖を構える。

　魔法を正しく用いるためには、発動体と呼よばれる道具が必要だ。その中でももっとも扱あつかいやすく、もっとも普ふ及きゆうしているのが杖である。

　そして正せい確かくに魔法を発動させるためには、複ふく雑ざつな動作が必要だ。そのため、魔ま術じゆつ師しは鎧よろいを着ることができず、両手を自由にしておかなければならない。

　だからベルカナは盾を捨て、杖を構えたのだ。それを緩ゆるやかに動かし、素す早ばやく呪じゆ文もんを唱える。

「万ばん能のうなるマナよ……眠ねむりをもたらす雲となれ……」

　少女が突とつ進しんしてくるよりも早く、眠りの呪文を詠えい唱しようする。決して確実に効こう果かのある呪文ではないが、取っ組み合いをするよりはマシだ。

「うりゃああああっ！」

　少女は気合いの声と共に突つっ込んでくる。そこに、ふわりと魔術によって作り出された雲が広がった。

「りゃああぁぁ……ぁ、あ？」

　ばたり。

　大きく息を吸すった拍ひよう子しに、眠りの雲も大量に吸い込んだのだろう。少女は糸が切れたように地面に倒たおれた。そのまま、気持ちよさそうな寝ね息いきを立て始める。

「ふぅ……呪文が効きいてよかったですわ」

　ベルカナは額ひたいの汗あせを拭ぬぐい、一息つく。

「この子のお姉さんとやらも、被ひ害がい者しやのようですわね。けれど……」

　ちらりと、地面に伸びているクレスポを振り返る。

「まさか相あい棒ぼうが犯はん人にんだったとは、気づきませんでしたわ」

　そしてそうつぶやき、今度は大きくため息をついた。
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「本当に申し訳わけありませんでした！」

　それからしばらくした、闇やみ市いち近くの食堂。

　そこで襲しゆう撃げき者しやの少女は、深々と頭を下げていた。

「まさか誘ゆう拐かい犯はんを追っている方々とは知らず、いきなり殴なぐりかかるような無礼……どのようにして詫わびればよいものか……っ」

「まあ、済すんだことはよろしいですから。頭をあげてください」

「で、でも……っ」

　大おお仰ぎような態たい度どで謝あやまる少女に対し、ベルカナは苦く笑しようを浮うかべながら手を振る。

「それにほら、クレスポさんの怪け我がも治してくれましたし」

「それは当然ッス！」

　そんな少女たちの横から、クレスポが抗こう議ぎの声を上げた。

「いきなり背はい後ごから殴りつけるなんて、まともな人間のやることじゃないッス！　マジで死ぬかと思ったッスよ！」

　本当に生死の境さかいを彷徨さまよっただけに、クレスポの鼻息も荒あらい。

「とにかく、本当にごめんなさいっ」

　改めて詫びを述のべ、少女は頭を下げる。

　ベルカナたちが聞き出したところによると、少女の名前はキーンといい、姉のシェファーと二人でロマールへやってきたばかりだという。西部の出身で、戦の神マイリーの使徒として、修しゆ行ぎようのために巡じゆん礼れいしているらしい。

「ほら、頭を上げて。あなたの〝癒しキユアー・ウーンズ〟があったからクレスポさんは助かったわけですしね」

「は、はい……」

　ベルカナの言葉に、キーンはおずおずと頭を上げた。

　彼女は世界の創そう造ぞうに関かかわったとされる六大神の一柱、戦の神マイリーに仕える神官戦士であり、いくつかの初歩的な神の奇き跡せき──魔ま法ほうが扱あつかえる。その中でももっとも代表的なものがこの〝癒しキユアー・ウーンズ〟だった。

　戦の神マイリーは勇気を持ち、困こん難なんに立ち向かう者に力を授さずける。真まっ直すぐで勇ゆう敢かんなキーンには、ぴったりな信しん仰こうだとベルカナには思えた。

「まさかこの鎚矛メイスに、本当に相手を一いち撃げきで倒す魔力が込こめられているとは思わなかったものだから……」

「……いや、あれは鎚矛メイスの力じゃありませんから……」

　しゅんっとなる少女に、ベルカナはぬるく突っ込む。彼女の見立てでは、キーンの持つ鎚矛メイスは形こそ変わっているものの、魔力はない。ただクレスポが人ひと並なみ外れて貧ひん弱じやくなだけだ。

「あの……鎚矛メイスの魔力じゃないんですか……？」

「あれはクレスポさんが特別ひ弱なだけで、ほぼ間ま違ちがいなく、その鎚矛メイスに魔法はかかっていませんわ。少々質しつはよいようですけれど……」

「そ、そんなぁ！　五千ガメルもしたのに！」

「五千ガメル……？」

　その値ね段だんを聞いて、ベルカナとクレスポは顔を見合わせる。

　前金と合わせてもたった五百ガメルで働かされている彼らからすれば、五千ガメルは相当な大金だ。本当に魔法がかかっている武ぶ器きなら万単位は下らないが、少々質がいい程てい度どのものだとすれば法外すぎる。

「だ、騙だまされてたなんて……」

　ガックリと、キーンは肩かたを落とす。

　こういううっかりした客がいるからこそ、闇やみ市いちは栄えているとも言えるだろう。

「お気の毒さま……」

　ベルカナには、それ以上かける言葉が見つからない。

「それで……お姉さんの姿すがたが見えなくなったときにいたのが、鉢はち巻まきをして腰こしに鞭むちを下げた男だったわけですね？」

　そう尋たずねながら、ベルカナはクレスポを見た。すると少年は、慌あわてて両手を振ふる。

「お、俺おれがそんな詐さ欺ぎ商売とか誘ゆう拐かいとか、そんなことするわけねぇッスよ！　だいたい俺だってこの街には出てきて日が浅いし、そんな仕事は無理ッス！」

「……それもそうですわね」

　クレスポの弁べん解かいを聞くまでもなく、ベルカナは軽く嘆たん息そくする。都会の女じよ性せいに憧あこがれて、故こ郷きようの港町から出てきた貧相な少年だ。最近までケチなスリをやって生きていたような子こ供どもに、誘拐の片かた棒ぼうを担かつぐような大それたことができるわけがない。

「けれど、これで犯はん人にんに繫つながる手がかりが見つかりましたわね。闇市のその露ろ店てんについてギルドで調べて、直ちよく接せつその売人に当たってみましょう。それでなくとも偽にせ物ものの商品を扱あつかっているお店です。ギルドもチェックは入れているはずですわ」

　そう言って、ベルカナはキーンの持っていた偽物の魔法の鎚矛メイスを手に取る。

　どんなものを売っても買っても咎とがめられないのがロマールの闇市だが、それでも暗あん黙もくのルールはある。それは、〝盗とう賊ぞくギルドの意向には逆さからうな〟というものだ。

　闇市でのアガリは、盗賊ギルドの重要な資し金きん源げんになっている。だから当然、監かん視しの目は厳きびしく、上じよう納のう金きんもきちんと納おさめなければならない。逆ぎやくに言えば、情じよう報ほう料りようを払はらいさえすれば、有力な情報を得るのも難むずかしくはないはずだ。

「そもそも、なんでその露店に行って売人を襲おそわなかったんスか？　そっちのほうが確かく実じつッスよ」

　少し唇くちびるを尖とがらせながら、クレスポが尋ねる。お姉さん系けいの女性には弱い彼も、子供っぽかったりボーイッシュな女の子には興きよう味みがないらしい。

「それが、その……闇市って広くて、どこがどこだかわからなくて……」

「……つまり、場所がわからなくなったのですね」

　ベルカナは軽く嘆息しつつも、その理由には納なつ得とくしていた。

　闇市は、ちょっとした街ぐらいの規き模ぼがある。初めて訪おとずれた者ならば、迷まい子ごになることもザラだ。一度行った店に二度と行き着けないということも十分ある。

　……それどころか、店そのものが次の日にはなくなっていることもあるのだから。

「紛まがいものを扱っているバラックなら、同じ場所に店を開いているとは限かぎりませんからね。とりあえずはその男の特とく徴ちようと扱っている商品から、ギルドで情報を買いましょう。それが一番の早道ですわ」

「お、お任まかせしますっ」

　キーンはそう言って、再ふたたび深々と頭を下げる。

「それで、お姉さんは美人ッスか？　スタイル抜ばつ群ぐんだとさらに嬉うれしいッス！」

「え、えーっと……」

　鼻息荒あらいクレスポの様子に、少女は戸と惑まどう。

「そうですね……姉さんは美人だと思います。スタイルも……その、背せも高くて胸むねも大きいですし……」

「そんなお姉さんがさらわれたなんて、一大事ッスね！」

　キーンの言葉に、クレスポは一気に盛もり上がっていた。がしっと、少女の両手を取る。

「美人のお姉さんを助けるためッス。いくらでも力になるッスよ！」

「よ、よろしくお願いしますっ」

　下心見え見えのクレスポに、キーンはペコペコとお辞じ儀ぎする。生まじめな性せい格かくなのだろう。いかにも闇市で騙されそうなタイプだ。

「よおぉっし！　美人のお姉さんをカッコよく助け出して、大人の世界へ連れていってもらうッス！　燃もえてきたッスよ！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎる少年の様子に、なにを勘かん違ちがいしたかキーンは頼たのもしそうな眼まな差ざしを向けている。しかしそれを見守るベルカナの視し線せんは冷たい。

「……それでは、行きましょうか」

「はいっ」

　ベルカナは席を立ち、店の外へと向かう。

　目指すは、闇市にいる盗賊ギルドの情報屋だった。
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　その日の夕方。

　三人は闇市の一角にある、いかがわしい酒場にいた。

　盗賊ギルドで〝偽の魔ま法ほうの品を扱っている、鉢はち巻まきを巻いて鞭むちを持ち、犬を連れた男〟という条じよう件けんで情報を探さがしてもらった結果、よく出入りしている店を教えてもらえたのだ。

「……本当に、ここにいるんでしょうか……？」

　猥わい雑ざつな雰ふん囲い気きの店内に、キーンが身を縮ちぢこまらせながら尋たずねる。

　彼女たちが入った酒場〈闇やみ夜よの烏からす亭てい〉は、いかにもな店だった。まだ少し早い時間だというのに酔すい客きやくがたむろい、布ぬので仕切られた席で、やたら露出度の高い衣い裳しようのケバケバしい女が男にベッタリと張はりついている。

「ギルドの情報だから、間違いないッス」

　明るく請うけ合うクレスポの横で、ベルカナが「百ガメルも取られましたから……」と陰いん鬱うつな声でつぶやく。お嬢じよう様さま育ちのわりに、この少女は金にうるさいのだ。

　もっともこの情報料だけで前金が飛んでしまったのだから、不ふ機き嫌げんになるのも仕方ないだろう。それに百ガメルの情報料というのは、相場で考えてもかなり高い。

「ただまあ、ここから先は俺たちの腕うでしだいってとこッスけど……」

　酔客たちは、ジロジロと剣けん吞のんな視線を向けてくる。クレスポにしろベルカナにしろ、見た目はまだまだ子こ供どもだ。あまりこうした酒場に似つかわしい存そん在ざいではない。

「それらしい男はいる？」

　ベルカナの耳打ちに、キーンは店内をキョロキョロと見回した。しかし無数の色とりどりの布で視し界かいを遮さえぎられていることもあって、全体は見み渡わたせない。

「……だめです、わかりません」

　少女はシュン、と肩かたを落とす。

「なーに、簡かん単たんな見つけ方があるッスよ」

　そんなキーンの背中をぱんっと叩たたき、クレスポはカウンター席へと向かう。

「やあ、マスター。景気はどう？」

　初めて来た店だというのに、クレスポはまるで常じよう連れんのようにカウンター内の男に声をかけると、スツールに座すわった。少し気き後おくれしつつも、二人の少女がその左右に座る。

「……ここは子供が遊びで来るところじゃないぜ？」

　カウンター内の男は、油ゆ断だんのない目つきでじろりと睨にらんでくる。しかしクレスポはヘラヘラとした笑え顔がおのままだ。

「いいじゃないスかマスター。子供だってたまには背せ伸のびしてーんスよ」

　そう言って、盗とう賊ぞくの少年は五十ガメル金貨をパチン、とカウンターに置く。その瞬しゆん間かん、男の眉まゆがぴくっと動いた。

「三人分、なんか飲み物を。それと……ちょっと聞きたいことがあるんスけどね」

　最後は少し小声にして、クレスポは男の目を覗のぞき込んだ。こんな場末の酒場では、ワイン一杯ぱい二ガメルもしない。五十ガメル金貨など滅めつ多たに見ない代しろ物ものだ。いきなり金貨を差し出した少年の様子に、ベルカナも目を丸くしている。

「……まあ、知ってることならなんでもお教えしますがね」

　男は少し態たい度どを改め、背はい後ごの樽たるからグラスにワインを注ぐ。

「俺と同じような、鉢巻きをして鞭を持ってる男を見なかったッスか？　偽物の魔法の武ぶ器きとか扱あつかってる野や郎ろうなんスけどね」

　その言葉に、男はぴくっと肩を震ふるわせた。しかしそしらぬ顔で、三人の前にワインの入ったグラスと簡単なツマミを出す。

「さあ……ここら闇やみ市いち界かい隈わいじゃ、そんなお客はごまんといますからねぇ……」

　白々しくとぼける男の態度に、ベルカナががたっと椅い子すを鳴らす。

「なにか知っているのでしたら、素す直なおに話していただけません？　五十ガメルも払はらっているのですから──」

　少し語気荒あらく問い詰つめようとするベルカナの肩を、クレスポが軽く押おさえた。その手で自分のグラスを摑つかもうとして、ぽちょんっとその中になにかを落とす。

「おっとと、手が滑すべって小こ銭ぜにを落としちゃったッスよ。新しいのに取り替かえてもらえるッスかね？」

　そう言ってクレスポが突つき返したグラスの中には、一枚まいのコインが入っていた。赤い液えき体たいのせいで色ははっきりしないが、明らかに五十ガメル金貨である。

「クレスポさんっ、いくらなんでもそれは払いすぎじゃ──」

「で、話の続きなんスけど」

　ベルカナの悲鳴じみた声を遮さえぎって、クレスポは男の顔をにやりとして見上げる。

「こっちもギルドの使いなんでね。少し助けてもらえないッスかね？」

　最後にそう付け加えた。ごくっと、男の喉のどが動く。

「……奥おくから二番目の、赤い布ぬので仕切られた席だ。いま隣となりは空いてる。今日はなにやら商しよう談だんしてるらしいが……店内での面めん倒どうは避さけてくれよ」

「もちろん、あんたには迷めい惑わくかけねぇッスよ」

　クレスポはウインクをして、スツールから降おりる。

「えっと、あの……お酒飲むんじゃないんですか？」

　一連のやりとりの意味がいまいちわからなかったのか、キーンが戸と惑まどった表ひよう情じようでクレスポとカウンターの男とワインとをぐるぐると見ている。

「飲んでもいいッスけど、すぐ行くッスよ？」

　クレスポは苦く笑しようしながらも、奥の席を油断なく見やる。布に映うつる影かげは、二人。

「しかたありませんわね……」

　ベルカナも軽く嘆たん息そくしながら、スツールから降りて少年に並ならんだ。これで二人とも、前金は全部経けい費ひに消えた。仕事を完かん遂すいできなければ、以降はタダ働きだ。

「普ふ通つうはもう少し刻きざんでお金を渡すものじゃありませんの？」

「まどろっこしいのは嫌きらいなんスよ」

　普ふ段だんから宵よい越ごしの金を持たない主しゆ義ぎの少年は、あっけらかんと答える。クレスポは金にほとんど執しゆう着ちやくがないのだ。

「さて、こっからが本番ッスよ」

「……呆あつ気けなく倒たおされないでくださいね」

　ベルカナは腰こしに差している杖つえに手を伸ばし、再さい度ど嘆息する。この少年と一いつ緒しよにいると、やたらとため息が増ふえる。

「あ、待ってくださいっ」

　キーンもワインをぐいっと一息で飲むと、慌あわててスツールから降りた。歩き出す二人の跡あとを急ぎ足で追う。

　軽い緊きん張ちよう感かんが、三人の間に漂ただよった。




「──上玉ばっかり十人以上揃そろえてますぜ。しかも安全確かく実じつにレイドまでお届とどけします」

　布の奥から、抑おさえた声が聞こえてくる。しかし盗とう賊ぞくとしてよい耳を持つクレスポには丸聞こえだった。

「そいつはいい話だが……ギルドを通していないんだろう？」

　心配げな、もう一人の男の声。それを聞いて、最初の男が低い声で笑う。

「だから安くご提てい供きようできるんじゃありませんか。一人当たりの価か格かくは、通つう常じようの半分ですぜ？　悪い話じゃございませんでしょ？」

「半はん額がくか……」

　ごくりと、客らしい男の鳴らす喉のどの音まで聞こえてきそうだ。人身売買の商談らしいが、いかに闇市とはいえ人間の値ね段だんは安くない。それが半額となれば魅み力りよく的な話だ。

「なんの話をしてるんですか……？」

　キーンが、小声でクレスポに尋たずねる。

　三人がいま潜ひそんでいるのは、商談している席の隣だ。布で仕切られているから顔や姿すがたは見えないが、声はなんとか聞き取れる。

「……やっぱ人身売買ッスよ。身みの代しろ金きん目当てにしては手当たりしだいすぎると思ってたんスけど、思った通りッス」

「人身売買……っ」

　思いがけない言葉に、キーンはショックを受けた様子で固まる。

　ロマールの闇やみ市いちは、合法非ひ合ごう法ほう問わず、本当になんでも売り買いされる。それは奴ど隷れいなどの人間も含ふくめてだ。

「許ゆるしがたい行こう為いですわね……」

　ベルカナも、その卑ひ劣れつな行為に表ひよう情じようを険けわしくする。

　ロマールには、奴ど隷れい制せいがある。有名なところでは闘とう技ぎ場じようで戦う剣けん闘とう士し奴隷だが、普通の労働力としても、奴隷は日常的に売り買いされていた。だからベルカナとしても、奴隷の売買に関しては強い嫌けん悪お感かんを持っているわけではない。

　けれどなにも知らない旅人を拉ら致ちし、奴隷として売り飛ばそうというやり方は許せなかった。しかも若わかい娘むすめばかりとなれば、その目的は一つに限げん定ていされている。

「……しかし、どうやって十数人もの女をロマールの外に出すんだ？　ギルドの監かん視しはそうとう厳きびしいだろう？」

　男たちの商談はまだ続いていた。再ふたたび低い笑い声が聞こえてくる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。絶ぜつ対たいに足はつきません」

「それは……本当だろうな？」

「ええ。ギルドの監視にも引っかからず、確実に街の外へ女たちを運び出す方法が私どもにはありますんで。へっへっへ」

　得意げな男の声。杖を握にぎるベルカナの手が、ぎりっと音を立てた。

「……まだッス。どっちか一人だけになったところを狙ねらったほうが確実ッスから……」

「……わかってます」

　クレスポの言葉に、ベルカナは軽く唇くちびるを嚙かんだ。そんな二人の様子に、キーンも戸と惑まどった表情を見せている。

「──了りよう解かいした。では……これは手付けだ。残りはレイドで女たちを受け渡わたす際さいに払はらおう。それでいいな？」

「へへっ、もちろんですよ旦だん那な」

　そのやりとりを最後に、商談は成立したらしい。そそくさと客らしい男が出ていった。ちらりと見えた横顔は、レイド人らしいがっしりとした顎あごの持ち主だった。

「レイドの街に運び込まれたら、ロマールの盗賊ギルドでも手が出しにくいッスね……」

　クレスポの言葉に、ベルカナも頷うなずく。

　レイドは元々、〝帝てい国こく〟の名を掲かかげていた軍事大国だった。しかし二十年前にロマールへ侵しん攻こうした際、逆ぎやくに撃げき退たいされた揚あげ句く攻せめ込まれてロマール領りように併へい吞どんされてしまったのだ。

　以来、裕ゆう福ふくではあったものの単なる都市国家だったロマールは、中原最大の王国となった。そして逆に、レイド帝国首都は単なる〝レイドの街〟となり、いまではロマールの西側に位置する一領土である。

　もっとも、気き骨こつに溢あふれ、プライドの高いレイド人たちはいまでもロマール人への対たい抗こう心しんを失っていない。いかに中原最大の規き模ぼを誇ほこるロマールの盗賊ギルドでも、レイドの街まではその力を及およばすことは不ふ可か能のうだった。

「……レイドに運ばれる前に、取り戻もどすしかありませんわね」

　小声で頷きあい、クレスポとベルカナは立ち上がった。

　幸い相手は一人だ。ギルドに逆さからうような男だけに腕うで前まえはそれなりなものだろうが、不意を討うてば十分勝機はある。

「──よぉ、マスター！　一番高い酒を持ってきてくれ！」

　商談成立したことがよほどうれしかったのだろう。男は大声で酒を注文した。クレスポとベルカナは、お互たがいの表情を確かく認にんする。

「……酒が運ばれるときに、不意を討ちましょう」

「……了解ッス」

　ぼそぼそと耳打ちし、タイミングを確かく認にんする。有う無むを言わさず取り押さえれば、騒さわぎも最小で済すむ。

　しかし……彼らの思惑おもわくは思いがけないことによって崩ほう壊かいしていた。

「旅人を拉致して人身売買など……許しがたい行為です！」

　ダンッとテーブルを叩たたき、一人の少女が立ち上がる。

　それはほんのりと頰ほおを紅こう潮ちようさせ、目を据すわらせた──キーンだった。

「キーン⁉」

「か弱い婦ふ女じよ子しを狙う卑ひ怯きような行ないなど、戦いの神マイリーは決してお認みとめにはなりませんっ」

　言うなり、止める間もなく鎚矛メイスを振ふりかざしていた。左手で仕切り布ぬのを引きちぎり、一気に隣となりの席へと躍おどり込む。

「な、なんだテメェは⁉」

「これはあなたから買った、どんな敵てきも一撃で昏こん倒とうさせる魔ま法ほうの鎚矛メイスです！　覚かく悟ご！」

「わぁっ」

　ぶんっと振り下ろされた鎚矛メイスが、目標を逸それてテーブルを叩いた。重い鉄の頭は呆あつ気けなくそれを粉ふん砕さいし、グラスや酒さか瓶びんが派は手でな音を立てて飛び散る。

「あ、あっちゃー……っ」

　その様子に、クレスポですら顔に手を当てた。ワイン一杯ぱいしか飲んでいないはずだが、キーンの様子はまるで酒しゆ乱らんだ。

「こうなったら強ごう引いんにでも捕つかまえるしかありませんわ！　行きますよ、クレスポさんっ」

「乱らん闘とうはしたくないんスけどね……」

　素す早ばやさに反して人一倍虚きよ弱じやくなクレスポとしては、あまり乱戦に加わりたくはなかった。しかし女の子二人を戦わせて指を咥くわえて見ているのは、さすがに気まずい。

「くそっ、あのときの女の片割れか⁉」

　男も咄とつ嗟さに腰こしから小剣シヨートソードを引き抜ぬき、鎚矛メイスを払う。そして逃にげ場を求めるようにして酒瓶やグラスを投げつけた。

「姉さんを返しなさい！　そして悔くい改めるのです！」

　グラスが頭に当たるのも気にせず、キーンは鎚矛メイスを振るった。その一撃ごとに壁かべや椅い子すなどが派手に砕くだける。酔よっていることもあるが、元来不器用らしい。

「申し訳わけありませんが、逃がすわけにはいきません」

　しかし男が逃げようとした先に、ベルカナが立ち塞ふさがった。乱戦になると、魔法はほとんど役に立たない。だからいまは大おお楯たてと鎚矛メイスを構かまえている。逃げ道を塞ぐには最さい適てきかもしれない。

「くそっ」

　さらに逃げようとしたところへ、鞭ウイツプの一撃が飛ぶ。

「もう諦あきらめたほうがいいッスよ。三対一じゃ勝ち目ないッス」

　ひっくり返ったソファの上に器用に立ち、クレスポが鞭を素早く手の内に戻した。威い力りよく自体は乏とぼしい武ぶ器きだが、威い嚇かくには十分役に立つ。

「おまえら……ギルドの手の者か⁉」

「そういうことです。観念なさい」

　油ゆ断だんなく身構えたまま、ベルカナがそう告げた。キーンは、いまにも男の脳のう天てんに鎚矛メイスを振り下ろしそうだ。

「へへ……こうなっちゃ逃げるのも難むずかしそうだなぁ」

　男は下げ卑びた笑えみを浮うかべ、腰に手を回す。

「無む駄だな抵てい抗こうはよしなさいっ」

　男の不ふ審しんな動きに、ベルカナは前へ出ようとした。しかしわずかに、男のほうが素早い。

「なんだ……⁉」

　クレスポは、男がベルカナに向けて取り出したものを見て戸と惑まどった。それは投げナイフや危き険けんな武器などではなく、一枚まいの古ふる惚ぼけた鏡だったからだ。

「余よ計けいなものは入れたくなかったが……おまえら全員、鏡の中に消えちまいな！」

　叫さけび、男がなにか合言葉コマンド・ワードのようなものをつぶやいた直後。鏡が怪あやしい光を放った。

「これは……っ⁉」

「く……っ」

　ベルカナとキーンは目がくらみ、咄嗟に手で目を覆おおう。それは鏡を注ちゆう視ししていたクレスポも同じだった。

「一体、なにが……っ」

　視界が真っ白に染そまり、意い識しきが混こん濁だくする。

　そして、まるで魂たましいが抜ぬかれるような、奇き妙みような浮ふ遊ゆう感。

「わ、わああああああぁぁぁぁぁぁ…………」

　クレスポは叫んだが、自分の声がやけに遠くに聞こえた。キーンのものらしい叫び声もかすかに聞こえたが、すぐに遠とお退のいてしまう。

　クレスポやベルカナにとっては、ずいぶんと長い時間に感じられた。しかし実じつ際さいには、ほんの一いつ瞬しゆんの出来事。

「お客さん、何事ですか⁉」

　それを証しよう明めいするように、カウンターの中にいた男が駆かけつけたときには──クレスポやベルカナたちの姿すがたは、もうどこにも存そん在ざいしていなかった。




　　　　４




　ちくちくした感かん触しよくが、頰ほおに当たる。

　クレスポはそのむず痒がゆさに顔を搔かいた。その拍ひよう子しに、目が開く。

「ん……？　ここは……」

　自分がうつ伏ぶせに倒たおれていることに気づき、クレスポは身を起こす。頰に当たっていたのは、丈たけの短い草だ。どうやら芝生しばふらしい。

「確たしか俺おれは、売人の男と酒場で乱闘になって……」

　ぼんやりとした頭で、なにがどうなっているのか考えてみる。

「それでなんだって、俺は草原で寝ねてるんだ？」

　男が鏡を取り出し、それが光ったあとの記き憶おくがない。そこで気き絶ぜつして、どこかへ運ばれてきたのだろう。しかしぐるりと見回しても、見み憶おぼえのあるロマール周辺の景色とは違ちがう。

　見み渡わたす限かぎり、草原。所々に小さな林があり、遠くには美しい山やま並なみ。空は青く澄すみ、どこからともなく聞こえてくる小鳥のさえずりが心を和なごます。

　クレスポが倒れていたのは、そんな林の側そばだった。身につけていたものはすべてある。しかし、ベルカナとキーンの姿がない。

「確か鏡が光って、それから……あっ」

　キョロキョロと周囲を見回していると、木々の間から足が出ているのが見えた。慌あわてて近づいてみると、そこにはキーンが倒れている。

「大丈夫ッスか⁉　ちょっとっ」

　鎧よろいで重い体を抱だき起こし、軽く頰を叩たたく。首くび筋すじを触さわって脈を調べ、鼻に耳を近づけて呼こ吸きゆうを確かく認にんするが、異い常じようはない。

「起きるッスよ！　ほらっ」

「う、ううん……」

　しばらくして、キーンはゆっくりと目を開けた。緊きん張ちよう感のない様子で、目をごしごしと擦こする。

「……あと少し寝かせて、お姉ちゃん……」

「お姉ちゃんじゃないッス！　起きないなら、勝手にいろいろするッスよ！」

「え……？」

　揺ゆさぶる少年の様子に、キーンはようやく我われを取り戻もどし始めたらしい。ぼんやりとしていた目の焦しよう点てんが合い、クレスポを見上げる。

「苦しそうだから、鎧を脱ぬがしちゃうッス～」

「いやっ！」

　調子に乗って鎖かたびらチエインメイル・アーマーの留とめ金に手を伸のばす少年を、キーンは力一いつ杯ぱい突き飛ばした。軽いクレスポの体は、呆あつ気けなく吹ふっ飛んでしまう。

「ずおお……せっかく介かい抱ほうしてあげたのに、この仕打ちはキツイッス……」

　ひっくり返った拍子に木で打ったのか、クレスポは頭を押おさえて悶もん絶ぜつする。

「あ、その……ごめんなさい」

　その様子に悪いことをしたと思ったのだろう、キーンは身を起こすとぺこりと頭を下げた。慌てて歩み寄より、癒いやしの呪じゆ文もんを唱えようとする。

「いや、魔ま法ほうまではいいッス。大したことないんで」

　頭をさすりさすり、クレスポはキーンに呪文の詠えい唱しようをやめさせる。

「あの……それで、ここはどこなんでしょう？」

　林の中であぐらを組むクレスポの横に座すわり、キーンは首を傾かしげる。そんな彼女の前で、クレスポも腕うで組ぐみをして唸うなった。

「そいつが、俺にもよくわかんないんッスよ。こんな景色、ロマールの近くじゃ見たことないし、ベルカナの姿も見えないし……」

　改めて周囲を見回してみるも、ベルカナらしい姿はどこにも見えない。

「確かに、見たことのない風景ですね……」

　旅をしてきたキーンにも、記憶のない風景らしい。体調や腹はらの減へり具合からしても、そう時間が経たっているとは思えない。それだけに、不ふ可か解かいだった。

「なんだか、作り物っぽいですし……」

「作り物っぽい……？」

　キーンの言葉に、クレスポも眉まゆ根ねを寄せる。

　確かに言われてみれば、どこか作り物めいている。背はい景けいの山や空はどこか絵画のようだし、草原も手入れされた芝生がずっと続いている。まるで箱庭のようだ。

「……そういえばあの男、鏡の中にどうこうとか言ってたッスね……」

　もう一度酒場での乱らん闘とうを思い起こし、記憶を探さぐる。

　いつもちゃらんぽらんな行動ばかり取っているせいで頭が悪いように思われがちだが、実はクレスポの記憶力はかなり高い。頭の回転も人並み以上だ。

「ひょっとして、あの鏡……」

「鏡……が、どうかしたんですか？」

「賢者セージじゃないんではっきりしたことはわかんねーッスけど、あの鏡は間ま違ちがいなく魔法の品だと思うんス。実じつ際さいなにか合言葉コマンド・ワードも唱えてたし……」

　そこまで気づけば、結けつ論ろんを導みちびき出すのは簡かん単たんだった。ぱちんっと指を鳴らす。

「……ここは、鏡の中の世界なんッスよ！」

「か、鏡の中ですか！」

　クレスポの言葉に、キーンは目を白黒させる。

「噂うわさ程てい度どにしか聞いたことはないんスけど、古代王国の魔法の品の中には、そうした不思議な箱庭世界を作り出すものがあったらしいんス。きっとこれは、そういうものの一つだと思うッス」

　クレスポは木や草を触さわり、それらがどことなく作り物めいていると思った。どういう意図で作られた魔法の箱庭かはわからないが、自分たちがそこに捕とらえられたことだけは間違いなさそうだ。

「で、出る方法はあるんでしょうか……？」

「あるにはあると思うッスけど……なるほど、こうやって女の子たちをさらってたッスね。確たしかに鏡一枚まいの中にこれだけの空間があるなら、たくさんの女の子をロマールの外に連れ出すのも簡単ッス」

「じゃあ、姉さんもここのどこかに……⁉」

「……いると思うッスよ」

　キーンの疑ぎ問もんに、クレスポも頷うなずく。

「とにかく、まずはベルカナと合流して、女の子たちがどこに集められているのかを捜さがさないと……」

「クレスポさん！」

　次にどう動くか考えていた少年の肩かたを、キーンが揺すった。そして林の先の、ある一点を指差す。

「あれは……っ」

　クレスポもすぐに、キーンがなにを指差したのかわかった。

　林の向こう側の草原。そこを、一人の少女を担かついで複ふく数すうの白いものが進んでいる。その先には、古代王国様式の立りつ派ぱな屋や敷しきがあり、どうやらそちらへ少女を運んでいるらしかった。

「まさか……ベルカナ？」

　遠くて詳しよう細さいはわからないが、クレスポの直感がそう告げていた。

　そしてその目的地である屋敷こそが、女の子たちを閉とじ込こめている場所なのだと。

「助けに行きましょう！」

　武ぶ器きを手に駆かけ出そうとするキーンを、クレスポは無言で押さえる。

「どうしたんですか⁉　早く助け出さないと！」

「……いま飛び出しても、勝算は少ないッス。いまは……様子を見たほうがいいッス」

　すぐに助けに行きたいのは、クレスポも同じだった。しかし見通しのいい草原で、明らかに数が多い相手に襲おそいかかるのは得とく策さくに思えない。それにもしベルカナを人ひと質じちに取られたら万ばん事じ休すだ。

「いまは……待つッス」

　ぎゅっと、拳こぶしを握にぎりしめる。

　その視し線せんは、草原の向こうに建つ、屋敷へと注がれていた。
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　ベルカナが目を覚ましたのは、クレスポたちよりずいぶんと遅おそかった。

「ん……？」

　どんよりとした意い識しきが、ゆっくりと覚かく醒せいする。視界はすぐにはクリアにならなかった。四し肢しもしびれたように感覚が鈍にぶい。

　それでもすぐに、ベルカナは自分の両手が拘こう束そくされていることに気づいた。

「これは……」

「お目覚めかい、お嬢じようちゃん」

　ようやく焦しよう点てんの合った視線の先には、見み憶おぼえのある男が下げ卑びた笑えみを浮うかべて立っていた。酒場で乱らん闘とうした鉢はち巻まき姿すがたの男だ。そいつが勝ち誇ほこった表ひよう情じようでベルカナを見下ろしている。

「よくも商売の邪じや魔まをしようとしてくれたな。え？　もっとも思わぬ収しゆう穫かくになったけどよ」

　男はぐいっと、少女の顎あごを摑つかんで自分に顔を向けさせた。ベルカナはそんな男の顔を、射い貫ぬくように鋭するどい視線で睨にらみつける。

「おーおー、怖こわい目つきだぜお嬢ちゃん。それじゃかわいいお顔が台無しだ」

　わざとおどけてみせる男の態たい度どに、ベルカナはますます苛いら立だつ。

「だけど自分の格かつ好こうを見て態度を決めるんだな。ええ？」

　そう言われて、ベルカナは視線だけを下に向ける。そして自分が下着だけの格好にされていることに驚おどろいた。しかし体を隠かくそうにも、腕うでは後ろ手に縛しばられていて動かせない。

「フヘヘ。男だろうと女だろうと、裸はだかにひん剝むいちまえばおとなしくなるもんよ。そんな格好じゃ、逃にげ出す気にもならねぇだろうしな」

「……っ」

　男のいやらしい視線に、ベルカナは恥ち辱じよくと怒いかりで真っ赤になった。それがさらに男を喜ばせることを理り解かいしているだけに、余よ計けいに腹はらが立つ。

「……私をどうするつもりです？」

　押おし殺した声で、ベルカナは問う。

「決まってんだろ。レイドの娼しよう館かんに売り飛ばすのよ。あの街は〝傭よう兵へいの街〟って異い名みようがあるぐらい、荒あらくれ連中の多いところだ。新しい女娼をほしがる娼館なんぞいくらでもあるからなぁ」

　ベルカナのまだ幼おさなさが残る肢し体たいを視線で舐なめ回すようにして、男は得意げに語った。その視線から逃のがれるフリをしながら、少女は自分の置かれている状じよう況きようを確かく認にんする。

　いまいるのは、どうやらどこかの屋や敷しきのリビングらしい。高い天てん井じよう、立りつ派ぱなシャンデリア。家具調度も高こう価かそうなものが並ならび、そのことごとくが古代王国様式だ。いまベルカナが寝ね転ころがされているソファも、小さな体が沈しずんでしまいそうなほどに柔やわらかい。
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「ここは一体……どこ？」

　疑ぎ問もんに思ったことをあえて口にしてみた。得意になっている男の様子から、ペラペラとしゃべってくれることを期待したのだ。

「ここか？　ここはなぁ、鏡の中のお屋や敷しきよ。一度ここに入ったら、ご主人様の命令なしには出るこたできねぇ。つまり、おめぇは絶ぜつ対たいに、自分からここの外には出られねぇってことよ。フヘヘヘヘッ」

　ベルカナの予想通り、男は得意げにペラペラといま置かれている状況を説明してくれた。だが予想以上に、状況は悪いらしい。

（古代王国の秘ひ宝ほうに、そうした人を捕つかまえる魔法の鏡があると聞いたことはありましたけれど……まさか、それを使って人身売買をしようとするものがいるなんて……）

　盗とう賊ぞくギルドも、いちいち魔法の品一つ一つの流通まで監かん視ししているわけではない。酒場で男が取り出した鏡を見た限かぎり、秘ひ密みつ裏りに運び出すのはさほど難むずかしくはないだろう。鏡ならば、かさばらず目立たない。確たしかに非ひ合ごう法ほうに人身売買を行なうには、最良の方法だ。

「あとはあの小こ僧ぞうと小こ娘むすめを見つけて始末するだけだ。どうせこの鏡の世界には、逃げ場所なんてねぇからな」

　嗜し虐ぎやく的な笑みと共に、男はべろりと舌したを出してみせる。ベルカナを怯おびえさせるつもりで言ったのかもしれないが、しかしそれは逆ぎやくの効こう果かを生んでいた。

（クレスポさんとキーンさん、無事ですのね……）

　それは、ベルカナにとって意外な出来事だった。同じくこの鏡の世界に閉とじ込められていることには違ちがいないが、仲間がいるというのは心強い。

（なんとかクレスポさんたちと合流して、ここから脱だつ出しゆつする方法を見つけませんと……）

　レイドに売り飛ばされてしまうと、易やす々やすと逃げ出すことはできないだろう。そうなれば、女として死ぬより辛つらい運命が待っているかもしれない。

「とりあえず商談も成立したしな。レイドへ旅立つ日もあと少しってわけだ」

「……冥めい土どの土産みやげというわけじゃありませんけど……一体どこの誰だれがこんな商売をしているのです？」

　ベルカナはあえて悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんでみせ、尋たずねる。その表情が気に入ったのか、男はニタリと笑った。

「確かに、どこの誰に売り飛ばされるのか知らねーのも哀あわれだよなぁ。どうせ一度娼館に入っちまえば、二度と出ちゃこれねぇわけだしよ」

　ゆっくりといたぶるようにして、男はベルカナを見下ろす。

「ズウォック商会のグレンさん……おめぇも聞いたことがあんだろ。まあ最近はちょっと落ち目だが、この商売がうまくいけばまた盛もり返すさ。そうなりゃ俺おれも幹かん部ぶに取り立ててくださるとよ！」

　そう言って、男は嬉うれしそうに腰こしを折って笑った。しかしもう、ベルカナの耳に男の声は入っていない。

（ズウォック商会と言えば、確か新しん興こうの貿ぼう易えき商しよう……荒あら稼かせぎをして一気に成り上がったけれど、最近は手を広げすぎて借金ばかりがかさんでいるとか……）

　記き憶おくの中から、その情じよう報ほうを見つけ出す。なるほど、なり振ふり構かまわないズウォック商会なら、ギルドへの届とどけなしに人身売買をやろうなどと考えるのも頷うなずける。

「──ま、おめぇらはそんな俺たちのための大事な商品ってわけよ。明日には出しゆつ荷かだからな。それまで同じ境きよう遇ぐうの連中と仲良く慰なぐさめあってな。フヘヘッ」

　そう言って男がパチンッと指を鳴らすと、三体の骸がい骨こつが歩み寄よってきた。一いつ瞬しゆんぎょっとしたベルカナだったが、すぐにそれらが古代王国の魔ま法ほう生物だと気づく。

（骸骨戦士スケルトン・ウオリアー……いいえ、骨の従者ボーン・サーバントですわね……この男、魔ま術じゆつ師しには見えませんけど……）

　ボーン・サーバントは、作り出した主あるじに絶対の忠ちゆう誠せいを尽つくす、骨の魔法生物だ。ボーン・サーバントを作り出す古代語魔法はいまでは遺い失しつされており、相当見けん識しきの広い術者でなければ知らないはず。

　そして目の前の男は、どう見てもただの盗賊だった。古代語を扱あつかうソーサラーには見えないし、魔法を使うのに必ひつ須すとなる、杖つえなどの発動体も見当たらない。

「奥おくの部屋へ運んどけ。しっかりと鍵かぎもかけてな」

　男は首から下げたペンダントを握にぎりながら、命令を下す。それを受けて、三体のボーン・サーバントはベルカナの小さな体を担かつぎあげた。そのまままるで荷物のように、奥の扉とびらへと向かって運んでゆく。

（この仕打ち……覚えてなさい）

　ぎりっと、奥歯を嚙む。

　しかしいまできる抵てい抗こうは、せいぜいその程てい度どだった。




　どさっと、乱らん暴ぼうに放ほうり投げられる。

　ベルカナが運び込まれたのは、大きな寝しん室しつだった。スイート・ルームのように二部屋がひと繫つなぎになっており、巨きよ大だいなベッドが二つずつ、合計四つあった。ソファやテーブルなども一式揃そろっている。

　ボーン・サーバントに運ばれてきたベルカナは、そのベッドのうちの一つに放り出されたのだ。仕事を終えた骸骨たちは、そのまま機械的に部屋を出てゆき、扉を閉めて鍵をがちゃりとかける。

「……サーバントに丁てい寧ねいな仕事を求めても、不ぶ粋すいというものですわね」

　もぞもぞと身を起こし、眉まゆ根ねを寄せる。

　そして周まわりを見回せば、陰いん鬱うつな表情の女じよ性せいが十人以上、部屋の中に閉じ込められていた。みな一様に憔しよう悴すいした様子で、ベルカナと同じく裸はだかに近い下した着ぎ姿すがただ。不安と同情の入り交じった表情で、新入りの少女へ視し線せんを向けている。

「あなた、大だい丈じよう夫ぶ？」

　その内の一人が、ベルカナへと歩み寄ってきた。すらりと背せの高い、赤毛の美人だ。よく日に焼けていて、どことなく野性味を感じる。表情も他ほかの諦あきらめ切った雰ふん囲い気きを漂ただよわす女性たちと違い、まだ精せい気きが感じられた。

「ひどいことされてない？」

「それは大丈夫ですけど……とりあえず、縄なわをほどいていただけますか？」

「ええ。もちろんそのつもりだけど……」

　気き丈じようなベルカナの態たい度どに多少気き後おくれしつつも、赤毛の女性はわりと慣なれた手付きで縄をほどいてゆく。近くで見れば、その体が野生動物のように引き締しまっているのがよくわかった。

「あなた……ひょっとしてシェファーさんじゃありませんか？」

　ベルカナの問いに、赤毛の女は驚おどろいたような表情を見せる。

「どうして私の名前を……？」

「妹のキーンさんに、救出を依い頼らいされました。もっとも……少し手て違ちがいがあって、この有り様ですけれど」

　ようやく縄から解かい放ほうされた手首をさすり、ベルカナは軽く唇くちびるを尖とがらせる。救出に来て捕つかまったのでは、格かつ好こうがつかない。

「キーンは……妹は無事なのね？」

「無事……だと思いたいのですが……」

　口くち惜おしいことに、キーンやクレスポがどうなったか、ベルカナには知りようもなかった。あのとき一いつ緒しよに鏡の魔力を受けたのだとすれば、同じようにこの鏡の世界に囚とらわれているはずだ。

「私も先ほどこの鏡の世界に囚われたばかりで、あまり状じよう況きようが把は握あくできていません。できれば、知っている限かぎりの情報を教えていただきたいのですが……」

　ベルカナはベッドを降おりると、運ばれてきた扉のノブを回す。だが当然開かない。続いて窓まどへと向かうが、こちらも外から鎧よろい戸どが閉とじられ、錠じよう前まえが取り付けられているらしい。

「扉も窓も、全部厳重に閉じられているわ。内側から開けるのは、とても無理」

　シェファーが悔くやしそうに告げる。彼女も何度となく試ためしてみたのだろう。

「なるほど……」

　ベルカナは鎧戸の隙すき間まから外を見やる。よほど逃にげられない自信があるのか、部屋は一階のようだ。あるいはこの屋や敷しき自体が平屋なのかもしれない。

「見み張はりはあの男と、骸がい骨こつたちだけですの？」

「ううん、他にも二人ほど、チンピラみたいな男がいつも見張りをしてるわ。あの鉢はち巻まき男が来て、交代させてるみたい」

「交代……？　では、鏡の中と外へ出入りしている連中がいるのですね？」

「鏡の中……？」

　ベルカナの話を聞いて、シェファーは首を傾かしげた。どうやら、ここが鏡の中の世界だと認にん識しきしていなかったらしい。

「……なるほど」

　ベルカナから一通り説明を聞いて、シェファーは大きく頷うなずいた。野性味溢あふれる印象と違い、かなり聡そう明めいな頭ず脳のうの持ち主らしい。

「あの鉢巻き男、なにか合言葉コマンド・ワードのようなものを唱えると、いなくなってるの。突とつ然ぜん気配が消えるから変だとは思ってたけど……そういうカラクリなのね」

「その……どうしてそんなことがわかるんですか？」

「ああ、それはこの子が音を運んできてくれるから」

　そう言ってシェファーが髪かみを搔かき上げると、その首くび筋すじから半はん透とう明めいの小さな少女が姿を現あらわした。風の精せい霊れい、シルフだ。

「シェファーさん……精霊使いシヤーマンだったんですか」

「ええ。だけど気き絶ぜつしてここへ運ばれてから、風の精霊魔ま法ほうしか使えなくて……だからせめてと思って、あそこの覗のぞき窓から〝風の声ウインド・ボイス〟で聞き耳してたの」

　シェファーが指差した入口の扉とびら。そこには明らかに誰かが加工した、粗そ末まつな蓋ふたつきの覗き窓があった。そこから外の音を風の魔法で聞いていたのだろう。

「そうか……ここが鏡の中の世界なら、精霊力が異い常じように弱いのも納なつ得とくだわ。普ふ通つうに魔法が使えたら、あんな連中ギタギタにしてやるのに！」

　悔しそうに拳こぶしを握にぎりしめ、シェファーは吐はき捨すてる。

　世界に満ちるマナを用いる古代語魔法と異ことなり、精霊魔法は火や風、水や土の精霊の力を借りて魔法を発動させる。強力な効こう果かのものも多いが、精霊の力が途と絶だえるとまったく魔法が使えなくなるのが最大の弱点だった。

　そしてこの作り物の異空間には、ほとんど精霊力が働いていないらしい。

「……けれど、そうなるとあの鉢巻き男が脱だつ出しゆつの鍵かぎを握ってそうですわね。限げん定ていされているとはいえ、精霊魔法が使えるシェファーさんがいるなら作戦の幅はばも広がりますわ。なんとか、脱出方法を考えませんと」

「そうね。なんでも協力するわ」

　力強い少女の言葉に、シェファーも大きく頷く。

　ベルカナの頭脳が、猛もう烈れつな速度で回転を開始していた。
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　のどかな草原の風景に似につかわしくない粗野な二人組が、目の前をダラダラと歩いてゆく。

　クレスポとキーンは、林の中の茂しげみに身を潜ひそめ、じっと男たちが通り過すぎるのを待った。盗とう賊ぞくとしての訓練を受けているクレスポはもちろん、辺へん境きようの狩人かりゆうどの家に生まれたキーンもそれなりに忍にん耐たい強い。息を殺し、うまく気配を消している。

　見回りに来ていた男たちのやる気のなさも、クレスポたちに味方した。男たちはあくび混まじりに茂みや林の中を覗のぞき、適てき当とうな態たい度どで通り過ぎてゆく。

「……ふぅ」

　屋敷のほうへと戻もどっていく男たちの背せ中なかを見送り、クレスポは小声で一息ついた。しばらく戻ってくることはないだろう。

「うまくやりすごせましたね」

「まったくッス」

　緊きん張ちようから解とかれたことで頰ほおを紅こう潮ちようさせている少女の様子に、クレスポも小さく苦く笑しようする。キーンは隠おん密みつ行動をするために鎖かたびらチエインメイル・アーマーを脱ぬいで茂みに隠しており、いまは身軽な格かつ好こうだ。

「人間の見張りがいるのは驚おどろいたッスけど、あれなら古代王国の魔法の番人より遥はるかに楽ッスよ」

「私はドキドキしました……」

　余よ裕ゆうの表ひよう情じようで鼻の下をこするクレスポに対し、キーンは正直に自分の気持ちを告げる。

「あとは、早く暗くなってほしいってとこッスね」

「そうですね……」

　そう言って、二人は空を見上げた。

　クレスポの見立てでは、この草原と屋や敷しきは魔法による産物だ。しかし空にはちゃんと太陽があり、ゆっくりとだが移い動どうしている。キーンが言うには、普ふ段だんの太陽の動きとほとんど一いつ緒しよらしい。

　それゆえ、クレスポたちはこの閉とざされた世界にも夜がくると判はん断だんしていた。ならば行動するのは暗くなってからだと、夜を待っているのである。

「ベルカナさん、無事でしょうか……」

「保ほ証しようはできないッスけど、ベルカナは見た目に反してしたたかで図太いッスからね。きっといまごろ脱出の策さくを練ってる頃ころッスよ」

「だといいんですけど……」

　心しん配ぱい性しようのキーンは、暗い表情でうつむく。

「大だい丈じよう夫ぶッスよ。ちゃんと君の姉さんも助けてみせるッス。そのためにも、なんとかベルカナと合流したいとこなんスけどね～」

　そこまで告げて、クレスポは屋敷を見た。

　草原の真ん中の小さな丘おかの上に建っているため、うっかり林から出れば丸見えだ。とても太陽の下を忍しのんでいくことはできない。距きよ離りはそう極きよく端たんに離れているわけではないが、たとえ全力疾しつ走そうしても、途と中ちゆうで見つかる可か能のう性せいのほうが高いだろう。

「まあ、ここは焦あせったら負けッス。のんびり昼ひる寝ねでもして待てばいいッスよ」

「は、はぁ……」

　本当にごろりと茂みの中で横になったクレスポの様子に、キーンは戸と惑まどいの表情を浮うかべる。慎しん重ちようさと大だい胆たんさを併あわせ持つこの少年が、不思議なのだろう。

「あの……」

「……なにッスか？」

　閉じていた目を開き、クレスポは少女を見上げる。

「クレスポさんも、最近ロマールへ出てきたんですよね？」

「そうッスよ。出身は南のフェルダーって街の近く。盗賊やる前は船乗りやっててさ」

「へぇ～。私は西部のザーン近くにある、小さな村の生まれなんです。両親は子こ供どもの頃に死んじゃって、姉と二人で細々と狩かりで生計を立ててたんですけど……その、ある日マイリー様の啓けい示じを受けちゃって」

　神の声は、熱心に信しん仰こうしていると聞こえてくる場合と、ある日突とつ然ぜん聞こえてくる場合があるという。キーンの場合、後者のパターンだったのだろう。

　そして戦の神マイリーの神官の多くは、戦いくさの神の使徒らしく武む者しや修しゆ行ぎように出ることも多い。自分の仕えるべき〝勇者〟を探さがし、その者のために尽つくすというものが代表的だ。

「それで二人で修行の旅に出たんスね」

「……はい」

　自分の過か去こを話すのが、少し照れ臭くさかったのだろう。キーンはうっすらと頰を赤くする。

「でも、だめですね。世間知らずで。この鎚矛メイスも古代王国の魔ま法ほうの品だって言われて、つい五千ガメルも払はらっちゃって……」

　そう言って、キーンは鎚矛メイスを手に取った。それをクレスポも、マジマジと見る。

「それ、一いち応おう古代王国期の武器ッスよ。賢者セージでも魔法使いでもないから魔法の品かはわかんねぇけど、作られたのが五百年以上前なのは確たしかッス」

「本当ですか⁉」

「まあ……そのやたら装そう飾しよく華か美びで複ふく雑ざつな文様は古代王国期の宝ほう物もつの特とく徴ちようッスからね。絶ぜつ対たいとは断言できないッスけど、多分間ま違ちがいないッス」

「そっかぁ……」

　キーンは急に誇ほこらしげな眼まな差ざしで、自分の鎚矛メイスを掲かかげた。たとえ魔力が込こめられていなくても、なんだか嬉うれしくなってくる。

「ありがとうございます、クレスポさんっ」

「いやまあ、ははは。それにひょっとしたら、隠かくれた魔法が封ふうじられてるかもしれないスからね」

「はいっ、そうですね！」

　キーンは満面の笑えみで、ぎゅっと鎚矛メイスを抱だきしめる。

「さすがクレスポさん、見事な鑑かん定てい眼がんですっ」

「ロマールのギルド員なら当然ッスよ」

　あまりにキーンが褒ほめるものだから、クレスポもちょっと調子に乗ってくる。

「そういえば、その……クレスポさんは、どうしてロマールへ出てきたんですか？」

　しかし一転して、キーンはやや遠えん慮りよがちにそう尋たずねた。その問いに、クレスポはぽりぽりと鼻の頭を搔かく。

「大した理由はないんスけどね～。俺おれ、こう見えて結けつ構こう虚きよ弱じやく体たい質しつなんッスよ」

「そうなんですか？」

　小さな驚おどろきを含ふくませ、少女が首を傾かしげる。

　すばしこく、それなりに力もあるクレスポの体はしなやかで細身ではあるが、貧ひん弱じやくには見えない。だがその実、常じよう人じんよりも極端に脆ぜい弱じやくな体だった。

「俺、まだ小さい頃に流は行やり病やまいにかかったんス。親も兄弟も親しん戚せきも、みーんなバラバラに隔かく離りされて、その後どうなったかまるでわからないんスけど……まあ、多分誰だれも生きてないだろうなぁ」

　少年は穏おだやかな表ひよう情じようのまま、少し遠くを見る。

「だけど、俺だけはどういうわけか生き残っちゃって」

　悲ひ惨さんな話なのだが、クレスポは苦く笑しようを浮うかべながら話すものだから、あまり悲ひ壮そう感はない。だから、キーンも黙だまって聞いていた。

「ただどうにも体は弱っちまって……船乗りの仕事にはやっぱり耐たえられなかったんスよね～」

「それは……」

　あはは、と笑うクレスポの姿すがたを見て、キーンの眉まゆが少し下がる。

「そんな体質だから、俺、多分そんなに長く生きられないと思うんスよ。怪け我がか、病気か、原げん因いんはなにになるかわかんないスけど……」

　やや神しん妙みような顔つきで、少年は一度目を閉じる。

「正直落ち込んだときもあったけど、そんなときにフェルダーの街で初めて〝花火〟ってもんを見たんスよ。夜空にピュ～ッて飛んでいって、バーンッと光の花を咲さかせてすぐに消えていく……」

「へぇ～っ、それは魔法ですか？」

　好こう奇き心しんに目を輝かがやかせる少女に、クレスポは肩かたをすくめる。

「詳くわしいことは知らねぇッス。フェルダーに毎年バカンスに来るロマールの貴き族ぞくが、お祭りに何発も打ち上げるんスよ。闇やみ市いちで仕入れてくるらしいんスけどね」

「私も……見てみたいなぁ」

「っしょ？　そいつが魔法なのかなんなのか理り屈くつは知らないんスけど、とにかく俺、それを見てスッゲー感動して……だったらせめて俺も、長く生きられないなら〝花火〟みたいにドーンッと派は手でにでっかく生きてみたいって思ったんッス」

　目を開き、そう語る少年の眼差しは、驚くほど純じゆん粋すいな輝きでキラキラとしていた。その瞳ひとみを、キーンはじっと見つめ続ける。

「やっぱせっかく生まれてきて、しかも生き残ったわけッスから、なにかデカイことしたいじゃないッスか。んで、ロマールに出てきたってわけッス」

「……なるほど……すごいですね」

「すごいかな、俺？」

　素す直なおに感心しているキーンの様子に、クレスポは嬉うれしそうな笑みを浮かべる。こうも素直に話を聞いてくれた相手は初めてなだけに、クレスポも少し照れ臭かった。

「すごいですよ！　私なんて、ただ漠ばく然ぜんと旅に出て、しかも自分が啓けい示じを受けたからって出た旅なのにいつも姉さんに頼たよってばっかりで……まだ若わかいのに、クレスポさんのほうがずっと〝生きる〟ってことについて考えてますっ。すごいです！」

「いやいや、そんな大したもんじゃないッスよ」

　さすがにそこまで絶ぜつ賛さんされては、こそばゆいのだろう。クレスポは寝ね転ころがったまま両手を振ふって苦笑いする。

「生きるとか死ぬとか、やっぱまだよくわかんねーし」

　再ふたたび鼻の頭を搔き、空を見上げる。

「でもね、やっぱただ消えていくのって寂さびしいかなって思うんス……家族も親戚もいねーし、いま死んじまったら、〝俺〟って存そん在ざいそのものが世界から消えちまう気がして……」

「クレスポさん……」

「死ぬのはしょうがねーッスけど、誰にも覚えておいてもらえないって悲しいかなって思うんス。だからデカイことして、みんなの記き憶おくに残りたいってゆーか……」

「そんなっ、私はクレスポさんのこと、忘わすれたりしませんっ。絶対忘れたりなんかしませんからっ」

　少年の顔を覗のぞき込み、キーンは泣きそうな顔で言った。そんな彼女の様子に、クレスポは嬉しそうに笑う。

「そんな風に言ってくれたの、キーンさんが初めてッスよ。なんか嬉しいッス」

　クレスポはがばっと身を起こし、照れ隠かくしに鼻の下をこする。

「ま、そんなこと考えてるから、一いち応おういつかは結けつ婚こんして、子こ供どもとかほしいなぁとは思ってるんス。そしたら、とりあえず俺が生きてたって証あかしは残せるっしょ？」

「そ、そうですね……っ」

　クレスポに視し線せんを向けられ、キーンは一気に真っ赤になった。ドキドキしている心しん臓ぞうの音を聞かれてしまいそうで、思わず胸むねを押おさえてしまう。

「だからロマールでも、きれいなお姉さんを見かけたらついつい声かけちゃうんスよね～。ベルカナにはいっつも怖こわい顔されるんスけど」

　苦く笑しようするクレスポの様子を見て、キーンの表情にかすかな怒いかりが浮かぶ。恐おそらく彼女自身、それがベルカナに対しての嫉しつ妬とであると気づいてはいないだろう。

「いつだって結けつ構こうマジなんスけどねぇ」

　そう言って振り向いたクレスポの瞳。その茶色い双そう眸ぼうを見つめ、キーンがごくりと唾つばを飲む。

「わ、わた、わたし……そのっ、実は仕える勇者様を探さがしてて……そのっ、えっとっ」

「？」

　いきなりどもり出した少女の様子に、クレスポは小さく首を傾かしげた。その仕草に、キーンはますます真っ赤になる。

「わ、わたしでよければ……あのっ、一いつ緒しよに──」

『クレスポさん！』

「わぁっ！」

　キーンの声に被かぶせるようにして、いきなりベルカナの声が飛び込んできた。それがあまりに唐とう突とつだったために、クレスポは飛び上がりそうなほど驚おどろき、キーンは口から心臓が飛び出しそうになって胸を押さえる。

『──声が聞こえました。近くにいるみたいです──クレスポさん、いるなら返事をしてください。クレスポさん？』

　姿すがたはないのに、声だけは聞こえてくる。クレスポにはなんのことやらさっぱりわからなかったが、キーンにはそれがなんなのかピンときた。

「これ……〝風の声ウインド・ボイス〟？」

『──キーン、あんたそこにいるのね？』

「姉さん⁉」

　風の精せい霊れいの力を借りて遠くまで音を運ぶ魔ま法ほう、〝風の声ウインド・ボイス〟。その有ゆう効こう到とう達たつ距きよ離りはかなり長い。屋や敷しきから茂しげみまでは、十分に範はん囲い内ないだ。

『連れん絡らくが取れてなによりです。そちらは無事ですか？』

「あ、ああ。ぜんぜん無事ッスよ」

　淡たん々たんとしたベルカナの声が聞こえてくる。まだ戸と惑まどいを残しつつも、クレスポはその問いに答えた。相手の姿がまるで見えないだけに、奇き妙みような感じだ。

　けれど離はなれ離ばなれになった仲間とこうして連絡が取り合えることには安あん堵どを覚える。だから、クレスポは軽く息をついた。

「ベルカナも無事だったんスね。よかったッス」

　クレスポは立ち上がり、より声が聞こえやすい位置を探して移い動どうする。

　その後ろを、キーンがやや釈しやく然ぜんとしない表ひよう情じようでついていった。
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「よかったですわ、連絡が取れて」

　開け放たれた鎧よろい戸どの前で、ベルカナも軽く安あん堵どの息をつく。

　外から鍵かぎのかけられていた鎧戸を開けたのは、彼女の古代語魔法〝開錠アンロツク〟である。この魔法は触ふれた扉とびらや窓まど、箱の蓋ふたなどを、鍵を外して開けてしまう効果がある。初歩の魔法の一つで、まだ駆かけ出し魔法使いであるベルカナにも扱あつかえるものだった。

「ベルカナさんが古代語魔法の使い手で助かったわ」

　賞しよう賛さんするシェファーの言葉に、少女は小さく首を振ふる。

「魔法の発動体がなかったものですから、失敗するかとも思ったのですけれど……うまくいってなによりです」

　下着だけの姿にされてしまったため、魔法を使うための必ひつ需じゆ品ひんである杖つえを取り上げられていたのだが、発動体がなくとも魔法をかけることは不ふ可か能のうではない。特に無機物相手の魔法ならば、かかる確かく率りつは高かった。

「……ケチのバーゼルが発動体の指輪を取り上げていなければ、こんな心配はしないですみましたのに……」

「なにか言った？」

「いえ、シェファーさんこそ〝風の声ウインド・ボイス〟を使えて助かりました」

　一いつ瞬しゆん黒い一面を覗のぞかせたベルカナだったが、すぐにいつもの表情に戻もどる。以前仕事中に手に入れた戦利品を上司であるバーゼルに没ぼつ収しゆうされたことを、まだ根に持っているのだ。

「これでクレスポさんたちと連れん携けいを取って作戦を立てることができます。武ぶ装そうを取り上げられた私たちだけでは、いささか心こころ許もとないところでしたから」

　ベルカナのその意見には、シェファーもこくりと頷うなずいた。

　風の精霊を支し配はいできるほどの精霊使いシヤーマンであるシェファーも、ほとんど精霊が存そん在ざいしないこの閉へい鎖さされた世界ではまるで魔法が使えない。ベルカナもまだ魔ま術じゆつ師しとしては未み熟じゆくな上に、発動体の杖なしでは魔法の威い力りよくは激げき減げんしてしまう。

　その上素す手でとなれば、ボーン・サーバントや見み張はりのチンピラと戦うのは不可能だ。屋敷から脱だつ出しゆつするのは魔法で窓を開けたいまなら簡かん単たんだが、結局鏡の世界から抜ぬけ出せないのでは意味がない。

『──それで、脱出計画はどうするんッスか？』

　窓辺にクレスポの声が飛び込こんでくる。

　盗とう賊ぞくのクレスポなら林などに隠かくれるだろうと考え、窓から見える林へ次々と〝風の声ウインド・ボイス〟をかけていく作戦だったのだが、幸いなことに二つ目の林で反はん応のうがあった。これが屋敷の反対側だったら、お手上げになるところだ。

「いいですか、よく聞いてください。この草原と屋敷があるのは、鏡の中のようです」

『やっぱそうッスか。だと思ったんスよ』

　クレスポはベルカナと同じ見けん解かいだったことに安堵した様子だ。逆ぎやくにベルカナは、意外に頭の回る少年の様子に軽く感心する。

「この世界と外の世界を行き来できるのは、どうやらあの鉢はち巻まき男だけの様子。しかも特別な魔術を用いているのではなく、魔法の道具の力を使っているようです。それを奪うばえば、私たちが外に出るのは難むずかしいことではないでしょう」

『なるほど、あの野や郎ろうをふん縛じばって、ゲロさせればいいんスね！』

「……乱らん暴ぼうに言うと、つまりはそういうことです」

　クレスポの言いように少し目を泳がせつつも、ベルカナは頷く。

「こちらで得た情じよう報ほうによれば、あの男は毎日昼前と夜半に見張りの交代のため、こちらの世界へ入ってくるようです。鏡は明日にでもロマールから出す予定のようですから、作戦を決行するのは今日の夜……つまりもう間もなくということになります」

『了りよう解かいッス。太陽の出てる間じゃなくて助かるッス』

「可能ならまず最初に、私たちの武装を回収して届とどけてください。部屋の出口にはボーン・サーバントが見張りをしていて私たちが回収に向かうのは困こん難なんなのです」

『武装を解かい除じよされてるってことは……ひょっとしていま裸はだかッスか⁉』

「真ま面じ目めにやってください！」

　興こう奮ふんした声を出す少年を、ベルカナはぴしゃりと黙だまらせる。

「……コホン。サーバントは見張りをするよう命令を受けているため、扉を通らなければ動かないはず。あの男が現あらわれる前に二人の見張りを倒たおし、待ち伏せをしかけます。これが一番確実なはずですわ」

『ベルカナの〝眠りの雲スリープ・クラウド〟に期待ッスね』

「……ともかく。見張りの男たちは私たちが閉じ込められているのとは反対側のリビングによくいるようです。取り上げた装そう備びは倉庫の中だというのはわかっています。迅じん速そくに行動して対たい処しよしてください」

『了解ッス。潜せん入にゆうと盗ぬすみならお任まかせッスよ。あとは見張りに美人のおねーさんがいればやる気倍ばい増ぞうなんスけどね～』

「……失敗すれば、ここにいる大おお勢ぜいの女じよ性せいが大変なことになります。くれぐれもミスがないよう、しっかりやってくださいね」

『大勢のおねーさんのためなら、命いのち懸がけッスよ！　キッス楽しみだな～』

「作戦決行は日にち没ぼつ直後からです。改めて〝風の声ウインド・ボイス〟で連れん絡らくしますから、それを合図に動いてください」

『りょーかいっ』

　元気のいい返事が返ってくる。

　ベルカナは軽く嘆たん息そくはしたものの、ここまできてはクレスポを信用するしかなかった。




「──装備、取り戻もどしてきたッスよ！」

　日も落ち、かすかな虫の音と静せい寂じやくが支配する時間。

　開いていた窓まどからクレスポが顔を覗のぞかせた。その顔面に、即そく座ざにシーツがかけられる。

「中を覗かないでくださいっ。とにかく荷物だけを先に渡わたして！」

「へ、減へるもんじゃなし、ちょっとぐらい見せてくれてもいいじゃないッスかぁ。だいたいベルカナの場合、減るところもほとんど──」

「……発動体なしの〝光の矢エネルギー・ボルト〟なら抵てい抗こうできるかどうか、試ためしてみたいですか？」

「え、遠えん慮りよしとくッス」

　そそくさと頭を引っ込め、代わりにキーンが荷物を差し出す。

「キーン、無事でよかったわ。心配かけてごめんね」

「姉さん……」

　革かわ鎧よろいや弓を受け取る姉の姿すがたに、少女はじんっとなった。そんな妹の表ひよう情じようを見て、シェファーも微笑ほほえむ。

「うっほー、この人が姉のシェファーさんッスか？　俺おれクレスポッス！　こんな美人とお近づきになれて最高ッスよ！」
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　性しよう懲こりもなく顔を出し、クレスポが小こ躍おどりする。そんな彼の目を、キーンが少し膨ふくれながら両手で押さえた。そこへベルカナの冷ややかな視し線せんが刺ささる。

「それで、見み張はりの様子も見てきてくださったのでしょうね？」

「もちろんッスよ！　見張りの連中、はっきり言ってチンピラもいいとこッス。酒飲んでカードしてたから、倉庫入るのも楽勝だったッスよ」

「……それは好都合ですね」

　得意満面なクレスポの言葉に、ベルカナは静かに頷うなずく。

「じゃあ私は、見張りの男二人を倒せばいいんですね？」

「はい。戦の神マイリーの神官戦士としての腕うで前まえ、期待しています」

「ま、任せてくださいっ」

　キーンは鎚矛メイスをぎゅっと握にぎり直し、答える。彼女の鎖かたびらチエインメイル・アーマーは隠おん密みつ行動に向かないが、いざ乱戦となれば最大の戦力だ。しかも相手はやる気のないチンピラ二人となれば、正面から強きよう襲しゆうしても勝てるだろう。

「んじゃ、やるッスかね」

「……がんばります」

　クレスポが鞭むちを手に取り、キーンが頷く。鎧をまとって弓を持ったシェファーが窓からひらりと飛び降おり、それにベルカナが続いた。捕つかまっていた半はん裸らの女性たちが、恐おそる恐る窓の外へと出てくる。

「ひゃっほう、魅み力りよく的なおねーさんがいっぱい！」

「振ふり返らないでください！」

　ベルカナの氷のように冷たい視し線せんにさらされ、クレスポはすぐに前を向く。敵てきの剣けんをかわすのは得意な彼だが、魔ま法ほうが相手ではイチコロだ。だからベルカナを怒おこらせると怖こわい。

「あとでいっぱい抱ほう擁ようしてもらうから、いまは我が慢まんするッスよ」

　頭をぽりぽりと搔かき、もっとも隠密行動が得意なクレスポは先行する。

　狩人かりゆうどとしても優ゆう秀しゆうな腕前のシェファーがそれに続き、やや複雑な表情のキーンがゆっくりと進む。

　決戦のときは、もう目の前だった。




　　　　８




「……へへ、楽勝」

　屋や敷しきの玄げん関かんの扉とびらを音もなく開け、クレスポは仲間たちを招まねき入れる。

　奥おくのスイート・ルームを見張っている男たちの注意は、玄関方面にはまったく向いていない。だからこその正面突とつ入にゆうだ。段だん取どりとしては、シェファーが弓を放ち、それを合図にキーンとクレスポが突入。一気に制せい圧あつする作戦である。

（この程てい度どの見張りしか雇やとってなくて、ありがとさん）

　リビングに続く廊ろう下かをまったくの無音で進み、少年は半開きになっている扉の中を覗いた。そこには相変わらず、酒さか瓶びんを片かた手てにカードをしている男が二人いる。

　クレスポはそれを確かく認にんすると、シェファーを手招きした。狩人らしく、ほとんど足音を立てない。

　その後ろに、キーンとベルカナが立った。鎖かたびらチエインメイル・アーマーを着ているキーンでは、近づきすぎると物音で存そん在ざいがばれてしまう。だから全力で走れば飛び込める位置で待機していた。

（やるッス）

　予あらかじめ決めておいた決行のハンドサイン。クレスポがそれを指し示じし、シェファーが扉の隙すき間まからキリリと弓を引き絞しぼる。

　しかしそのとき、クレスポは異変に気づいた。

「⁉」

　ぐにょりと、リビングに置かれていた姿すがた見みの表面が歪ゆがむ。目標に集中しているシェファーには、それが見えていない。

（鏡の持ち主は、あんなとこから現あらわれるんッスか！）

　咄とつ嗟さにシェファーの射しや撃げきを止めようと動きかけたが、間に合わなかった。ビュンッと鋭するどい音を立て、矢が放たれる。それはカードを持っていた奥の男の胸むねを捉とらえ、一撃で昏こん倒とうさせた。

「見張りの交代がもう来るッス！」

　こうなったらクレスポも覚かく悟ごを決め、扉を蹴け飛とばしてリビングへ飛び込んだ。手前にいた男はいきなり相あい棒ぼうが狙そ撃げきされたのに驚おどろき、立ち上がって背せ中なかを見せている。そこへクレスポの鞭が飛んだ。蛇へびのように伸のびた鞭は男の体に巻まきつき、床ゆかに引き倒して無力化する。

「今日に限かぎって、予定より早いなんて！」

　様子を見つつ武ぶ器きを持って前線へ出るつもりだったベルカナは、予想外の増ぞう援えんに動きが遅おくれた。そんな彼女の横を、キーンが突進してゆく。

「やあああああ！」

「な、なんだテメェらは⁉」

　鏡から出てきた鉢はち巻まきの男は、目の前の光景にぎょっとなった。しかもそこへ、完全武ぶ装そうの少女が突進してくる。

「うおっ⁉」

　さすが鉢巻きの男はリーダー格だけあって、身のこなしも素す早ばやかった。キーンの鎚矛メイスをギリギリで避よけ、遅れて出てきた護ご衛えいのチンピラを盾たてにして後こう退たいする。

「あの男を黙だまらせないと、ボーン・サーバントを呼よばれます！」

　出遅れたベルカナもリビングへと飛び込こむが、すでに乱らん戦せん状じよう態たいだ。得意の魔法は使えないし、ソファやテーブルが転がっていて殴なぐりかかることも難むずかしい。

「風の精せい霊れいよ、あの者の放つ音を消し去りたまえ！」

　シェファーが精霊語で呪じゆ文もんを唱え、鉢巻き男へと〝消音ミユート〟の魔法を飛ばした。かかれば声さえ出せなくなり、サーバントを呼ばれることもない。

　が、しかし。

「サーバントども！　こっちへ来て侵しん入にゆう者しやを倒たおせ！」

「抵てい抗こうされた⁉」

　胸のペンダントを握にぎって命令を発する男の姿に、シェファーが悔くやしそうに舌した打うちする。続くベルカナがチンピラの一人を鎚矛メイスで殴ったが、一撃で倒すには至いたらなかった。そこへキーンが殴り込み、きっちりとチンピラを昏倒させる。

　残るはリーダーの鉢巻き男と、護衛のチンピラ一人。けれどここに武装したボーン・サーバントが三体現れれば、形けい勢せいは一気に不利だ。

「……まずいっ」

　得物の鞭ウイツプでチンピラを無力化している以上、クレスポも攻こう撃げきの手段がない。しかも一度敵てきに鞭を絡からめてしまうと、すぐに取り戻もどすのは至し難なんの業わざだ。

「もう一度……っ、風の精霊よ！」

　シェファーが再さい度ど〝消音ミユート〟を唱え、今度は男の発する音を完全に消し去った。だがカチャカチャと音を立てて現れた骸がい骨こつたちに与あたえられた命令は、侵入者の排はい除じよ。それを取り消すことはできない。

「厄やつ介かいなことに……っ」

　ベルカナも、相手が生き物ならぬボーン・サーバントでは、得意の〝眠りの雲スリープ・クラウド〟が通用しないため有ゆう効こうな手がなかった。やむを得ず、盾と鎚矛メイスを構かまえて防ぼう御ぎよに専せん念ねんする。

「……！　……っ！」

　鉢巻きの男は口だけパクパクさせながらも、一歩踏ふみ込んでシェファーへと鞭を放った。狩人かりゆうどとしての腕うでは確たしかな彼女も、自分が攻撃されればもろい。鞭に絡め取られ、ひっくり返ってしまう。

（まずい……かなりまずいっ）

　この展てん開かいに、クレスポは激はげしい危き機き感かんを覚えた。ボーン・サーバントの戦せん闘とう力りよくは、恐おそらくキーンと互ご角かくだ。鉢巻きの男もそれに匹ひつ敵てきするだろう。乱戦ではベルカナの魔ま法ほうは期待できないし、そうなれば数で負けている以上、劣れつ勢せいは挽ばん回かいしがたい。

（なにか、有効な手しゆ段だんを……っ）

　ほんの一いつ瞬しゆんの間に、クレスポは頭ず脳のうをフル回転させた。そしてすぐに、男の胸むな許もとで揺ゆれるペンダントの存そん在ざいに気づく。

「クレスポさん、あのペンダント──っ」

　そしてベルカナから、背中を後あと押おしするような声が届とどいた。直後、クレスポの中で一つの結けつ論ろんが導みちびき出される。

（あれがサーバントたちを操あやつってる魔法の道具なら、あれさえ奪うばえば逆ぎやく転てんできるッス！）

　そう判はん断だんすると、クレスポの動きは速かった。

　サーバントたちが近づくには、まだほんの一瞬だが時間がかかる。ベルカナがチンピラへと打ちかかるのを尻しり目めに、クレスポは鉢巻きの男へと駆かけた。

　体当たりと見せかけて、胸むねのペンダントをスリ取る──まさに、盗とう賊ぞくとしての技ぎ術じゆつの見せどころだった。駆け込んでくる少年の姿すがたに、男も気づく。

「うおりゃああっ！」

　わざと大声を出した。〝消音ミユート〟の影えい響きよう下かにある相手にその声が聞こえるかどうかはクレスポにはわからない。だが構わず突つっ込んだ。

「……っ⁉」

　男も突然の攻こう撃げきに身構える。鞭でシェファーを絡め取ったばかりだから、素手だ。打撃に備そなえて、顔面を中心にガードを固める。

（……いける！）

　クレスポは男へと、自分の体ごと突っ込んでいった。体当たりは、戦士特有の戦法であって盗賊が行なうことはない。それだけに、不意をつけた。

　がしんっと、体と体がぶつかる。体たい格かくでは、圧あつ倒とう的てきにクレスポのほうが貧ひん弱じやくだ。持ち前の虚きよ弱じやくさもあわさって、呆あつ気けなく弾はじかれる。

　けれどそのとき得意の鞭のようにするりと伸のびた手が、胸許のペンダントをしっかりと摑つかんでいた。首から下げていた鎖くさりがブチッとちぎれ、クレスポは弾かれた勢いきおいそのままに後こう退たいする。

「……！　…………‼」

　男が口を大きく動かして、少年へなにかを叫さけんだ。だが聞こえないその声を嘲あざ笑わらうように、クレスポは一回転して距離を取る。

　その間にも、三体のボーン・サーバントは一いつ斉せいにキーンとベルカナに襲おそいかかった。機械のごとく正せい確かくな攻撃が、二人の少女に打ち下ろされる。

「く……っ」

　ベルカナがなんとか盾たてでサーバントの剣けんを弾き、キーンも一体目の攻撃をよける。しかし最後の一体を前に無む防ぼう備びな姿をさらしてしまい、その刃やいばを身に受けた。

「あぐ……っ」

「キーン！」

　致ち命めい傷しようではないだろう。しかし噴ふき出す鮮せん血けつにクレスポも叫ばずにはいられなかった。だがすぐに自らの手の中にあるもののことを思い出し、意い識しきを集中させる。

　──合言葉コマンド・ワードが必要だったら？

　──あの男の言葉しか聞かなかったら？

　──これが単なるアクセサリーだったら？

　そうした不安がないわけではない。けれど、いまクレスポにできるもっとも効こう果か的なことは、ボーン・サーバントの動きを止めることだ。

　だから、ペンダントを胸に当て、念じる。それでうまくいく確信もあったし、だめだったら次の手を考えるだけのこと。
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「止まるッス、サーバントたち！」

　クレスポの叫ぶような命令。

　そしてささやかな不安は、予想通り杞き憂ゆうだった。

「？」

　ビタッと、骸がい骨こつたちが動きを止める。そこへ、鉢はち巻まきの男がペンダントを取り戻もどそうとクレスポの許へと駆け寄よってきた。

「えええいっ！」

　ドゴスッ！

　キーンの振ふり返りざまの鎚矛メイスが、男の頭を直撃する。それは鈍どん器きにしては珍めずらしく的確に急所を捉とらえ、男はもんどり打って床ゆかを転がった。すぐに立ち上がろうとするが、足がもつれて再ふたたび倒たおれる。

「さすが五千ガメルの古代王おう国こく製せい鎚矛メイス……やはり一撃必殺ですね」

「……っ、…………っ！　…………」

　倒れた男はキーンに向かってなにか言おうとしたが、〝消音ミユート〟のせいで言葉は音を伴ともなわない。最後はぐるりと白目を剝むいて、ぐったりと伸びてしまった。

「──降こう参さんしたほうが身のためだと、おわかりいただけますわよね？」

　一人残った護ご衛えいのチンピラに、ベルカナが冷ややかな言葉を投げる。

　その言葉を最後に、戦いは終わりを告げていた。




　エピローグ




　戦いを終えたクレスポたちは、無事に鏡の世界を脱だつ出しゆつした。

　倒した男を締しめ上げ、脱出方法を聞き出したのだ。推すい察さつ通り男の持っていたペンダントが鏡の世界の制せい御ぎよ装そう置ちであり、ベルカナが正しく用いて捕とらえられていた女じよ性せいたちもすべて外へ出すことに成功したのである。

　その結果、当然盗とう賊ぞくギルドによるズウォック商会への制せい裁さいは行なわれ、ロマールからその名前は完全に消えた。当主のグレンや、実じつ行こう犯はんである鉢巻きの男の姿も、同様にこの地上から人知れず消えたことだろう。

　魔ま法ほうの鏡も盗賊ギルドの倉庫に収おさめられ、いま誰が保有しているのかは不明だ。幹かん部ぶの誰かが、個こ人じん的な秘ひ密みつを守るために使っているのかもしれない。

　だがそんな容よう赦しやのない厳きびしい世界からはまだ縁えん遠どおいクレスポとベルカナは、ささやかな酒しゆ宴えんを開いていた。

「──まったく、こんな危き険けんな仕事だったなんて、ギルドも事前の調ちよう査さが甘あますぎますわ」

　危あやうくレイドの娼しよう館かんへ売り飛ばされそうになったベルカナは、やや不ふ機き嫌げんそうにワインを飲んでいた。しかも結局必要経けい費ひは出ず、後金もたったの四百ガメル。危険に対して見合う報ほう酬しゆうとはとても思えなかった。

「まあまあ。無事に仕事を完かん遂すいできて、こうやって酒が飲めるんだからいいじゃないッスか。まあ確たしかにおねーさんたちのキッスがぜんぜんもらえなかったのは納なつ得とくいかないとこッスけど……いずれケチのバーゼルなんて、シメてやればいいんッスよ」

「……最後の意見に関してだけは、同感ですわ」

　チビチビとワインを口に運び、少女は唇くちびるを尖とがらせる。だんだん考え方が盗賊ギルド風になっていることに、このときベルカナはまだ気づいていない。

　そんな二人に、鎧よろいの音が近づいてきた。ふとそちらを見れば、キーンだ。

「やあ、元気そうッスね」

　クレスポがいつもの軽い調子で声をかける。

「こんにちは。先日はお世話になりました」

　そんな少年に、キーンもぺこりと頭を下げた。後ろ頭で赤毛が揺ゆれる。

「キーンさん、今日はどうしたんですの？」

　ベルカナは完全武ぶ装そうな上に大きな鞄かばんまで背せ負おっている少女の様子を見て、尋たずねる。

「そろそろ次の街を目指して旅に出ようかと思いまして。お別れのご挨あい拶さつに来たんです」

「それはご丁てい寧ねいに。そうですか、もう旅立たれるのですね」

　残念そうに告げるベルカナに、キーンもはにかむ。

「ゆっくりしたいのですけれど、まだ巡じゆん礼れいの旅は半ばなので。それに──」

「あ、シェファーさん！　もうお別れなんて寂さびしいッスよー！」

　キーンに少し遅おくれて店に入ってきた姉のシェファーに気づくと、クレスポは脱だつ兎とのようにそちらへと駆かけていった。そのままの勢いきおいで抱だきつこうとして、給きゆう仕じの女の子にトレイで殴なぐられている。

「アイリちゅわぁん、妬やいてくれてるんッスか⁉　もう、それならそうと──へぐ」

「他ほかのお客様に迷めい惑わくかけないで！」

　今度は給仕の女の子に飛びつこうとして、叩たたき落とされた。虚きよ弱じやく体たい質しつの少年は、それでとうとう動かなくなる。

「──もう少し成長してから、この街には戻もどってきたいですから」

　床ゆかで伸のびてピクピクしているクレスポを見やり、キーンはくすっと笑う。

「なんとなく気持ちは察しますけれど……世の中に男はごまんといるわけで……」

「男の人の魅み力りよくを見み極きわめるためにも、もっとたくさん旅をして、いろんな経けい験けんを積みたいと思います。今回は本当に、世の中いろんな人がいるんだなって勉強になりましたから」

「……でしたら、よいのですけれど……」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおを見せるキーンの様子に、ベルカナは軽く首を傾かしげる。

「アレクラスト大陸をぐるっと回って、戦神マイリーの使徒として、仕えるべき勇者を探さがしてみます」

「よい勇者が見つかると、いいですね」

「はい！」

　キーンは太陽のような笑顔で答えると、大きくぺこりとお辞じ儀ぎする。

「では、またいつか会える日を楽しみに」

「道中お気をつけて。私も再さい会かいを楽しみにしてますわ」

　ベルカナも笑顔でそう告げると、神官戦士の少女はもう一度頭を下げた。それから姉と共に、酒場の外へと歩いてゆく。

「クレスポさんも、元気で健すこやかに」

　床で伸びている少年の傍かたわらに、キーンはすっと跪ひざまずく。そして〝癒しキユアー・ウーンズ〟をかけながら、その頰ほおにそっと唇を当てた。

「……純じゆん粋すいで優やさしい人ですわね……。クレスポさんにも、もう少し人を見る目があればよろしかったのに」

　最後にもう一度頭を下げてから店を出ていくキーンを見送り、ベルカナはつぶやく。

　旅立つ少女の腰こしには、古代王国様式の重鎚矛ヘビーメイスが誇ほこらしげに揺れていた。
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「俺おれたちって絶ぜつ対たい足元見られてると思うんスよね～」

　鉢はち巻まきを巻いた赤毛の少年がため息混まじりに呟つぶやいた。

「その意見には賛さん成せいです。わたしたちは本当に良いように使われているだけですわ」

　同意する身なりの美しい少女が、ナイフを握にぎる手を震ふるわせた。

「まぁまぁ、そんなに怒おこるでねぇ。ちゃんとお金はもらえたんだから良かったでねぇか」

　そんな彼女に果実酒を注ぎながら、銀ぎん髪ぱつの美青年がフォローする。

「マロウは甘あまいッス！　ちくしょーっ、おぼえてろ、バーゼルめ！」

　ついに少年が吠ほえた。引き締しまってはいるものの、どこか弱々しく細身な体つきの彼の名は、クレスポという。

「お、落ち着くだよクレぽん～」

　おろおろと止めに入るのは、銀髪の隙すき間まからわずかに尖とがった耳を覗のぞかせる美青年、マロウだ。彼は尖った耳を持つ、賢かしこく美しい森の妖よう精せいエルフと、人間との混こん血けつ児じであるハーフ・エルフなのだ。

「ですが、仕事の割わりに報ほう酬しゆうが少ないのは事実。天下のロマール盗とう賊ぞくギルドが、何をけちけちしているのでしょう」

　良い身なりをしているくせにがめつい発言をしている小こ柄がらな少女は、ベルカナ・ライザナーザという。完かん璧ぺきな作法でナイフとフォークを操あやつるも、ステーキを嚙かみ切る姿すがたにはどこか凄すごみを感じさせた。

　ここはロマールの下町にある酒場。彼らは、一仕事終えた後の打ち上げ会を開いていた。

　ところが飛び出すのは仕事の苦労話ですらなく、報酬の低さに対する愚ぐ痴ちばかり。彼らはいつも同じ依い頼らい主ぬしから大した報酬をもらえないのが不満だった。

「あー、悔くやしいッス！　このクレスポさまの腕うでを借りておきながら‼」

　クレスポがジョッキを乱らん暴ぼうに置いた。大きな音と共に、テーブル上の食器が躍おどる。

「ちょっとー、うるさいわよ？」

　顔をしかめたのは、クレスポの正面に座すわる金髪の美女だった。

　挑ちよう発はつ的な翡翠ひすい色いろの目。白はく磁じのように滑なめらかな肌はだ。薄うす紅べに色の蠱こ惑わく的な唇くちびる。波打つブロンドヘアーから覗くのは、ピンと尖った長い耳。彼女は、森の妖精エルフだった。

「そりゃ腹はらが立つのはわかるけど、食事中なんだからもうちょっと静かにしてくれる？」

　そう言って、クっとグラスのワインを飲み干ほす。そして短いスカートにも拘かかわらず、ひょいっと足を組みかえた。そうしたしぐさが大だい胆たんだからか、元来は細身なはずのエルフなのに妙みようにむっちりしているせいか、彼女はさして背せは高くないけれどもずいぶん存そん在ざい感があった。

「すいません、今後は気をつけるッス、シャイアラさん！」

　反省どころか、むしろ喜んでいる顔のクレスポ。鼻の下がだらしなく伸のびている。

　そこから目を逸そらして、エルフのシャイアラはため息をついた。

「給金が低いということは、向こうもお金がないんじゃないですかねぇ。かわいそうにと思っていればいいんですよ、シャイアラ姐ねえさん」

　シャイアラの握る空からグラスに、隣のグラスランナーがワインを注ついだ。

　フレームだけの丸まる眼鏡めがねをかける彼の名は、ブックという。

　会話に参加していなかったので危あやうく存在を忘わすれられるところだった彼は、今までずっと本を読んでいた。彼の趣しゆ味みは読書。愛する本のためなら、時も場所も選ばない。

　グラスランナーとは草原の妖精族。人間の子こ供どもほどの背せ丈たけまでしか成長しない種族だ。彼らは手先が器用ですばしっこく、好こう奇き心しん旺おう盛せいで、心もまた子供のようだ。

　ところがこのブックは、グラスランナーにしては奇妙なほどおとなしい。走り回るにはむかない学生のような服を着ているし、椅い子すに座って本ばかり読んでいる。
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　それにしても、今まで少しも本から目を離はなさなかったのに、シャイアラのグラスが空いたことに気付けたのはどういうことだろうか。

　二人を前に、残りの三人は心の中で首を傾かしげていた。

「まーね。まったく、最近ついてないわー」

「またそのうちいいことがありますよ」

　相あい槌づちを打ちながら、彼女のためにサラダを取り分ける。青野菜ばかり載のせて、蒸むした鶏とり肉にくは極力取らないようにしているのは、彼女の好みを熟じゆく知ちしているからだろう。

　シャイアラはそれを当然のように見ながら、新たに注がれたワインを味わっていた。

　そんな二人の姿は、不思議な主しゆ従じゆう関係のように見える。

「おや？　この野菜は何でしょう？」

　サラダの中に珍めずらしい形の葉を見つけたブックは、自分のかばんから一冊さつの本を取り出す。そのタイトルは、『青野菜大百科』。

　どうして都合よくそんな本が取り出せるのだろうか。クレスポたちはやはり首を傾げた。

「……でも、報酬はいまいちでも、今回の仕事は楽しかったッスよ」

　クレスポはワインボトルの口をシャイアラに向けた。

「また次回も頑がん張ばるッスよ、シャイアラさん」

　シャイアラはそのワインボトルを見、クレスポの顔を見、そしてつんと顔を背そむけた。

「断ことわるわ」

　え？　と、クレスポが目を丸くする。

「アタシたち、別にパーティ組んでるわけじゃないでしょ。今回も、その前も、その前の前も、たまたま一いつ緒しよに仕事をしただけよ」

　クレスポのワインを受けず、グラスをテーブルに置く。

「それに、アタシは働くのが嫌きらいなの。楽してお金が入ってくるのが大好きなの。あんな仕事の割に実入りの少ない仕事なんてやってられないわ」

　そして立ち上がり、ブックの名を呼んだ。謎なぞの野菜の正体を調べ終わっていたグラスランナーは、特に返事することもなく後に続いた。

　シャイアラは財さい布ふから適てき当とうな額がくのガメル硬こう貨かを取り出すと、テーブルの端はしに置いた。

「適当に払はらっておいて。ごちそうさま」

　ただそれだけを言い置いて、シャイアラとブックは酒場を出て行った。

　残されたクレスポは、しぶしぶとワインボトルを下ろす。

　マロウはしょんぼりと肩かたを落とし、ベルカナはふぅっと嘆たん息そくした。

「素す直なおじゃないですわね、シャイアラさんって」
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　アレクラスト大陸の中ちゆう原げん南部に位置する国ロマール。同名の首都は、大きな街かい道どうが十字に交差していて、とても人の出入りが多い街だ。そのためか娯ご楽らく施し設せつが発達していて、剣けん闘とう士し奴ど隷れいや魔物モンスターを戦わせる闘とう技ぎ場じようなどは世界最大級の規き模ぼを誇ほこる。

　ここではその戦いを観みると同時に、その勝敗にお金を賭かけることもできた。連日場内は、一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらった博ばく徒とであふれかえっている。

「よし。今度はあのオジサンにしよう」

　シャイアラがブックの頭の上から提てい案あんした。

「あんまり持ってなさそうに思いますが？」

　柱の陰かげに隠かくれながら、ブックはフレームだけの丸眼鏡をクイクイっと動かした。

「そう？　あの試合を見る目、場ば慣なれしてるっぽいわ。きっと財布の中身はすごいわよ」

「そう言って、今まではずれ続きだったんですが……」

「うるさいわね」

　たしかに今までの実入りは少なかった。けれど、今度は大だい丈じよう夫ぶなような気がする。

　あの醜みにくい顔。昼間なのに酒を飲んで赤く染そまった鼻。いかにも間ま抜ぬけな金持ち面づらだ。

「あのオジサンからは、ただならぬ気配を感じるの。それが何かはわからないけど」

「それがお金持ちの気配ならいいんですけどねぇ……」

　二人は盗とう賊ぞく仕事をしていた。働かずお金を手に入れるには、博ばく打ちで勝つか、他人の財布から失しつ敬けいするかのどちらかに限かぎる。

　ここロマール闘技場はその両方ができてしまうのだから、なんていい場所なのだろう。

　二人はよくここに訪おとずれて、不正なお仕事に励はげんでいた。

「無理やり入会させられた盗賊ギルドだけど、こうした仕事のお墨すみ付つきがもらえたのはラッキーだったわね」

「代わりに、無理に仕事をさせられたり、会費を払わなければいけませんけどねぇ」

「まーね。柄がらにもなく働いたから疲つかれたわー。今度温おん泉せん行こう？　体の疲れを癒いやしにさ」

「そのために今日も昼まで寝ねてたんじゃないんですか？」

「昼まで寝るのは日課でしょ。ほらほら、温泉のためにもお金を増ふやそう。よし、今度はあのオジサンに決めた。今ならまだ試合に気を取られてるわ」

　場内のほとんどの視し線せんを釘くぎ付づけにしている剣闘士たちの試合は、今まさに佳か境きようを迎むかえているらしい。いたるところで、声せい援えんや野や次じが飛び交かっている。

「さ、ブック行ってきて」

「……姐ねえさん。さっきからボクばっかりがやってるような気がするんですが」

「だってアタシは盗賊技ぎ術じゆつもあるけれど、本ほん職しよくは精霊使いシヤーマンだし」

　精霊使いとは、火や水などの自然物などに宿る精霊から力を借り、奇き跡せきを起こす精霊魔法の使い手のこと。エルフはこの精霊使いの素そ質しつに長たけていて、シャイアラも例外ではなかった。

「それを言えばボクも技術はありますが、本職は賢者セージですよ」

　本の虫であるブックは、自分の職業は学問に長ける賢者だと自負していた。

　事実、そこらの学生よりはずっと知ち識しきは豊ほう富ふであるが……種族がグラスランナーゆえに、初対面の人にはなかなか信じてもらえない。

「それでもブックの方が上手じゃない？　ほらほら、さっさと行ってくる」

「まぁ、別にいいんですけども……」

　ブックは『賭と博ばく必勝法』という本を取り出した。それで顔を隠すようにして目的のオジサンのもとへ歩いていく。

　見た目は本を読むのに夢中になっている子こ供どもだった。けれど、その実は周囲にしっかり気を配っている。オジサンまでの人込みを巧たくみにすり抜けて歩いていく。

　そしていよいよオジサンに近づいた時、うっかりしていたかのように見せかけてドンとぶつかった。

「失礼しました」

　その隙すきに相手のベルトポーチから財さい布ふを抜き取るのがブックの技わざだった。

　柱の陰のシャイアラは、いつも通りつつがなく終えたのを見てこっそり安あん堵どの息をつく。

　ブックは本を閉とじ、回れ右して帰ってくる。シャイアラと合流して、さっさと別の場所へ移い動どうする──はずだった。

　ところが、

「ちょっと待ちな」

　厚あつい手がガッシリとブックの頭を鷲わし摑づかみにした。

「いっ⁉」

　振ふり返れば、そこには鼻を赤くした醜みにくい顔があった。間抜けなはずの、金持ち面が。

　嫌いやな予感がする。けれど、時すでに遅おそし。

　二人は捕つかまってしまったのだから。




「俺の財布を盗ぬすもうたぁ、いい度ど胸きようじゃねぇか」

　腕うでを組むオジサンが、偉えらそうにふんぞり返る。

　シャイアラとブックは、さっと目線を逸そらした。顔の醜さも見てられないし、気まずさからも直視していられない。

　夕食時。二人はロマール下町にある盗賊ギルドの本部にいた。その中にある、面めん倒どうごとを起こした問題児のための狭せまい部屋で、硬かたい椅い子すに座すわらされていた。

「確たしかにギルドに入れば、盗みをやってもいいが、相手は選べって言われなかったか？」

　ブ男のねちっこい声に、シャイアラは悔くやしさで手を握にぎりしめる。隣となりのブックは目を閉じて聞き流していた。

　盗賊ギルド──それは人には言えない仕事を統とう括かつする裏うら組そ織しき。近年目覚しく成長しているロマールの陰で、同じく急きゆう激げきに勢せい力りよくを伸のばしてきた。その実力は、ロマールの裏社会を牛ぎゆう耳じるほどだと言われている。

　シャイアラとブックがこのギルドの会員になったのは、つい数日前のこと。

　それまで根無し草のように好きに流れて生きてきた二人は、とある事じ件けんに巻まき込まれ、見知らぬ者たち──クレスポ、ベルカナ、マロウと共に、やむなく入会することになったのだ。

「それにしても見たことねぇ顔だなぁ。お前たち、本当にギルドの者もんか？」

　顎あごを摑む脂あぶらぎった手を払はらい、シャイアラは怒いかりをこらえる吐と息いきをつく。あぁ気持ち悪い。

「この二人は間ま違ちがいなく私の部下ですよ」

　会話に割わって入ったのは、扉とびらの傍かたわらに立っていた四十がらみの長身の男だった。

「まだ入会して間もないので、お互たがい顔を知らなかっただけです」

「だから俺おれ様さまに手を出すようなことをしたんだな、バーゼルさんよ」

「そうです。頭の足りない部下を持って、私も難なん儀ぎしていますよ」

　芝しば居いがかった口調で言うこの男こそ、シャイアラたちがギルドに入会しなければいけない状じよう況きようを作った張ちよう本ほん人にん、バーゼルである。

　バーゼルの物言いに、二人はむっとしたけれど、何とか文もん句くを吞のみ込んだ。

　ここは黙だまっていた方が賢い。

「ま、今回はアンタの顔に免めんじて水に流しておくさ、バーゼルさんよ」

「感かん謝しやします」

「けどな、お前ら。もう俺様の財布を盗ぬすもうなんざ考えるんじゃねーぞ。このギルド幹かん部ぶの俺様のな」

　オジサンは捨すて台詞ぜりふを残して、部屋から出て行った。

　それを見たシャイアラは、べっと舌したを出す。

「姐さんが感じた『ただならぬ気配』ってのは、幹部だったってことだったんですか？」

「なによー、当てつけに言ってるわけ？」

　ブックのぼやきに、シャイアラが顔をしかめる。

「あーもう、ホントーに面倒くさいわね、ギルドって」

「ギルド幹部に手を出したお前たちが悪いんだろう。ギルドに入っていようがいまいが、窄しぼられるのは一いつ緒しよだ。むしろ、会員だったから許ゆるされた面も多い」

　上司の言葉に、シャイアラは唇くちびるを尖とがらせる。

「大体、幹部のくせにやりやすそうな顔をしてる方が悪いのよ。幹部なら、そう札でも下げておいてもらいたいわ」

「そんな相手に仕事を気け取どられるお前たちが悪い。無む罪ざい放ほう免めんにしてやったんだ、感謝しろ」

　シャイアラとブックはぐっと声を詰つまらせた。それは、決して聞きたくない言葉だった。

　昨日の夜、打ち上げ会で愚ぐ痴ちをこぼしていたのは、この男についてである。急にギルドに入ることになって人生の道を踏ふみ外してしまったのも、低てい報ほう酬しゆうで厄やつ介かいな仕事を押おし付けてくるのも、すべてはこのバーゼルのせい。

　憎にくみこそすれ、感謝などしたくない相手に、借りを作ってしまうとは……

　シャイアラは悔しさと腹はら立だたしさに、唇を嚙かんだ。

「それで、ボクたちはもう帰ってもいいですか？」

　意外と冷静なブックが、そっけなく言う。シャイアラも続いた。

「そーよ、話は済すんだでしょ？　さっきのブ男にはもう仕事しないって誓ちかうわよ」

「それは構かまわんが、その前に一つ話がある」

　席を立とうとする二人を、バーゼルは引き止めた。

「そんなに金に困こまっているなら、一つ仕事を紹しよう介かいしてやろう」

「結けつ構こうよ。アンタが振ふってくれる仕事は、全部報酬が安いから」

「下手なスリでもしないといけないほど、金に困っているんだろう？」

　恩おんを忘わすれるなとちらつかせる物言いに、かちんとくる。けれど、反はん論ろんはできない。

　押し黙だまる二人の様子を承しよう諾だくと受け取ったのだろう、バーゼルが腕うでを組み替かえて二人の前に立った。

「仕事の内ない容ようは荷運びだ。指定の場所で依い頼らい人にんから荷物を受け取り、ここまで運ぶ。ただそれだけの仕事だ。駆かけ出しのお前たちでも十分できるだろう」

　説明を聞く二人の眉み間けんに皺しわが寄よっていく。

　ロマールの外まで行ってこいと言うのか。しかもそんな言い方をするのか。

　……たしかに冒ぼう険けん者しやとして仕事を始めてまだ日は浅いけれども、なんだか腹が立つ。

「荷物は古代王国期の品物で、〝形無き博はく物ぶつ標ひよう本ほん〟と呼よばれるものだ」

　面おも白しろそうな名前に、ブックがピクリと耳を動かした。

　それを目ざとく見つけたシャイアラは、ブーツのつま先でブックを蹴ける。

「報酬は前金五百、後金一千の、合計千五百ガメルだ」

　シャイアラは頭の中でざっと計算する。その額がくなら、大体一月は暮くらせるだろう。

　悪くはない。けれど、そんなことでバーゼルに屈くつしたくはない。

「受け取り先は、貴き族ぞくたちの保ほ養よう地ちで有名なモヤムの町だ」

　すると──

　今度はシャイアラの耳がピクリと動いたのだった。




　　　　２




「あーっ、温おん泉せん楽しみだわ～！」

　街かい道どうをのんびり歩きながら、シャイアラはうーんと伸のびをする。

　見上げる空は見事な快かい晴せい。街道を挟はさむ木々は、若わか葉ばに彩いろどられた美しい緑色。春は訪おとずれたばかりで吹ふき抜ぬける風も心地ここちよく、まさに旅たび日和びよりの気候だった。

　旅の目的地は、ロマールから西へ進んだ森の中の小さな町、モヤム。

　そこは温泉が湧わき、土ど壌じようも豊ゆたかで、水も食べ物も美お味いしい夢ゆめのような土地。また、大陸を横おう断だんする人通りの多い〝自由人たちの街道〟からも離はなれている静かな場所でもある。

　もともとは小さな農村だったけれど、その過すごしやすさから、近年避ひ暑しよや保養のために訪れる町として人気が高まっている。今やモヤムは、富ふ豪ごうの別べつ荘そうや温泉付き高級宿が並ならぶ、立りつ派ぱな行楽地に成長していた。

「温泉でのんびりできる上にお金まで入ってくるんだから、行かなきゃ損そんよねー」

「仕事はしたくないって言ってたじゃないですか」

　隣となりで『温泉地百選』という本を読みながら歩くブックが、ぼそっと呟つぶやく。ブックは器用にも本を読み、荷ロバのロンを引きながら歩いていた。

　二人は旅の時には必ず荷ロバを連れて行く。二人とも力には全く自信がないので、重い荷物を持って長く歩きたくないのだ。

「そりゃまー、バーゼルからの仕事っていう点は気に食わないけれども、行き先が温泉街なら話は別よ。温泉楽しみながら、ちゃんと仕事もするって」

「それなら、情じよう報ほう収しゆう集しゆうも手伝ってくれても良かったじゃないですか」

　ブックが愚痴る。モヤムまでの街道脇わきには、わかりにくくてよく人が落ちる崖がけや、時々コボルトが出入りする巣す穴あながあること、ケーキの美味しい宿の場所まで全て聞き込み調ちよう査さをしたのはブックだった。

「ごめんごめん。荷に造づくりに手間取ってたのよ。次は手伝うからさ」

　シャイアラが上じよう機き嫌げんに言った。その顔はすっかり温泉に浮うかれていた。

　二人は結局バーゼルの仕事を引き受けた。

　その決め手となったのは、報ほう酬しゆうでも仕事の内容でもなく、荷物の引き取り先がモヤムであることだった。シャイアラが「モヤムの温泉と食事を堪たん能のうしたい！」と主しゆ張ちようしたのだ。

「前金に五百ガメルももらったんだから、いい宿に泊とまってのんびりしよう」

　五百ガメルもあれば一週間は遊んで暮らせる。温泉宿の宿やど賃ちんだって十分払はらえるだろう。

「それは構いませんが、仕事も忘れたらいけないですよ、姐ねえさん」

「わかってるって。〈七なな色いろの明みよう星じよう亭てい〉で、ジャックスって人から〝形無き博物標本〟をもらって来ればいいんでしょ」

「その通りです。……〝形無き博物標本〟。どんな魔法の品物マジツクアイテムか、今から手に取る瞬しゆん間かんが楽しみですねぇ」

「アンタこそ、仕事忘れて荷物をいじくりまわしちゃダメよ？」

「わかってますよ」

　ブックは、本はもちろん珍めずらしいものにも目がなかった。好こう奇き心しん旺おう盛せいなのはグラスランナーの性さがだ。

「本で調べましたが、合言葉コマンド・ワードを唱えると、登録されている動植物、鉱こう石せき、土、砂すな──何にでも姿すがたを変える魔ま法ほうのアイテムだそうですよ。つまりは、実物を再さい現げんして見せてくれる博物標本なわけです」

「ふぅーん」

「この魔法の標本を作り出したのは、〝紅あかき賢けん哲てつ〟ローズという人で、多くの学問に通じる賢者だったそうです。彼はその集大成を〝形無き博物標本〟で表したというんですから、本当に楽しみですよ」

「へぇー」

「さすが古代王国の品。五百年以上前の、魔法と学問の黄金時代に作られたアイテムです。あの頃ころの知ち識しきに触ふれられると思うと、じっとしていられませんねぇ」

　目をキラキラ輝かがやかせるブックに、慣なれた調子で流すシャイアラ。

　二人で居いるようになってどれだけ経たつかは覚えていない。けれど、決して短くないその間にブックの扱あつかい方はすっかり身についてしまった。

「それにしても、本当に良かったんですかねぇ？　ボクたち二人だけでやっちゃって」

「いいのよ、そうでもしないと取り分が減へっちゃうし。五人だと、前金なんて百だけよ？」

「たしかに……それだとモヤムでいい宿には泊まれませんねぇ」

「でしょ？　だから二人だけでやっちゃおう。荷物を運ぶだけの簡かん単たんな仕事だし」

「それはそうですが……」

　千五百ガメルの報酬は、実はクレスポたちを含ふくむ五人のために提てい示じされた額がくだった。五人まとめて入会したため、上司バーゼルからは五人で一組と見られてしまっている。

　けれど、実じつ際さいは「これから五人で頑がん張ばりましょう」と誓ちかいを立てあった仲ではない。どういうわけかさまざまな理由で同じ事じ件けんに巻まき込こまれてしまうので、その都度顔を合わせているだけだ。

「別にパーティ組んでるわけじゃないし、いちいち報告する必要もないでしょ。それなら取り分が増ふえるように、二人でやっちゃった方が得ってもんよ」

　それを聞いたブックは、再ふたたび本に視し線せんを落とした。落としながら言う。「そうですね」と。

「それに、あの女好きのクレスポが来たら温おん泉せん入ってるところ覗のぞかれそうで面めん倒どうだし。ベルカナがいれば『仕事中ですから』って言って、いろいろ行動を制限してきそうだし。マロウがいたら何かと気き遣づかってくれそうだけど、『仕事中に飲みすぎだべ～』ってベルカナに加か担たんしてワインを止めてきそうだから……やっぱり気楽ってかんじじゃあないわよね」

　シャイアラは三人の顔を思い出し、ぶつぶつと呟く。

　すると、隣となりのブックがぷっと噴ふき出して笑った。

「ちょっと、なに笑ってるのよ」

「いえ、何でもありませんよ。それより、旅に出るのは久ひさしぶりのような気がします」

「そうねー。ここんとこ、ずっとロマールの街から出てなかったから」

　グラスランナーは人間の二倍の寿じゆ命みようを持つ。エルフに至いたっては、人間の十倍は長く生きる。だから二人は世間一いつ般ぱんの人間よりも時間の流れに鈍どん感かんで、お互たがいが出会ってどれくらい経つのか、ロマールに居ついてどれくらい経つのか、詳しよう細さいには覚えていない。

　けれど、こうして二人でのんびり街道を行く感覚は、久しく忘わすれていたような気がする。

　ロマールを出て三日が経っていた。

　モヤムまでは徒歩で二日で行ける距きよ離りだが、昼まで寝ねないと気がすまないシャイアラに合わせていると、もう三日が経ってしまった。

「あー、歩いてるんだって意識したら、急に足が疲つかれてきた。そう言えば、アタシって疲れやすいんだから長く歩くのは苦手なのよ」

　歩くのも面倒くさい。これぞ、ぐうたらシャイアラの真しん骨こつ頂ちようだった。

「あー、ロンに乗りたい～」

　そう言って荷ロバにもたれるけれど、荷物を背せ負おうロバにはシャイアラが乗る隙すき間まなどありはしない。

　ついにへたり込んでしまうシャイアラ。ブックも一いつ緒しよに足を止める。

「姐ねえさん、いいんですか？　今歩かないと、到とう着ちやくする頃には日が暮くれてしまいますよ？」

「だってー、もう一歩も歩けないわよー」

「日が出ているうちしか、依い頼らい人にんは待ち合わせ場所にはいないと聞いてますけど？」

「わかってるけどさー」

　わがままを言うシャイアラを見て、ブックは丸まる眼鏡めがねをクイクイっと動かした。

「ボクは構かまいませんが……じゃあ今日はモヤムの食堂の昼メニューは食べられませんね」

　シャイアラの耳が、ぴくっと動く。

「モヤムは貴き族ぞく向けのいいレストランが多いですから、ランチには高級デザートがつくと聞きましたが……姐さん、食べたくないですか？」

「食べたいっ」

　猫ねこも驚おどろくほどの即そく答とうだった。

「今から行けば、まだ昼メニュー食べられるの？」

「もちろんですよ。もうこの丘おかを越こえればモヤムの町並みが見えるはずですから」

「よし、行こう」

　さっきのくたびれ具合はどこへやら。シャイアラは兎うさぎのように跳はね起きると、街かい道どうを急いだ。

「ほら、ブック、早く行こう。早く、早く」

「はっ、ただいま」

　二人で居いるようになってどれだけ経たったかは覚えていない。けれど、決して短くないその間に相手の扱あつかい方を覚えたのは、ブックもまた同じだった。




　モヤムの町は新しい。建物も公共施し設せつも大きく綺き麗れいで、きちんと整せい備びされている。ロマールの下町とは大おお違ちがいの風景に、二人は感かん嘆たんの声を上げた。

「へー、綺麗な町ねー」

　シャイアラは一目見て気に入った。その姿すがたを見たブックは「嬉うれしそうですねぇ」と言う。

　大喜びしていることはバレバレだったようだ。

　シャイアラは、咳せき払ばらいをして口元を引き締しめる。

　町に到着したのは、そろそろ空が赤くなるかという頃ころ合あいだった。

　二人は急いで近くのレストランに入ると、ひとまず休きゆう憩けいのために昼メニューのスイーツと飲み物を注文する。さすがは舌したが肥こえた貴族を相手に開いている店で、二人は味には大満足だった。ただ文もん句くをつけたいのは高い値ね段だんである。ロマールの下町の倍以上に、金を取られてしまった。

「町自体の物ぶつ価かが高いんでしょうから、仕方ありませんね」

「うんうん。その分味も良かったから、まあいいとしよう。じゃ、仕事に戻もどろっか」

　目指すは〈七色の明星亭〉。そこに〝形無き博物標本〟を渡わたしてくれるジャックスなる男が待っているはずだ。

　目め抜ぬき通りを歩いていると、虹にじ色いろの星をあしらった看かん板ばんをすぐに見つけることができた。

　その店は、極きよく端たんに高くもなく安くもない普ふ通つうの宿屋兼けん酒場だった。ただ、それでもメニューの値段はロマールより少し高い。

　二人は店内に入った。ここのカウンターの奥おくで赤い帽ぼう子しをかぶって待っている男が、ジャックス。彼の右肩を三回叩たたいて声をかければ、引渡しに応おうじてくれるはずだ。

　ところが、中を見回した二人は首を傾かしげる。カウンターには誰だれも座すわっていないのだ。

　念のためテーブル席も見てみるが、一人で座る白髪しらが男おとこと、仲良く話している男女のペアしか見当たらない。

「あれ？　カウンターに誰もいないじゃない。まだ日もあるから、待ってるはずなのに」

「あ、でも見てください。奥のカウンターのテーブルに赤い帽子が置いてありますよ」

「じゃあ、待ってれば戻ってくるかな？」

　二人は奥へ向かって歩き出した。

　すると、食事を終えた男女が店を出ようと歩いてくる。すれ違う時、シャイアラと男の肩がどんっとぶつかった。

「これは失礼しました」

「いえいえ、気をつけて」

　カップルは頭を下げて出て行く。シャイアラとブックも、何もなかったように赤い帽子の置かれたカウンターに座った。

「……うわー。詰つまってるわー」

　席に着いたシャイアラが取り出したのは、黒くろ革かわの財さい布ふだった。中にはぎっしりとガメル銀貨が詰まっている。

「さっき？」と、ブックが目で訊きく。シャイアラはニヤリと笑って頷うなずいた。

「さっきのスイーツで思った以上にお金を取られたからねー」

　そう言って、鼻歌交じりにまた財布をしまった──その時、

　とん、とん、とん。

　と、シャイアラの右肩が三度叩かれた。

　唐とう突とつのことに驚おどろいて振ふり返る。ブックもまた。

　そこに立っていたのは、お弁べん当とうなどを入れるふたつきバスケットを大事そうに抱かかえる老ろう爺やだった。

　人間で、歳としは七十半ばといったところだろうか。ひどく腰こしが曲がっていて、押おせば倒たおれそうな頼たよりなさだ。服ふく装そうは、華か美びではないが上じよう質しつなものを着ている。その身なりの良さと、腕うでの中の大きなバスケットがずいぶん不ふ釣つり合あいだ。

「……何かご用ようですか？」

　訝いぶかしげに問うシャイアラに、老爺は声を潜ひそめて返す。「お手て並なみ拝はい見けんいたしました。ロマールからお越こしになった、盗とう賊ぞくの方とお見受けいたします」

　二人はハッと息を吞のんだ。彼が依い頼らい主ぬしだろうか。シャイアラは名前を訊ねた。

「タナー・Ｊ・デスアと」

「Ｊ？」

「ジャックスです」

　やっぱり……。

　二人は目を交かわして頷いた。

「ここでは何ですので……」

　タナー・ジャックスがバスケットを抱えたまま、外へ出ようとする。シャイアラとブックも、後に続いた。

　その時、ブックはちらりとカウンターテーブルを見る。

　そこには赤い帽子が置かれたままであった。




「あぁ、よかった。ようやくローズさまをお渡しすることができまする」

　店から少し離はなれた路ろ地じ裏うらで、タナー・ジャックスは目め頭がしらを押さえた。もう一方の手は、未いまだにしっかりとバスケットを抱えている。

　その様子を見たシャイアラは、顔をしかめる。そして、こっそりとブックに訊いた。

「ねぇ……なんか、様子がおかしくない？　ローズって誰よ？」

「〝形無き博物標本〟を作った古代王国期の賢けん者じやですよ」

「なるほど、それでローズさまか。……でも、何かわけありっぽいわね」

「何かいわく付きなんですかね？」

「げっ。そんな話聞いてないんだけど」

「アイテム自体に危き険けんはない。アイテムを狙ねらっている敵てきもいないと聞いていますが……呪のろいの類たぐいについては聞いていませんねぇ」

「やめてよー。まさかアタシたち、毒どく味みにされちゃったわけ？」

「とにかく！」

　タナー・ジャックス氏が涙なみだながらに唸うなる。

「わたくしめは大役を終えられて本ほん望もうにございます。後はどうか、どうかローズさまをお願いいたします」

　最初に声をかけてきた時とはずいぶん雰ふん囲い気きが違ちがうように思うが、気にしないことにした。そもそもアイテムを「さま」付けで呼よぶあたり、あまり深く関かかわりたい相手ではない。それに、依頼人のプライベートに干かん渉しようするのも気が引ける。

「ローズさまはこの中に入っております。見ての通り、ずいぶん小さくなってしまいました」

　そう言ってバスケットの底をなでる。ふたが閉しまっていて中身が見えないのが不気味だ。

　薄うすら寒さを感じたシャイアラとブックは、やはり小声で囁ささやきあう。

「小さくなるって何？」

「〝形無き博物標本〟は形を変えるアイテムですから。今は本来よりも小さな形になってるってことじゃないですかね？」

「何か気持ち悪いアイテムね。変なものになってなきゃいいけれども……」

　けれど、たとえダイヤモンドの形になっていようと、ナマコの形になっていようと、依頼の品なら運ばなければならない。

　シャイアラは覚かく悟ごを決めた。

「わかりました。ちゃんとアタシたちでロマールまで運びます。安心してください」

　シャイアラはなるべく平静を装よそおって、右手を差し出すが、

「そんな、片かた手てで持つだなんて！　中身は唯ゆい一いつ無む二にのローズさまなんですよ！」

　と怒おこられたので、しぶしぶと両手を出した。すると、やっとバスケットを渡わたしてくれた。

　やっと受け取ったバスケットだが……予想以上に重かった。

「んぐっ」

　思わず地面に落としてしまいそうになるけれど、そこはふんばって耐たえた。依頼人の前でそれだけは絶ぜつ対たいにできない。

　と、その時。シャイアラはバスケットの中身がごそっと動くのを感じた。

　見えない中身はどうやら何かの生物に姿すがたを変えているらしい。どうせなら、元の姿のままで渡してくれればいいのにと思うが、持ち運びできない大きさなのかもしれないし、文もん句くは言えなかった。

「それでは、くれぐれもよろしくお願いいたします」

「わかりました」

　ブックが会え釈しやくする横で、シャイアラは謎なぞの中身が気になって仕方なかった。薄気味悪いけれど、だからこそ見てみたい気もする。胸むねの奥おくで渦うず巻まく好こう奇き心しんが、心しん拍ぱく数すうを上げ続けた。

　ちょっとだけ……

　シャイアラは、そっとバスケットのふたを持ち上げた。

　すると、中身が見えた。

　そして、それを見たシャイアラは──……カチンと固まった。

「では、わたくしは未いまだ危き機きの渦か中ちゆうであるお屋や敷しきへ急ぎ戻もどらせていただきます」

　タナー・ジャックスが慇いん懃ぎんに挨あい拶さつし、そばに繫つないであった馬の手た綱づなを取った。

　ずいぶん頼たよりないなりだけれども、案外慣なれた手つきで馬を操あやつり、彼は去っていった。

「……行ってしまいましたねぇ。それじゃあ、宿でも探さがしに行きますか」

　見送ったブックがシャイアラを振ふり返る。

　そこには、硬こう直ちよくしたまま動かないシャイアラがいた。

「……姐ねえさん？　どうしたんですか？」

「……ぁかみ……」

「はい？」

「……な、なかみ。中身が……」

　こんなに真っ青なシャイアラを見るのは、ブックも初めてだった。

　彼女をここまでさせた中身とは、何なのか。やはり好奇心に弱いブックは、そっとバスケットの中身を覗のぞきこむ。

「ああ……これは……」

　フレームだけの丸まる眼鏡めがねをクイクイっと動かし、ブックは言った。

「赤ん坊ぼうですねぇ」

　バスケットの中には、親指をくわえてすやすやと眠ねむる人間の赤ん坊が入っていた。




　　　　３




「絶対アタシに近づけないで！　アタシから三歩以内の距きよ離りに入れたら許ゆるさないから！」

「そうは言っても、これが運ぶ荷物なわけですから、ちゃんと面めん倒どうは見ないと……」

「じゃあブックが面倒見ればいいじゃない」

「なんでそんなに嫌いやがるんですか？」

「理由なんて何でもいいでしょ！　とにかく、アタシは、ぜーったい、イヤ！」

　そう言われたブックは、困こまった顔でその荷物をそっとベッドの上に置いた。

　ボールのように丸い顔。プリンのように柔やわらかいほっぺた。冗じよう談だんのように小さい手足。

「あうー」

　シャイアラたちが受け取ったものが、満面の笑えみで機嫌よく喋しやべった。まだ言葉にならない声で。

　見ているだけで和なごんでしまいそうになる、まさに天使のような赤ん坊だった。

「ひーっ」

　ところが和めないシャイアラは、それを見て鳥とり肌はだを浮うき立たせた。壁かべにぶつかるまで後こう退たいし、そばのチェストにすがりつく。

　ブックは口をへの字に曲げた。さすがにこれ以上強要するのは無理だと諦あきらめたようだ。

　二人は今、シャイアラ好みで財さい布ふとの折り合いもつく、そこそこいい宿の一室にいた。

　久ひさ々びさに柔らかいベッドでくつろげるかと思いきや、予想外の荷物を受け取ってしまったためそうはいかなかった。

「絶対近づけないでね。ソレをアタシのベッドの上に乗せたら承しよう知ちしないんだから！」

「わかっていますってば。だからボクのベッドの上に置いているじゃないですか」

　問題のソレは、妖よう精せい二人の話など知らず、きょとんと大きな目を瞬しばたたかせている。まだ薄うすく柔らかい髪かみも、ぱちぱちと瞬まばたく瞳ひとみも、黄こ金がね色いろをした実にかわいらしい赤ん坊だ。

　バスケットに入れられていた時のままなのだが、大人ものの半そでシャツに、おしめをつけるという、妙みような格かつ好こうをしている。けれど、長すぎるシャツの裾すそに困こまって首を傾かしげている姿すがたは、かわいらしいとも言えなくはない。

「冗談じゃないわ」

　赤ん坊から警けい戒かいの目を離さず、かに歩きで自分のベッドにたどり着く。今夜を共にする枕まくらを抱だきしめて、何とか平静を保たもつシャイアラだった。

「姐さんがこんなに赤ん坊が苦手だなんて知りませんでしたよ。よりによって〈形無き博物標本〉が姐さんの苦手なものの形をしてるだなんて……ついていませんねぇ」

「そーよ。合言葉コマンド・ワードを唱えれば、形を変えるアイテムなんじゃない。それじゃあ何か別の形に変えてよ。ソレじゃなかったら何でもいいから。それこそネズミでも、カエルでも！」

「そうできたらいいんですが、あいにく合言葉はわからないんですよ」

「そこをどうにかしなさいよ！」

「そんなこと言われましても……古代語魔ま法ほう使いのベルカナさんなら何かわかったかもしれませんが……」

　今まで三度、共に仕事をしたことがある少女、ベルカナ・ライザナーザは古代王国期に栄えた魔法の心得があった。彼女なら魔法の品物マジツクアイテムについてもっと詳くわしいかもしれない。

　けれど、そう言ったところで、今は彼女の姿はない。

「逆ぎやくに言えば、コレはどこまでいってもアイテムでしかありませんよ。そんなに気にしなくてもいいじゃないですか」

「ヤダ。たとえアイテムでも、その姿をしてるなら触さわりたくない」

　シャイアラは口を曲げながら、じっと問題のソレを凝ぎよう視しする。そして意い識しきを集中し、周囲で働く精せい霊れい力りよくに注意を傾かたむける。

　シャイアラは精霊使いシヤーマンだ。あらゆる自然物に宿る精霊の力を感じ取ることができる。その〝精霊力感知センス・オーラ〟を使って、ソレに働く精霊力を調べてみたのだ。

　すると、どういうことだろう。赤ん坊の姿をしているアイテムから、たしかに名も無き生命の精霊の力が感じられた。つまり、ソレは生きているということだ。

「……ねぇ、アイテムなのに精霊って宿るものなの？　コレ、まさか本物じゃないの？」

「そんなはずないですよ。〝紅あかき賢けん哲てつ〟ローズが作った標本だから、もしかすると精霊力まで再さい現げんしているのかもしれませんよ？」

「そんなことはないと思うけど……どっちにしても、アタシたちにはわからないのね」

　シャイアラは困こまって頭をかく。

「とにかく、ロマールにたどり着くまではこの姿を変えられません。それなら、ちゃんと赤ん坊ぼうの扱あつかいを勉強しなければいけませんねぇ」

　そう言ってブックはかばんから『育児入門』という本を取り出した。どうすればそう都合よく必要な本が取り出せるのかは知らないが、とにかくパラパラとページをめくり出す。

「そんな分ぶ厚あつい本をわざわざ読まなくてもいいでしょ？　どうせ相手はアイテムなんだから、適てき当とうに運べばいいんじゃないの？」

「そんなのわかりませんよ。もしこの赤ん坊が階かい段だんから落ちて怪け我がでもして、それが原げん因いんで壊こわれてしまったらどうするんです？」

　一度本を開いたら、そう簡かん単たんには閉とじないのがブックだ。早くも紙面の文字を目で追い始めている。

　こうなってしまってはしばらく口も利きいてくれない。シャイアラは枕を抱いたまま、ごろりとベッドで横になった。もちろん、アレが目に入らないよう、壁の方を向いて。

「あー、あー」

　背はい後ごからアレの声が聞こえてくる。シュルシュルと小気味良い衣きぬ擦ずれの音もまた。

　何の音だろうと、不思議に思ったが、すぐに思い当たった。きっと、はいはいする音だ。

　人間の赤ん坊がどれほどの早さで成長するのかは知らないが、もしエルフと同じなら、あの大きさだとそろそろはいはいで動き回ってもおかしくないだろう。

　シャイアラは頭の中で嫌いや々いやながらもアレの姿を再現させて、そう思った。

　ん？　じゃあ、もしかして、今のまま放ほうっておくのは危あぶないんじゃないの？

　恐おそる恐る、振ふり返ってみると……

「あーうー」

　上じよう機き嫌げんにはいはいしていたソレは、今まさにベッドの端はしから落ちんとしていた。

「きゃーっ‼」

　とっさに飛び出したシャイアラは、赤ん坊が床ゆかに落ちる前に受け止める。

　腕うでの中に、ふにっと独どく特とくの柔やわらかい感触が広がった。それは、古く、苦い思い出を一気に再さい現げんさせ──

「っ‼」

　反はん射しや的に赤ん坊を突つき放してしまった。

　床の上を、赤ん坊が転がる。赤ん坊は、しばらく自分の身に何が起こったかを理り解かいできずに目を瞬しばたたかせていたが、すぐに火がついたように泣き出した。

「びええぇぇぇーっ」

　さすがの事じ態たいに、ブックも本から顔を上げて二人のもとへ駆かけ寄よる。

　そんなブックに、シャイアラは髪かみを逆さか立だてた。

「ちょっと、ちゃんと面めん倒どう見なさいよ！　階段から落ちたら大変だって言ったのは、アンタじゃないのよ！」

「す、すいません。つい本に夢む中ちゆうになってしまっていました」

「もう首も据すわってるし、このくらいになれば、はいはいで動き回るのよ。ちゃんと見てなきゃダメじゃない！」

　大泣きする赤ん坊を抱だき上げながら、ブックは目を瞬かせた。

「姐ねえさん、赤ん坊に詳しいじゃないですか。ボクが面倒見るより、姐さんが見た方がいいんじゃないですか？」

「イヤだって言ってるでしょ。ちょうど『育児入門』があったんだから、いいじゃない」

　言い捨すてて、今度こそ関かん与よしないという意思表ひよう示じに、ブックに背せを向けて寝ね転ころがった。

　未だに赤ん坊はわんわんと泣いている。困ったブックは、ひとまず上下に振ってあやしているようだが、うまくいっていない。

「マロウさんなら、うまくあやしてくれそうなんですけどねぇ」

　マロウは田舎いなか育ちの純じゆん朴ぼく青年だ。子供は大好きだと言っていたような気もするし、たしかに赤ん坊の扱いには慣なれていそうだ。

　けれど。

「そんなこと言ったって、ここにはマロウはいないわよ。その本読んで、あやし方の勉強すれば？」

「……そうしましょう。ふむふむ。〝どうやっても泣き止やまないようならしばらく放っておいて、泣く体力がなくなるのを待つのも手です〟か……」

　ブックが読み上げた一文に、シャイアラが振り返る。

「その本。あんまりいい本じゃないわね」

　赤ん坊には、まだまだ泣き止みそうな気配はなかった。




　宿に付いていた温おん泉せんには、赤ん坊も連れて三人で入ることにした。姿すがたはどうあれ、大事な依い頼らいの品物である。警けい戒かいするに越こしたことはない。

「へぇー。いい温泉じゃないのー」

　汚よごれた服を抱えるシャイアラが呟つぶやいた。旅で出た洗せん濯たく物ものを、体のついでに洗あらってしまおうと持ってきたのだけれど、これだけ広くて綺き麗れいだと、ちょっと気が引けてしまう。

「さすがは温泉宿。のんびり羽を伸のばしますか」

　隣となりで赤ん坊ぼうを抱くブックが頷うなずく。

　二人は一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ることに特にこだわりを持っていなかった。シャイアラは背せ中なかを流してもらえることを得に思っているし、相手がブックなら見られたところで何とも思わない。ブックはブックで、別べつ段だん異い性せいに興きよう味みがないから、何とも思わなかった。

　運良く他の利用客はおらず、広い浴場は貸かし切り状じよう態たいだった。

「きゃっきゃっきゃ」

　さっきまで窓まどを割わる勢いきおいで泣いていた赤ん坊は、今はずいぶんご機嫌だった。ブックの腕の中から、湯気でけぶる浴よく槽そうへ一生懸けん命めい手を伸ばしている。

　ちなみに、泣き止ませるためにブックがどれだけ手を尽つくしたか。その間、シャイアラが何度隣部屋の客人に頭を下げたかは、みなまで語るまい。

　二人はげっそりした様子で赤ん坊を見た。

「この子は男だったんですねぇ。合言葉コマンド・ワード次し第だいでは、女にもなるんでしょうか？」

「そりゃそうでしょ。作ったからには男女両方ないと、おかしいわよ」

　それだけ言って、早さつ速そく温泉に浸つかる。洗濯物は、ブックの傍そばに放ほうっておく。

　ブックは洗い場の石いし畳だたみに胡坐あぐらをかき、その膝ひざに赤ん坊を乗せた。

「それにしても、赤ん坊って重いですねぇ」

　グラスランナーは元来たいして筋きん力りよくのつかない種族だ。せいぜい人間の子供程てい度どの力しかない。それはエルフも同じで、ブックもシャイアラも人間に比くらべてはるかに非ひ力りきだった。

　赤ん坊とは言え、両手で抱かかえなければならない大きさをしているし、旅の荷物と同じくらい重さがある。ずっと抱いて歩くのも、一苦労だ。

「ソレ抱いてると、結けつ構こう肩かたとか凝こるでしょ？　だから絶ぜつ対たい抱きたくないわ」

　そんな会話などわからない赤ん坊は、無む邪じや気きにブックの周りを危あぶなっかしい調子ではいまわっていた。

　石畳は滑すべるのにと、見ているシャイアラは落ち着かない。

　そんな気持ちを知らないブックは、ガッシリ赤ん坊を摑つかまえると、また膝の上に乗せた。少し冷ましたお湯に浸ひたした布ぬので、丁てい寧ねいにぬぐってやる。
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　それが気持ちいいのか、赤ん坊は「あー」と声を出した。

　と、その時。

　ブックの手が滑って、赤ん坊の頭がブックの膝に落ちた。

「あっ‼」

　声を上げたのはシャイアラだった。

「きゃっきゃっきゃ」

　何な故ぜかその衝しよう撃げきを喜んでいる赤ん坊を見て、二人はホッと胸むねをなでおろす。まったく危なっかしい。

「もー。ソレは大事なものなんだから、もっと丁重に扱あつかいなさいよ。ちゃんと頭に手を添そえておくっ。でないとソレの体のバランスが崩くずれて手からすべり落ちるんだから」

「はっ。わかりました」

　そして続ける。「そこまでわかってるなら、姐ねえさんがすればいいじゃないですか」と。

「だからイヤだって言ってるでしょ」

「……そうでした」

　納なつ得とくいかない顔をしながらも、ブックは作業に戻もどった。

　シャイアラは今度こそ、向こうを見ないようにと背を向けたが──

「おっと」

　と、ブックが少しでも声を発したなら、気になって振ふり返ってしまうのだった。

　あー、落ち着かない。

　せっかくの温泉なのに少しものんびりできないシャイアラは、諦あきらめて湯から出た。

　ブックたちから少し離はなれた洗い場に座すわり、体の汚れをこすり始める。ここ数日の旅の汚れは、恥はずかしくなるほどポロポロ落ちた。

「そうそう。姐さん、ボクがコレの面めん倒どう見るので、洗せん濯たく物ものはお願いしますね」

「あ、うん。わかった」

　そういえば、洗濯するなんて久ひさしぶりだなー。今までは全部ブックに任まかせてたし。

　そう思いながら、体をこすっている布を背中に回す。その時に、シャイアラは気付いた。

　自分で背中を洗あらうのも、ひどく久しぶりなことに。

　隣では、ブックが赤ん坊相手に悪戦苦く闘とう中ちゆうだった。

　そしてやっと体全部をぬぐい終わり、満足げに抱だき上げれば、おしっこをひっかけられていた。




「ローズ。さ、口を開けるのです」

　ブックが差し出したスプーンを見て、赤ん坊は心得たようにぱっくり口を開けた。

　スプーンで野菜スープを口に入れてやると、赤ん坊はまぐまぐと口を動かした。

　アイテムのくせにご飯を食べるとは、なかなか贅ぜい沢たくな奴やつである。

「何よ、その呼よび方」

　ベビーチェアに座る赤ん坊と、ソレに付きっ切りでご飯を与あたえるブック。その二人の正面に座るシャイアラが、お行ぎよう儀ぎ悪く食しよく卓たくに肘ひじをついて訊たずねた。

　ブックは平然とした顔で答える。

「名前ですよ。いつまでも『赤ん坊ぼう』とか『ソレ』ではかわいそうなんで」

「でも、相手は博物標本よ？」

「ですが、依い頼らい主ぬしも『ローズ』と呼んでいたじゃないですか。それに、まるっきり赤ちゃんと同じ扱いをしていれば、まさか誰だれも依頼で運んでいる魔法の品物マジツクアイテムとは思いませんよ」

　たしかにそうだろう。代わりに、グラスランナーとエルフが人間の赤ん坊を連れているという、非ひ常じように珍めずらしい一行に見えてしまうが。

　今だって、宿の食堂中の客の視し線せんを集めていた。夕食時で、すごい数の人がいるのに、誰もが一度はチラリとこちらを見る。

　シャイアラは居いづらくて、お尻しりをもぞもぞ動かした。

「明日はどれくらいに出発しようか」

「そうですねぇ……」

　答えかけたブックだが、赤ん坊──ローズが口元を汚よごしたので、慌あわててそれをふき取った。そして、その間にシャイアラの質しつ問もんを忘わすれてしまったらしく、またスープをすくう。

「……ちょっと、アタシの話、聞いてるの？」

「聞いていますよ。そう、明日の出発ですが、普ふ通つうに朝起きてご飯を食べて出ればいいんじゃないですかねぇ」

「でも、それじゃあ昼まで寝ねられないじゃないの」

「朝に出ればロマールまで二日で着きます。昼に出れば、三日かかりますよ。ボクは別に構かまいませんが、姐さんは三日間ローズと一いつ緒しよでいいんですか？」

　ローズにスープを与えながら言うブックに、シャイアラは口を尖とがらせた。

「……わかったわよ」

　腹はらいせに、ワインを一気に飲み干ほそうとするが、グラスの中には一滴てきのワインも残っていなかった。いつもならブックが注ついでくれるところだけれども、あいにく彼はローズにかかりきりだ。

　仕方なく、自分でワインを注ぐ。それを一口含ふくんでから、大好きな青野菜のサラダを食べようとして、取り分け用のトングを手に取った。

　けれど、その行こう為いに何かしっくりとこないものがある。

　それはきっと、いつもはブックが取り分けてくれるからだ。

　チラリとブックの様子を窺うかがう。自分の食事も後回しにして、ひたすらスープを与える作業に没ぼつ頭とうするブック。

　シャイアラは知っている。あのブックの表ひよう情じようは、楽しんでいる時のものだと。

　きっと、初めて赤ん坊の相手をするのが面おも白しろいのだろう。グラスランナーは気に入ったものにはとことん情熱をかける。今、その矛ほこ先さきがローズに向いているのだ。

　ローズは嬉うれしそうにスープをすすっている。最初から人見知りをしないおとなしい子こ供どもだけれども、それにしても愛あい想そが良よ過すぎはしないか。

「ねぇ、ブック。サラダ取り分けてよ」

「ボクはローズの面倒を見ているんですから、自分でしてください」

　困こまった顔のブックから、シャイアラは顔を背そむけた。

　何か心の奥おくでモヤモヤと形にならない不ふ快かいなものが渦うず巻まいている。

　まさか、自分は赤ん坊に嫉しつ妬としているのだろうか。

　そんなはずはない。そんなことをする権けん利りなんてないのだから。

　ブックは所有物ではない。

　ついでに言うと、「今日からパーティを組みましょう」と誓ちかい合った仲でもなかった。

　ただ、ずっと一緒に旅をしてきただけで──
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　モヤムの町に訪おとずれた夜の中を、黒くろ装しよう束ぞくを着た男が走っていた。

　茂しげみから飛び出し、滑すべるように高級宿の壁かべに張はり付く。少しの音も立てないで。

　夜空には赤い満月がぽっかりと浮ういていた。その光を浴びる町まち並なみは、いまやすっかり眠ねむりについている。虫の音さえ聞こえない、静かな夜だった。

　けれど。ついさっきまではそうでもなかった。

　この宿の二階の一室から、ずっと赤ん坊の泣き声が響ひびいていたのである。

　男が目指すのは、そこだった。

　裏うら庭にわへまわり、背の低い倉庫の屋根に懸けん垂すいの要よう領りようで上る。そこから音もなく跳ちよう躍やくし、今度は宿の屋根に移うつる。

　ギッ……と、建物がわずかにきしんだ。

　それは一いつ瞬しゆんのことだったけれど、男は舌した打うちした──が、すぐに平常心を取り戻もどす。慌てずあせらず、しばらくの時間をそこで過ごす。屋根に耳を当て、中の気配を探さぐり、大だい丈じよう夫ぶだと判はん断だんしたらまた動き出す。

　男は、目的の客室の窓まどに近づいた。屋根から上半身を下ろし、窓の調子を確たしかめる。窓には鍵かぎがかかっていた。

　屋根から落ちないよう体たい勢せいを整えると、ベルトポーチから取り出した針はり金がねを、そっと鍵かぎ穴あなに差し込こむ。それをしばらく動かしているうちに、カチリと錠じようが外れる音が聞こえた。

　男はニタリと笑う。すぐに手をかけ、窓を開けようとするが──嫌いやな予感がして、それをやめる。ざっと調べてみると、中には窓を開けると作動する鳴なる子この罠わながかけられているようだった。

　今度はその罠の取り外しにかかる。その作業もすぐにつつがなく終えることができた。

　後は中に入るだけ。中に入って、仕事を終わらせるだけだ。

　慎しん重ちように窓を開き、滑るように侵しん入にゆうする。月明かりのおかげで中はよく見えた。

　そこには二つのベッドがあった。その内、毛もう布ふの下に二つのふくらみがある方へ近づく。そのふくらみの小ささを見て、男は思った。この中にはグラスランナーと赤子が眠っているはずだと。

　右手に小剣シヨートソードを構え、左手は毛布に添そえる。そして、それを一気に捲めくる──！

「っ⁉」

　ところが、中身は分ぶ厚あつい本が積み重なっているだけだった。

　これはフェイクだと、頭が理り解かいしたその瞬間──

　ビュッと、傍かたわらに何かが突つき出された。

　既すんでのところで気付いた男は、身を反らして不意打ちの一いち撃げきをかわす。

　振ふり返れば、そこには鎚矛メイスを握にぎるグラスランナーが立っていた。

　相手は攻こう撃げきを避よけられたことにもひるまず、尚なおも素す早ばやい動きで攻撃を繰くり出してきた。今度は避けられない。鎚矛の一撃は、男のわき腹ばらを強打した。

「ぐぅっ」

「精せい神しんの精せい霊れいよ、アイツの頭をしびれさせて！」

　続いて、もう一方のベッドの陰かげから、女エルフの声が飛んだ。同時に、男の思考は分厚いモヤがかかったかのように鈍にぶる──が、何とか耐たえて窓まど枠わくに足をかける。

　ばれてしまったなら──暗殺計画が失敗したなら──もう長なが居いは無用だ。




「抵てい抗こうされた！　逃にげるわ！」

　シャイアラが鋭するどく叫さけぶ。相手の思考を鈍らせる精霊魔法〝惑いデストラクシヨン〟の効こう果かを発はつ揮きさせられなかったことに、舌打ちしながら。

　ブックはすでに動き出していた。窓枠に足をかける侵入者に追い討うちをかけるべく、ふたたび鎚矛メイスを振り上げる。

　しかし、相手は俊しゆん敏びんにその攻撃をかわした。そして、反撃に出ることなく、窓にひらりと飛び乗った。

　そのまま、無言で窓から飛び降おりる。ここは二階だったが、何のためらいもなかった。

「待てっ！」

　ブックが窓まど縁べりに手をかけるが、すでに闇やみ夜よの刺し客かくは地面に降り立っていた。少しもふらつかない見事な着地を決め、行方ゆくえをくらまそうと走り出す。

　横でシャイアラも窓から身を乗り出すが、襲しゆう撃げき者しやの背せ中なかを見送るだけに終わった。精霊使いシヤーマンであるシャイアラは、精霊の力を借りて温度差で輪りん郭かくを認にん識しきする〝赤外視インフラビジヨン〟を使い、ブックよりもずっとよい視し界かいで相手の背中を捕ほ捉そくできたけれども、敵てきを足止めする手立てはなかった。

「……逃がしちゃったか」

　シャイアラとブックが苦い顔を見合わせた。そして振り返る。そこにあるのは、タナー・ジャックスからもらった大きなバスケットだ。

　ブックがそのふたを開けて覗のぞき込む。中には、口を開けてスースー眠るローズがいた。

「……大丈夫です。寝ねてます」

「良かった……。またさっきみたいにわんわん泣かれたらたまらないわ」

　二人がローズを寝かしつけたのは、ついさっきのこと。それまで夜泣きのせいで寝るに寝られないでいたのだ。そしてやっと眠ねむってくれたかと思えば、この襲撃である。

　二人はげっそりした顔つきで、深いため息をついた。

「話が違ちがうわ。〝形無き博物標本〟を狙ねらっている敵はいないんじゃなかったの？」

「そう聞いていましたけどねぇ。……あのバーゼルですから、もしかして噓をついたのかもしれません」

「せめて情じよう報ほうくらいは正せい確かくに流して欲ほしいもんだわ。まったく、ロマールの盗とう賊ぞくギルドなんて大したことないんだから」

　大だいそれた愚ぐ痴ちをこぼすシャイアラ。自分以外のギルドの誰かが聞いていたなら、タダではすまないなと、ブックは思った。

「それにしても、念のために設せつ置ちしておいた鳴子、ちっとも役に立たなかったわね」

「相手がボクたちよりも上うわ手てってことですよ」

　と言っても、二人の盗賊技ぎ術じゆつは、できなくはないという程てい度どでしかないのだけれど。

「相手が間ま抜ぬけで助かったわ。でないと、寝首かかれてたわね」

　二人が襲撃に備そなえられたのは、ブックが不自然な屋根のきしみに目を覚ましたからだった。相手がポカをしなければ……想そう像ぞうしただけでも冷や汗あせが流れる。

　敵はいないと事前に聞いていたので、念のための罠わなだけ仕し掛かけてすっかり眠ってしまっていた。

　好色で貧ひん弱じやくなクレスポ少年がいたなら、あるいは大だい丈じよう夫ぶだったかもしれない。彼はあれでも盗賊技術にはなかなかの心得があるから、そう簡かん単たんに見み破やぶられないもっと上手な罠が仕掛けられただろう。

　しかし、そんなことは考えても仕方がない。クレスポはここにはいないのだから。

　ブックがまた窓まどの外を見た。風の具合や星の位置を確認する。

「敵はもういないようですね。夜明けまではまだ少し時間がありそうです」

「……早めに出発する？」

「その方がいいでしょう。だからと言って、誰も歩いていない街かい道どうを行くのも危き険けんです。きっと早朝に旅商人たちが出発するでしょうから、それについていくようにしましょう」

「わかったわ。じゃあ、もうちょっとは寝られるのね」

「はい。今こん晩ばん中じゆうにもう一度襲撃してくるとは思えませんが、念のため、ボクは罠を仕掛け直して起きてるようにします。姐ねえさんは明日ちゃんと歩けるよう、しっかり寝てください」

「……うん」

　気き遣づかいに甘あまえて、シャイアラはベッドに潜もぐり込んだ。枕まくらを抱だきしめて、眠れるように興こう奮ふんした頭をなだめる。

　眠ろうとするシャイアラの周囲では、ごそごそとブックが動き回る気配がする。

　そっと薄うす目めを開けてみると、そこには大きなバスケットのふたを開けるブックがいた。

　そして、ゆっくりと起こさないようにローズを取り出す。その嬉うれしそうな笑え顔がおは、シャイアラでもあんまり見たことのないものだった。




　夜が明けた。

　二人は朝もやけぶるモヤムの町を早々に後にする。

　ブックが踏ふんだ通り、同じ時間に出る旅商人は多かった。また、ちょっとした仕入れのために隣となり町まちまで足を延のばす地元の人の姿すがたも見られる。

　馬車や馬、リュックなど、さまざまな手しゆ段だんで売り物を運ぶ彼ら。その中に紛まぎれて、シャイアラたちはいつもと同じように荷を背負わせた荷ロバのロンを引いて、森に囲まれる街道を歩いていた。

　ローズの運び方は──いろいろ迷まよったあげく──布ぬの紐ひもを購こう入にゆうしてブックの体に縛しばり付けておくことにした。ロバの上に乗せておくのは心配だし、バスケットに入れて運ぶにはシャイアラたちの筋きん力りよくが足りなかった。

　気を張はり詰つめての旅はすぐに疲ひ労ろうしてしまう。特にブックはずっとローズを抱いたままなので、辛つらそうだった。本当なら、時々代わってあげるべきだけれども、シャイアラはどうしても赤ん坊の肌に触さわりたくなかった。

　息も荒あらく歩き続けるブックの顔を、胸むな元もとに縛り付けられているローズは不思議そうに見上げている。ブックは、そんな黄こ金がね色の瞳ひとみを見て、小さく笑っていた。

　二人の歩みはだんだん、他の商人たちの足についていけなくなってきた。

　商人たちの中には、鮮せん度どが命の野菜を積んでいる者もいる。売り場まで急ぐのは道理だった。

　最初はそれについていこうと必死だったが、ロバと非ひ力りきな二人の足では、とてもとてもついていけない。

　それでも昼前には隣町に到とう着ちやくした。往おう路ろではこの宿場でも一泊ぱくしたが、今は少しでも早くロマールへ向かうのが吉きちだろう。今から出れば、夕方には次の村に着く。

　そう考えた二人は、わずかな休きゆう憩けいを取って、また歩き出した。

「人、減へったわね」

　歩き出してしばらくした頃ころ、荷ロバのロンを引くシャイアラがぼやいた。

　細い街道の人通りはもともと多くはなかったが、町を過すぎてからさらに減った。

「きっと、商人たちはあの町までしか行かないのでしょう」

　玉の汗あせを浮うかべるブックが、そう推すい測そくした。

　そんな彼の胸元のローズはスヤスヤと寝ね息いきを立てている。長い歩き旅に、何度かぐずることもあったけれど、ブックがだましだましにあやしてきた。さすがに付き合いも一夜を過ぎれば、扱あつかいに慣なれてきたようだ。

　そうして日が徐じよ々じよに暮くれていく。

　シャイアラとブックはまだ街道を歩いていた。

　空が朱しゆ色いろに染そまり始めた頃。隣を歩くブックがピタリと足を止めた。

「ブック？」

　シャイアラもそれにならう。ブックは大げさに、息を荒らげていて、ちょっと休憩したいというような様子だったが……シャイアラはその様子に首を傾かしげた。ブックが本や知ち識しきに関すること以外でわがままを言うことは滅めつ多たにないのに、どういうことだろうか。

「姐さん、注意してください」

　荒い息をつく振ふりをしながら、ブックが小声でささやいた。

「え？」

「前の茂しげみから、殺気を感じます」

　ブックの言葉を聞いて、シャイアラは何気ない振りを装よそおいながら前方を見る。〝精霊力感知センス・オーラ〟でじっとそこを注意してみると、たしかに草くさ陰かげに隠かくれる生命の気配が三つ感じられた。

「どうする？」

　小声で聞き返す。相手はこちらを油ゆ断だんなく見張っているに違ちがいない。ブックの休憩している芝しば居いだっていつまで通用するかわからない。

「走ってくぐりぬけるか……あるいは……」

　そうブックが呟つぶやいた、その時──

　ビィン！　と、弦つるが鳴る音がした。

　ハッと音がした方を見れば、そこには飛来する三本の矢が。

「わっ！」

　とっさに避よける。荷ロバのロンが、驚おどろいて喉のどを鳴らした。その音に、今まで寝ていたローズがパチッと目を開く。

　矢の雨の二陣じんが来るかと思ったが、来ない。代わりに黒装束の者たちが、潜ひそんでいた草陰からザッと飛び出した。それぞれが腰こしの小剣シヨートソードを抜ぬき、迫せまってくる。

　ブックがローズをかばうように抱だき、街かい道どう脇わきの森へ逃にげようとする。その行動を読んだシャイアラは、荷ロバのロンに繫つながる手た綱づなを手放した。ロンの尻しりをピシャっと叩たたく。

　驚き、鳴くロン。そして、痛いたみから逃げるように前方へ──襲しゆう撃げき者しやの方へ鈍にぶい足で走っていく。

「うぉっ」

　突とつ然ぜんロバが突進してきたことに、襲撃者たちは驚いて足が鈍る。

　その隙すきに、シャイアラもブックに続いて森に飛び込こんだ。ロン、ごめんね、と呟いて。

「待てっ！」

　襲撃者が追いすがる。二人はもちろん構かまわず森を走った。

　太い幹みきが乱らん雑ざつに並ならぶ森。足を取りそうな草がそう生えていないのは救いだったが、それでも人が滅めつ多たに歩かない地面は走りにくい。二人も、そして襲撃者たちも何度も転びそうになりながら走る。

　それでも、相手の方が速かった。何のハンディキャップもなければ、足では負けないけれども、今はローズがいる。ブックが思うように走れていない。ロンが稼かせいでくれた距きよ離りも、見る間に縮ちぢんでいく。

　ローズは激はげしい動きに不ふ機き嫌げんそうだった。泣きこそしないものの、うーうー唸うなっている。

　……これじゃあ時間の問題だわ。

　そう思ったシャイアラは、ピタリと足を止めた。そして、敵てきを振り返る。右手を振り回し、精霊たちに働きかけた！

「闇やみの精、その姿すがたを現あらわして、黒き壁かべになりなさいっ！」

〝闇霊シエイド〟の呪じゆ文もんが飛ぶ。

　陰に潜ひそんでいた闇の精霊たちが、シャイアラの放つ精霊語サイレント・スピリツトに応こたえ、その姿を現した。

　たちまち現れた闇の壁は、三人の前方の視し界かいを奪うばう。奴やつらが二の足を踏ふんだ隙に、シャイアラたちはさらに距離を稼いだ。

　そのまま走り続けてどれほど経たったか。ブックが木の根に足をとられ、つんのめった。

「わっ」

　シャイアラは何とかそのブックが倒たおれないよう肩かたを摑つかむ。前向きに倒れてしまったなら、ローズがつぶれてしまっていただろう。

「すいま……せん……」

　謝あやまる声に力がない。ブックの体力は限げん界かいにきていた。

　シャイアラは近くのくぼみまで、ブックを引ひっ張ぱった。そしてそこに背せを預あずけるようにして、小さくなって隠れる。

「アンタ、ひどい顔してるわよ」

　街道を歩くだけでも一苦労だったのだ。赤ん坊ぼうを抱いて走るのは並なみ々なみならぬ体力を要しただろう。

「そうですねぇ、たしかに疲つかれました」

　依い然ぜん荒あらい息をつくブック。その胸むな元もとのローズは、状じよう況きようを理り解かいしていないのだろう。不ふ思し議ぎそうに周囲を見回している。汗あせを浮うかべるブックと目が合うと、顔をペチペチとはたいた。

「あぅ……」

　ローズが無ぶ遠えん慮りよに声を出そうとする。ブックは慌あわててその口を塞ふさいだ。

「……っく」

　もだえるローズの息いき遣づかいに混まじって、木の根を踏む人の足音が聞こえる。追っ手はもうそこまで迫ってきているらしい。まだ見つかっていないようだが、少しでも大きな音をたてれば、たちまち見つかってしまうだろう。

　二人は絶ぜつ望ぼう的に顔を見合わせた。そうしたところで答えは出ないのだけれども。

　シャイアラは音がたたないようにため息をついた。

　と、その横で、ブックがローズを縛しばっていた布ぬの紐ひもを解とき始めた。

「……何してるのよ？」

「ローズを外しているんです」

「それはわかってるわよ」

「しっ。静かに。もっと小声で」

　ローズを体から放したブックは、改めて抱だきなおし、そしてシャイアラに差し出した。

「ちょっと、何のつもり？」

「そのままの意味ですよ。姐ねえさん、ローズをお願いします」

「アタシがコレをさんざん嫌いやがってたのは知ってるでしょ？」

「ですが、これしか手はありません。ボクはローズがいなければ、まだ走れます。それに、ボクの方が姐さんより足が速い」

「ブック……？」
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「ボクが囮おとりになるので、姐さんは逃にげてください」

　シャイアラは目を見開いた。

「アンタ……何言ってるのよ」

「ですから、そのままの意味ですよ」

　ブックは強ごう引いんにローズを押おし付けてきた。押し付けられたシャイアラは、恐きよう怖ふに「ひっ」と喉のどを鳴らす。

　異い様ように温かく、奇き妙みようなほど柔やわらかい赤ん坊の感かん触しよくが腕うでにのしかかる。シャイアラはまた筋きん肉にくがこわばるのを感じた。

「ちょ……ちょ、コレ……コレどけてよ」

「ダメです。姐さんは、ソレを持って行くんです」

　じゃあ、投とう降こうしよう。そう口に出しかけて、シャイアラは吞のみ込んだ。

　おそらく、投降しても殺されるだろう。出会い頭がしらに矢を射い掛かけてくるような相手だ。そんな情なさけ容よう赦しやをかけてくれそうにはない。

　相手はどんな手を使ってでも、〝形無き博物標本〟を手に入れようとしている。

　顔を歪ゆがめるシャイアラの前で、ブックは背はい囊のうから分ぶ厚あつい『育児入門』を取り出した。

　こんな状況でも、そんな分厚い本を捨すててなかったの？

　つっこんでやりたいけれども、アレを抱く緊きん張ちようでうまく舌したが回らない。

「これに布をかけて横抱きにしていれば、赤ん坊に見えるでしょう。もう日も落ちますし、暗い森の中なら、この程てい度どの偽ぎ装そうで十分です」

　ブックが言った。

「じゃあ、後は頼たのみましたよ」

　そして、くぼみから飛び出した。

　ブック！　と叫さけびたくなるが、必死に吞み込んだ。ここで大声を出しては、ブックの作戦は意味をなさない。

　ブックは来た道を戻もどるようにして走っていく。その小さな背せ中なかを見て、シャイアラは唇くちびるを嚙かんだ。

「う？」

　そんなシャイアラに、ローズが言葉にならない言葉で話しかけてくる。

　シャイアラは腕の中の存そん在ざいを思い出し、全身に鳥とり肌はだを立てた。

　この柔らかさは、大昔の悪あく夢むを蘇よみがえらせる。けれど、何とか悲鳴をあげて投げ出すのは我が慢まんした。

「……お、お願いだから、静かにしてて……」

　シャイアラは震ふるえた声でそう言うと、ローズを抱かかえたまま、よろよろと立ち上がった。

　周囲を警けい戒かいしながら、そろそろと歩き出す。シャイアラは野外で足音を忍しのばせる技ぎ術じゆつを持たないので、ブックがしていたのを見よう見まねで歩いてみる。

　けれど、それさえ腕の中の存在が気になってままならない。落とさないようにとしっかり抱けば抱くほど、柔らかい肌が感じられ、乳ちちとよだれの匂においが鼻をつく。

　シャイアラはいよいよ泣きそうな気分になった。

　もう膝ひざをついてしまおうかと思えば、近くの茂しげみがガサッと音を立てる。慌てて走れば、それはただ森の小動物が葉を揺ゆらしたに過すぎなかった。

「もー……」

　今度こそ膝をついた。気付けば息も上がっていた。

　人間の子こ供どものように非ひ力りきなシャイアラでは、これ以上ローズを抱いて森の中を歩くことはできない。それに、もう、ブックもいない──

　あー……一人だわ。

　シャイアラは心の中で呟つぶやいた。

　ここしばらくは、ずっとブックが隣となりにいたのに。

　走り去ったブックの背中が思い出される。あっという間のことだった。ロクな別れの言葉も言えなかった。

　相手は自分たちよりも手だれ。しかも三人もいる。いくら足の速いブックとはいえ、そんな奴やつらが相手では……。

　ブックはたしか、生まれて三十年ほどと言っていた。自分のたった八分の一しか生きていない。なんてもったいない。

　シャイアラは、深いため息をついた。

　と、その時。

　背はい後ごで、また草を搔かき分ける音がした。

　また動物でありますようにと祈いのりつつ、とっさに近くの木の陰かげに隠かくれる。しかし、その祈りは通じなかった。

「ちっ。どこ行きやがった」

　ガラの悪い声がした。間ま違ちがいない。あの三人の中の一人だ。

　まだ距きよ離りはあって、こちらの居い場ば所しよには気付いていないようだ。いらついたように草を踏ふみ分けている。

　敵てきが来たということは、ブックが引きつけ損そこねたのか。それとも……

　もうブックは……──

　シャイアラは、今度こそダメだと思った。

　投降して殺されるか。それとも、このまま見つかるのを待って殺されるか。

　最悪の二に択たくを迫せまられて、シャイアラは気分が悪くなった。さすがにこの不ふ快かい感の前では、赤ん坊ぼうを抱だいている緊張感など忘わすれてしまう。シャイアラは、かがみ込んでローズを抱きしめた。

　もう、どうすればいいのよ……

「うー？」

　絶ぜつ望ぼうの淵ふちのシャイアラを、ぺちっと叩く存在がいた。

　顔を上げる。それは、黄金の目を瞬まばたかせるローズだった。

「まー？」

　ローズはへこたれるシャイアラを、不思議そうに見る。そして情なさけない顔をペチペチと叩いた。

　まるで「諦あきらめるな」と、言っているかのように。

「んー、んー」

　冗じよう談だんみたいに小さい指先が、シャイアラの顔をなぞる。そのまま顎あご周りをさまよい、ぎゅっと下顎の肉をつまんだ。

「……余よ計けいなお世話よ」

　失礼な男の赤子に、小声で毒づく。

　けれど、ローズはそれさえ嬉うれしいのか笑え顔がおを見せる。見ている者すべてを和なごませる、あの笑顔だった。

「…………」

　シャイアラはローズを見つめた。こんなにじっくり見つめたのは、初めてかもしれない。

　ローズに宿る精せい霊れい力りよくを見る。彼の体の奥おくに、たしかに息づく名もなき生命の精霊の気配が感じられた。

　これが標本のための作り物だとしたら、大したものである。

　自分に、命の重さを思い出させてくれたのだから……

　ローズを見ていて、「諦めたらダメだ」と思った。

　このローズに宿る生命の精霊力には、ブックの思いが託たくされていることを忘れてはいけない。ここで諦めたら、ブックが何のために犠ぎ牲せいになったかわからない。

　それに、自分だってまだ二百四十年しか生きていない。エルフの寿じゆ命みようを考えれば、まだ四分の一にも達していない。こんなに若わかくして死ぬなんて、シャイアラは御ご免めんだった。

　そうだ。

　自分は大だい胆たん不ふ敵てきに生きてきた。今まで自分のしたいことには、ひたすらわがままを通してきたではないか。

　まだ生きたいのだから、そのわがままだって何とかして通してみせる。

「うー」

　ローズが声を出す。その柔やわらかい唇くちびるをそっと塞ふさぎながら、シャイアラは呟いた。

「ちょっと静かにしてなさい。悪い奴を倒たおすんだから」

　そして、ローズにウィンクをして見せた。

「別にアンタのためじゃないわよ。ブックのためだし、仕事のためだし、何よりアタシのためなのよ」

　シャイアラは膝ひざを立てた。いつでも動けるように、身を起こす。

「だから、思い上がるんじゃないわよ、ローズ」




　男は小剣シヨートソードを片かた手てに森を進んでいた。

　仲間たちは、すばしっこいグラスランナーを追っている。あいつは小こ脇わきに赤ん坊らしきものを抱かかえていたが、あれが本物かどうかはわからない。もし囮おとりだったらいけないので、彼は念のため、もう一人のエルフを求めて先へ進んできたのだった。

　今、こっちのほうで物音を聞いたような気がした。足音をたてないようにして歩く。

　何度か地面を確かく認にんすると、森の中でわかりにくいが、そこにはたしかに足あし跡あとがあった。エルフの女はこっちに向かったに違いない。

　ところが、そうこうしている間に日が暮くれてしまった。追うのが難むずかしくなってくる。

　明かりがあれば……。そう考えた時──

　ぽうっと、そばで光が生まれた。

　驚おどろいてそちらを見る。すると森の真ん中に、ふわふわと一つの白い光の玉が浮ういていた。

「な、なんでぃ、これは」

　唐とう突とつなその存そん在ざいに、男がひるむ。まさか襲おそい掛かかってはこないかと、光の玉に向かって剣けんを構かまえた。

　その時──

「闇やみの精霊、アイツの精神を食べちゃって！」

　背はい後ごから、甲かん高だかい女エルフの声が聞こえた。

「なにっ⁉」

　慌あわてて振ふり返る、そこには──

　ついさっきも見た、おどろおどろしい闇の壁かべが迫せまってきていた。

「ぎゃあああぁぁぁっ‼」




　ぱったりと倒れてしまった男を見て、シャイアラはふぅっと息をついた。

　いつもの二倍は気合を込めた〝闇霊シエイド〟の魔法だ。これが決まらなかったなら、ちょっと危あぶなかった。背後に隠かくれていることを悟さとられぬよう、光の精霊ウイル・オー・ウイスプで気を引いたのもうまくいったようだ。

　男は闇の精霊に精神力を吸すい取られ、気を失っていた。こうなったらあと数時間は目を覚まさない。

「ひゅうー」

　シャイアラのまねをしたのか、腕うでの中のローズもまた細く息を吐はいた。

　それがおかしくて、シャイアラは噴ふき出した。

「あははっ。はっはっは」

　一度笑い始めると、もう止まらない。クスクスと湧わき上がるままに任まかせて、笑い続けた。

　不思議と赤ん坊ぼうを抱だいている不ふ快かい感はない。シャイアラは笑いながらローズを覗のぞき込む。

　ローズは難しい顔をして、顔を紅こう潮ちようさせていた。「ん～」っと、唸うなっているようにさえ見える。

　まったく、こういう時くらい付き合いで笑ってくれればいいのに。

「でも、アンタのおかげで助かったわ。ローズ」

　そっと赤ん坊の肌はだに頰ほおずりする。

　それは無む意い識しきな行動で、自分に驚いてしまう。

　と、その時。また背後の茂しげみが揺ゆれた。

　草がこすれる音に、シャイアラは驚き飛び上がる。また追っ手かと思い、警けい戒かいして振り返れば……

　そこにはブックが立っていた。

「……ブック？」

「そうですよ、他ほかの何に見えるんですか？」

『育児入門』を脇に抱かかえ、ランタンを持つ、まぎれもないブックが立っていた。

「え？　あれ？　アンタ、死んだんじゃなかったの？」

「死ぬ？　薄はく情じようなこと言わないでくださいよ」

　そう言いながら、てくてくとのんきに歩いてくる。

　その様子を見ながら、さっきの頰ずりを見られていないかと思って冷や汗あせを流した。

「ああ、敵てきならもう大だい丈じよう夫ぶですよ。近くの崖がけに落としてきましたから」

「崖？」

「草木に隠れてわかりにくい崖があるって、事前の情じよう報ほう収しゆう集しゆうで聞いていましたから。そこに敵をおびき寄よせたんですよ。勝算がなければ、あんな無む茶ちやな作戦はしませんって」

　シャイアラの目の前で止まったブックは、じろじろとシャイアラの体を見まわした。そして、納なつ得とくいったように頷うなずくと、「良かった」と呟つぶやいた。

「大した怪け我がはありませんね。一人引きつけ損そこねたので、心配してました」

　ブックがシャイアラを見上げる。見上げて、屈くつ託たくなく笑った。

「無事で何よりです、姐ねえさん」

　それは……シャイアラも初めて見る、力の抜ぬけた笑え顔がお。心の底から安あん堵どしている、気の抜けたことでこぼれた笑顔だ。

　シャイアラは今、初めてブックの心の奥おく底そこを覗いた気分がした。

　全身の力が抜けるのを感じた。ローズを落とさないように気をつけながら、へなへなとその場に座すわり込む。

　ローズには見せていない笑顔をしてくれたのが、どうしてこんなに嬉しいのだろう。

「あー……寿じゆ命みようが縮ちぢんだわ。もったいない」

「エルフなんだから、ケチケチしないでくださいよ」

「うるさいわね」

　冷たく言ってやるが、ブックは何だか嬉しそうだ。

「それだけ喜んでもらえると、戻もどったかいもありますよ」

「え？　どういう意味よ？」

「いえ。それより、さっきは何であんなに大笑いしてたんですか？」

「内ない緒しよっ」

　ローズを愛いとしく思えてしまったからだなんて、口が裂さけても言ってやらない。

「それにしても、姐さん、赤ん坊が大丈夫になったんですねぇ？」

「まぁ、コレはアイテムだし」

　適てき当とうにお茶を濁にごしておく。

　と、その時。シャイアラは自分の腕が湿しめっていることに気付いた。

　その理由は──一つしかない。

「ふあ～」

　今まで精せい一いつ杯ぱい力んでいたローズの顔から、力が抜けていく。

　シャイアラの顔色が、一気に青ざめた。

「いやああぁぁぁぁ～‼」




　　　　５




　その後のロマールまでの旅路は平和そのものだった。

　運良く荷ロバのロンと合流することもでき、シャイアラとブックは特別事じ件けんに巻まき込まれることもなく、ロマールの盗とう賊ぞくギルドへ帰りついた。

　もちろん十分な警けい戒かいは怠おこたることなく進んでいたけれど、それはすべていらぬ心配だった。

　あとは、この赤ん坊ぼうの形をした魔法の品物マジツクアイテムを渡わたせば、仕事は終わりだ。

「これでローズ──〝形無き博物標本〟ともお別れですねぇ」

　二人は今、引き取り主とバーゼルが現あらわれるまでギルド本部の一室で待たされていた。

「清々するわよ。もう関かかわらなくていいんだから」

　シャイアラは素そっ気けなく言うが、視し線せんはローズに向けたままだ。

　ローズが宙ちゆうで何かを摑つかむかのように、小さな手を閉とじたり開いたりを繰くり返している。

　シャイアラがそっと人差し指を差し出してやると、ローズは大喜びで握にぎり締しめた。

　あの夜の襲しゆう撃げき以来、シャイアラはローズを抱だきこそはしなかったものの、こうして戯たわむれることくらいはするようになっていた。

「待たせたな」

　しばらくして、バーゼルが部屋に入ってきた。その後ろには、二人の年老いた男を連れている。二人とも、学者然としたローブをまとっていた。

　初めて見る顔に一いつ瞬しゆん戸と惑まどうも、そんなことをしている場合ではない。きっちりと文もん句くを言ってやらねばいけないのだ。

「ちょっと、バーゼル。今回のことはどういうことなの？」

　椅い子すから立ち上がり、シャイアラとブックはバーゼルに詰つめ寄った。

「危き険けんはないって言っておきながら、妙みような黒ずくめに襲おそわれたわよ？　どういうこと？　そういう情じよう報ほうは事前に話してもらわないと、困こまるわ」

「まったくです。危あやうく死人が出てもおかしくないところまで追い込まれたんですよ」

「噓うその情報で仕事をさせられたんだから、謝しや罪ざい込みで報ほう酬しゆう額がくを上げてもらうわよ。でないと、割わりが合わないわ！」

「あうあう～！」

　二人に拍はく車しやをかけるように、ローズ坊ぼうやも参戦した。

　バーゼルは、その赤ん坊をチラリと見る。

「これがお前たちの受け取ってきた……？」

「その通りよ。こんな形してるとはカケラも知らなかったけどね」

　憤ふん然ぜんと言うシャイアラに、バーゼルは、ふむと頷うなずいた。

「詳くわしい話はすぐにする。まずは、その赤ん坊を受け取ろう」

　ブックからローズを取り上げたバーゼルは、その顔をじっと見る。そして後ろの学者たちに手渡した。

「間ま違ちがいないか？」

「はっ。たしかに」

　学者は頷き、そのままローズを部屋の隅すみにある長なが机づくえに運んだ。そして、大人物のローブを取り出して、ローズに着せていく。もちろん、小さなローズには大きすぎて、傍はた目めには服を巻きつけているようにしか見えない。

「ちょっと、何してるのよ」

「詳しい話をする前に、百ひやく聞ぶんは一見にしかずだ。まずはこれを見るといい」

　すっかり服の塊かたまりになってしまったローズは、おろおろと不安げに視線をさまよわせている。「あうー」と、寂さびしげな声をあげた。

「すぐに取り掛かかれ」

　バーゼルの命令に従い、学者の一人がビンを取り出す。そこから青い液えき体たいをさじにすくい取ると、ローズの口に含ふくませた。

　ローズは与あたえられるままにそれを口にし、そして──

「ああああっ‼」

　太い声で叫さけんだ。

　二人の目が驚きよう愕がくに丸くなる。とても赤ん坊の声ではない。

　けれど、そんなことは気にも留とめず、ローズは叫び続ける。手足をばたつかせ、顔を引きつらせ、喉のどを苦しそうにかきむしった。

　あまりの光景に、シャイアラは目を逸そらした。そして、バーゼルに摑みかかる。

「何を飲ませたのよ！」

「解げ毒どく薬やくだ」

　いいから見ろと言われて、シャイアラはいやいやながらもローズに目線を戻もどす。

　すると、また目を見開く羽目になる。

　痙けい攣れんするローズの体に、奇き妙みような変化が起こり始めていた。手足が大きくなり始めたのだ。伸のびるように、太くなるように、その輪りん郭かくがたくましい大人の手足になっていく。それは胴どう体たいも同じで、赤ん坊特有の柔やわらかそうなお腹なかがどんどん引き締まり、大きくなり、見事な腹ふつ筋きんの割われ目を浮うき立たせた。

　肩かた幅はばが広くなる。首が太くなる。今まで可か憐れんだった小さな手が、たくましい大きな手となって、布ぬのをしっかりと握り締める。

「あああっ！」

　黄こ金がね色の髪かみが伸びた。丸い顔が、彫ほりの深い男だん性せいの顔になる。丸かった瞳ひとみは、研とぎ澄すまされるように細く伸びた。

「な、何なのよこれ！」

「これが本来の姿すがただ」

　ローズの変化が止まった。さっきまでは巻まきつけられていたローブがきゅうくつになるまで体が成長している。

　顔や首筋にぐっしょりと汗あせをかくその男は……まさに、水も滴したたるいい男だった。

「紹しよう介かいしよう。彼こそがクロイア財ざい閥ばつの御おん曹ぞう司し──」

　男が顔を上げた。

　そして、甘あまい微び笑しようを浮かべる。

「ローズベル・クロイア氏だ」




「まずはどこから話すべきか」
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　珍めずらしく迷まようように、バーゼルはこめかみを押おさえた。

　けれど、そうしたくなるのはこっちの方である。シャイアラとブックは、未いまだに先ほどの衝しよう撃げきから立ち直れないでいたが、何とか話を聞こうと椅い子すについていた。

「まずはお前たちが会った男についてだ。お前たちに赤ん坊ぼうを託たくした人物だが……」

「タナー・ジャックス・デスアさんでしょ？」

「そうだ。彼は、別べつ件けんでギルドに仕事の依い頼らいを持ってきていたのだ。で、彼と我われ々われギルド員との待ち合わせ場所は、モヤムにある〈虹にじ色いろのきら星亭てい〉だった」

「〈虹色のきら星亭〉？」

　ブックの言葉に、バーゼルは頷うなずく。

「そう。お前たちが〝形無き博物標本〟を受け取るはずだった酒場の、姉し妹まい店てんだ」

「なんてややこしい」

　シャイアラは遠えん慮りよなく口に出した。

「彼は……会ったならわかると思うが、ずいぶんな高こう齢れいの方だ。目も悪く、宿の看かん板ばんだけで待ち合わせの場所へ向かってしまったらしい」

〈七色の明星亭〉と〈虹色のきら星亭〉は、姉妹店の証あかしとして派は手でな虹色の星を看板にあしらっていた。タナー氏はそれを見み間ま違ちがい、待ち合わせ場所を間違えて、中にいたシャイアラたちに声をかけてしまったらしい。

「だからアタシたちは〝形無き博物標本〟じゃなく、赤ん坊を連れ歩く羽目になったのね」

「宿の名前もややこしければ、依頼人の名前もややこしいじゃないですか」

「まさかタナー氏のセカンドネームがジャックスだったとは、こちらも知らなくてな」

　一息吸すってから、バーゼルは後を続けた。

「タナー・デスア氏は、レイドで勢せい力りよくを伸ばすクロイア商会に勤つとめる従じゆう者しやだ。クロイア商会は、我々ギルドとも何度か取引があるお得意先でもある」

「はぁ……」

「そのクロイア商会だが、つい一月前に先代当主が亡なくなったばかりでな。次を誰だれが継つぐかでおおもめしているらしい」

「はぁ……」

「その渦か中ちゆうで、先代当主の次男は、同じく次代就しゆう任にんを争うライバルに薬を盛もられてしまった。レイドでは治せなかったらしく、こうしてロマールに助けを求めてこられたのだ」

「たしかに。ロマールには毒物・薬物学の権けん威い、ドナートさんがいますからねぇ」

　ブックは読書仲間の顔を思い出す。ドナート氏は、ギルドはもちろん賢者セージや魔術師ソーサラーたちの学び舎や、学院でもその名をとどろかせる有名な薬物学者だ。

「盛られたのは、エターナル・チャイルドですか？」

「そうだ。体を幼よう児じ化かさせる魔法毒。それも、効こう果かが強いもので、本来は幼児ほどにしか縮ちぢまないはずが、乳にゆう児じまで戻ってしまっていたようだ」

「……それで、毒に冒おかされたローズベル・クロイアさんをアタシたちが運んだ、と……」

「そして、今、ドナートさんの作った薬を飲んで、元に戻ったと……」

「その通りです。道中は大変お世話になりました」

　バーゼルの横に座すわる、甘いマスクの長身美男子──ローズベルが答えた。

　思わず目を背そむけずにはいられないシャイアラとブックだった。ついさっきまでとはあまりにも姿すがたが違いすぎるので、とてもとても正せい視しできない。

「本来ローズベル氏を迎むかえに行くはずだった者たちは、彼のライバルが放った刺し客かくにやられてしまった。お前たちに襲おそい掛かかったという奴やつらも、きっと同じ者だろう」

「ですから、お二人に預あずけられた僕ぼくは幸運でした。もし今でもタナー爺じいのもとにいたなら、それこそ命はなかったでしょう」

　感かん激げきにむせぶローズベル青年。シャイアラたちは、コメントに困こまった。

「このことは、本来〝形無き博物標本〟を渡すはずだったジャックス氏が、使いの者はまだかと伝でん書しよ鳩ばとを飛ばしてくれたことで発覚した。ジャックス氏には申し訳わけないが、我々としてはローズベル氏の仕事を優ゆう先せんしたいところだったので、お前たちには感かん謝しやしている」

　珍しく素す直なおなバーゼルだった。さすがに、受け渡し間違いを起こしたことを申し訳なく思っているのかもしれない。

「〝形無き博物標本〟の受け取り手はまた新しく派は遣けんしている。お前たちは、多少の手違いがあったものの、仕事を遂すい行こうしてくれた。ご苦労だったな」

　バーゼルが報ほう酬しゆうを差し出した。それは、言われていた額がくよりずっと量のある後金だった。

　いろいろ釈しやく然ぜんとしないところはあるが、受け取らない手はない。シャイアラはおずおずと受け取った。

「この度たびは本当にお世話になりました」

　去ろうとする二人の前に、ローズベル青年が立つ。

　今やすっかり汗あせもふき取り、身だしなみも整え、柔やわらかく微笑ほほえむローズベル。

　お願いだから、やめて欲ほしかった。

　彼の顔を見て、旅でのことを思い出すと、顔から火が噴ふきそうになる。

「いえ、これも仕事ですから」

　ブックが何とか声を絞しぼり出した。

「そうです、お構かまいなく。今後も何かと大変だと思いますけど、気をつけてくださいね」

　社交辞令を言うシャイアラの手を取り、ローズベルは口付けた。

「勇ゆう敢かんなるエルフの君きみ。あなたへのご恩おんは一生忘わすれません」

　シャイアラは、逃げ出したくなるのを必死にこらえるのだった。




　エピローグ




「それはバーゼルが悪いッスよ！　シャイアラさんは悪くないッス！」

「そうですわ。シャイアラさんたちは、なんて非ひ道どうな陰いん謀ぼうに巻まき込こまれたのでしょう！」

「そりゃー、たしかにシャイアラどんたちは不運だったべな～。お疲つかれ様ですだ」

　ロマールの下町にあるいつもの酒場で、五人は円えん卓たくを囲んで夕食をとっていた。

　今こ宵よいの集まりは、シャイアラとブックをなぐさめる会。放心した顔でギルドから出てきた二人を見つけたクレスポ、ベルカナ、マロウが、ここへ連れてきてくれたのだ。

　あまりに顔が真っ青だったので、心配して美お味いしいご飯をご馳ち走そうしてくれるそうだ。

「それにしても、赤ん坊ぼうが美青年になるなんてなぁ。そりゃすごい話だべなぁ」

　感心してマロウが頷うなずく。

　シャイアラたちは、今回の災さい難なんごとの顚てん末まつを三人に聞かせていた。

「わたしも一いつ緒しよでしたら、ローズに魔力があるかどうかを調べることができましたのに」

　──ただ、本当は五人でやるはずだった仕事、ということは伏ふせておいて。

「でも、その男が赤ちゃんの間は、シャイアラさんと一緒に風ふ呂ろに入ったんスよね？　いいな～、そのローズって奴～」

「クレスポさん、何てことを言うのです！」

　不ふ謹きん慎しんな少年の発言に、隣となりのベルカナが怒おこる。そして心配した様子でシャイアラを見た。

「そのローズという人は、赤ん坊ぼうだった時の記き憶おくも残っていらっしゃるのですか？」

「おぼろげに覚えてるそうよ」

　それを聞いたベルカナは、さっと愛くるしい顔を赤く染そめた。

　自分が同じ境きよう遇ぐうならと考えると、怒り、恥はずかしがらずにはいられなかったのだろう。

「シャイアラさんっ、絶ぜつ対たいにバーゼルにもっと文もん句くを言うべきですわ」

「それはそうだけども……」

　青野菜を食べながらシャイアラはため息をついた。

　たしかに裸はだかを見られたことに全く何も思わないわけでもないが、それは別に減へるものでもないしと割わり切ることができた。

　けれど、始終赤ん坊を嫌きらっていたあの態たい度どや、森の中でどうしようもなくへこんでいた自分のことも覚えられているのかと思うと、ちょっと平静ではいられない。

　泣き言だって、感謝の言葉だって、相手が赤ん坊だからこそ言えたのに。

「彼が赤ん坊当時の記憶も残しているのは、非ひ常じように困ります……」

　隣のブックが、本を読むのをやめて、ポツリと呟つぶやいた。

「何か覚えられてるとまずいことでもしたんスか？」

「実は……赤ん坊を目の前にする機会は初めてだったので……いろいろ調べたんですよ」

「いろいろ？　何を調べたんだべか？」

「その……サイズを」

「はぁ？」

　他の四人が首を傾かしげる。

「赤ん坊の面めん倒どうを見るために本を読んでいたのですが、そこには一ヶ月ごとにどれだけ成長するかが書かれていまして。あのローズは何ヶ月くらいの体をしているのかと思い、体のサイズを測はかったのですよ」

「サイズって、身長を測られたのですか？」

「身長だけじゃないですよ。頭のてっぺんから足の先まで、すべて測りました。相手は無む抵てい抗こうの赤ん坊ですからね」

　そう言ってブックは羊皮紙を取り出す。

　それを覗のぞいたクレスポとマロウはぽかんと口を開け、ベルカナは赤面して目線を外した。

　そこにはありとあらゆる体の部位のサイズが書き込まれていた。ちょっと人様には見せられないような箇か所しよまで、こと細かに測そく量りようされている。

　ブックの知ち識しきに対する貪どん欲よくさは、まさかここまでとは。

　ただ一人、顔色を変えなかったシャイアラは、思い当たることがあってハッとなった。

　宿で襲しゆう撃げきを受けた夜──。先にシャイアラを寝ねかし、嬉き々きとしてバスケットからローズを取り出していたのは、このためだったのか。

　ブックはローズがただ愛いとしいだけであんな笑え顔がおを見せたのではなかったようだ。単に、研究対象を前にして、喜びに笑っていたのか。

　その事実に気付くと、体の力が抜ぬけた。自分は何をモヤモヤ悩なやんでいたのだろう。

「ところで、姐ねえさんはどうして赤ん坊が苦手だったんですか？　あんなに扱あつかい方は知っていたのに、どうしてですか？」

　気まずい話題を変えようと、ブックが話を振ふってきた。

　シャイアラは話したくなかったけれども、ここは酒の席だ。周りにはやし立てられて、黙だまっているのも野や暮ぼというもの。

　仕方なく、やれやれと話し始めた。

「エルフってあんまり子こ供どもが生まれないのよね。だから、エルフの里に赤ん坊がいることって珍めずらしいのよ。それこそ百年に一回あるかないかくらいでね」

　今から話す内ない容ようを思うと、せっかく美お味いしいサラダも味をなくしていくようだった。

「アタシがまだ小さい頃ころに、一人だけ赤ん坊が生まれたのよ。滅めつ多たにない機会だから、いろいろ世話を覚えなさいって言われて、ベビーシッターの真ま似ね事ごとなんかもしてたわけ」

　そうしたある日、ふと目を離はなした隙すきに、赤ん坊の姿すがたを見失ったことがあった。

　幼おさないシャイアラは、大おお慌あわてで赤ん坊を捜さがした。エルフにとって、なかなか生まれない赤ん坊は、それこそ村の宝たからだった。怪け我がの一つだってさせるわけにはいかない。

「必死で捜してやっと見つけたら、その子は二階へ繫つながる階かい段だんの上にいたわ。はいはいできるのが嬉うれしくて、勝手に上っちゃったみたいでさ」

　シャイアラは呼よんだ。下りておいでと。ゆっくり上りながら、赤ん坊の名前を呼んだ。

　すると、赤ん坊は振り返った。

「それも、階段から手を離してね」

「まさか、落ちてきたのですか？」

「そう。お尻しりから落ちてきたわ」

「……え？」

　赤ん坊と一いつ緒しよに階段から落ちた幼き日のシャイアラ。気付くと、自分の顔の上には、柔やわらかい柔らかい赤ん坊のお尻がのっていた。

「しかも、風呂上がりで裸だったのよね！」

「……」

「……幼いながら、自分の心が傷きずつく感覚を味わったわ」

　あれ以来、どうしても赤ん坊の柔らかさになじめない。触ふれれば、あの最悪の瞬しゆん間かんを思い出してしまうのだ。

「あはははーっ！」

　シャイアラの心の傷など知らない残りの四人は、腹はらを抱かかえて笑っている。

　こうなることはわかっていたが、何か悔くやしい。シャイアラはワインをクっと飲み干ほした。

「いやー、災さい難なんだったスねー、シャイアラさん。ククク、そんな過か去こがあったなんて」

「うるさいわよ、クレスポ」

　鋭するどく睨にらみつけるが、相手はどこ吹ふく風だ。それどころかワインボトルを持ち、口をこちらに向けてくる。

「まぁまぁ。何はともあれ、お仕事お疲つかれ様ッスよ。さ、どうぞ一いつ杯ぱい」

　そう言うが、シャイアラは断ことわろうとした。あんなにバカにされた後で、美味しくワインをいただけるものか。

　ところが、

「シャイアラさん、どうぞクレスポさんのお酌しやくを受けてくださいな」

「んだんだ。ここは素す直なおに、な？」

　と、ベルカナとマロウが勧すすめてくる。続いてブックが言った。

「まんざらでもないくせに、断るなんて野暮ですよ」

「何でそんなことがアンタにわかるのよ」

「だって、ほら、耳が」

「え？」

　他の四人に指し摘てきされ、シャイアラは自分の長い耳の先に触れた。

　そこは、ぴくぴくっと小こ刻きざみに揺ゆれている。

「あ、あれ？」

「自分で気付いてなかったんですか？　嬉うれしい時、姐さんの耳って動くんですよ？」

「えっ⁉」

　思わぬ指摘に、慌てて両耳を握にぎり締しめる。けれど、時すでに遅おそし。シャイアラの顔は真っ赤かに染そまっていて、他の四人の顔は微笑ほほえみを浮うかべていた。

「この前の打ち上げの席でも耳は動いていましたわよ。それなのに、意地張はってお酌を受けないんですもの」

「もったいないだよ～、シャイアラどん」

「さぁさぁ、このクレスポの酒が飲めんのかー！　なんちゃって」

　シャイアラは口をへの字に曲げてグラスを出す。そこに赤い液えき体たいがトクトクと注つがれた。

　自分の耳が気分次し第だいで動くとは、いらない新発見だった。

　……どうせならクルクル回したりできるかしら。そう思いながら飲んだワインは、ブックが注いだものほどではないけれど、手酌のものよりははるかに美味しかった。

「さ、今夜は飲むッスよー！」

　クレスポがジョッキをかかげる。ベルカナがステーキにかぶりつく。マロウは楽しいムードに手を叩たたいて喜んでいた。

　そんな光景を見ながら、シャイアラは隣となりで本を読むブックに声をかけた。

「ねぇ、ブック」

「何ですか？」

「しばらくは、仕事をもらった時は、あの三人に相談することにしない？」

　ブックがこちらを見上げる。シャイアラは、それをわかっていながらも、三人が宴えん会かいに興きようじる姿すがたを見つめ続けた。

「アタシはのんびりしたいのよ。ブックはアタシの面めん倒どうを見てくれなきゃいけないの。仕事のことに気を配ってもらう人が他ほかにいないと困こまるのよ」

　冗じよう談だんめかして言ってみた。ブックは心得たように、笑う。

「ボクは構かまいませんよ。一緒にいる、姐ねえさんがそう言うんですから」

　その返事がじんわりと胸むねに広がっていく。

　今日の酒は、忘わすれられない味になる予感がした。
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清松みゆき　　
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「ああ、今日もよく働いたべ」

　うーんと一つ伸のびをして、首を左右に二、三度振ふる。長時間の肉体労働で凝こった肩かたをほぐそうとするその仕し草ぐさが、いかにも板についている。

　訛なまりの強い言葉は、彼が田舎いなかの出であることを表している。ロマールには珍めずらしくない、出で稼かせぎの労働者だ。旅人たちの王国と呼よばれるロマールの、アレクラスト有数の街かい道どうが十字に交まじわるその同名王都は、長らく商業で栄さかえてきた都市国家だった。街の貴き族ぞくたちは、そこを守る武力であると同時に、商才に長たけた富ふ裕ゆうの人間でもあった。

　彼らは街に強い愛あい着ちやくを持ち、自みずからの富を街に還かん元げんすることを誇ほこりとしている。ロマールが侵しん略りやく者しやを返り討うちにして大きな王国となってから、すでに二十年が過ぎた今でも、この伝でん統とうは受け継つがれている。折おりに触ふれ、ロマールの貴族や商会は公こう共きようのための建けん築ちくや、その補ほ修しゆうに財を注つぎこむ。そのため、街では、何らかの工事が常つねに行なわれることになり、工事を請うけ負おう労働力が求められる。それに応こたえて、銀貨を求める者たちが街に流りゆう入にゆうする。

　この男も、そうした出稼ぎ労働者の一人である。だから、丈じよう夫ぶではあるものの、汚よごれても構かまわぬ衣い服ふく──実際にかなり土と泥どろで汚れている──を纏まとった姿すがた、ぼろ布ぬのを手ぬぐいとして首に巻いた姿は、ありふれたものだ。そのぼろ布で汗を拭ぬぐう所しよ作さの一つ一つも、慣れきったさまが見て取れる。

　しかし、それでも、いや、それだからこそ、違い和わ感かんは拭えなかった。透すき通った碧へき眼がんと筋すじの通った鼻、そして、小さめの口が整ととのった顔立ちを作り上げている。その上に、流れるような長めの銀ぎん髪ぱつがかぶる。とてもではないが、石いし畳だたみをめくった下をツルハシで掘ほっている姿が想像できる男ではない。若わかい女じよ性せい相手に、竪たて琴ごとでも弾ひきながら、優ゆう雅がに恋こい歌うたを歌い聞かせているほうが、よほど似につかわしく見える男だ。その理由は、銀髪からかいま見える先の尖とがった耳でわかるだろう。彼は、美しさで人々に羨せん望ぼうされるエルフの血を受け継ついでいるのだ。

「じゃあ、神しん殿でん寄よってから、あいつらのところへ行くべか」

　老ろう若にやく問わず、女性の誰をも虜とりこにしてしまいそうな爽さわやかな笑え顔がおを浮うかべたハーフ・エルフのマロウから、聞いた女性が皆みな、思わず引いてしまうほどの強い訛りが再度こぼれ出た。




「〝パンの人パン・マン〟だ～」

　マロウの姿を見つけ、わらわらと、子こ供どもたちが駆かけ寄ってきた。五、六歳さいから十歳を少し超こえたあたりまで、年ねん齢れいこそさまざまだが、格かつ好こうは皆似たり寄ったりだ。泥や埃ほこりにまみれた顔、ツギの当たった粗そ末まつな衣服、底があるのかどうかもわからない靴くつ。粗末なズボンだけを穿はき、上半身裸に、裸足はだしの者もいた。

　ロマールは二つの顔を持つ街と呼ばれ、商才で立つ富裕な貴族や商人たちと同時に、下町に押しこめられた貧ひん民みん層そうを住民に持つ。マロウの許もとに集まる子供たちの中には、親のない浮ふ浪ろう児じもいる。

　その子供たちに、マロウは〝パンの人パン・マン〟として知られている。この優やさしきハーフ・エルフは、工事作業で稼いだ日ひ銭ぜにの大部分を田舎に仕し送おくりすると同時に、一部をこうした子供たちへの慈じ善ぜんに充あてている。敬けい虔けんな大マ地ー母フ神アの信しん者じやであり、社会的な弱じやく者しやを放ほうっておけない性しよう分ぶんゆえである。それは、彼自身の出しゆつ生せいも影えい響きようしているだろう。ハーフ・エルフは忌いみ子として扱あつかわれることが多い。マロウもまた、もとは森の中に捨てられていた子である。彼が仕送りする先は、その自分を実の子と変わらぬ愛情で育ててくれた義ぎ理りの親たちである。

　今日もまた、両手に抱かかえ切きれぬほどのパンを買いこみ、マロウは貧民街に足を運んでいた。働き場を求めてこの街に来たのは、あまり昔のことではなかったが、すぐにロマールという街の二面性を知ることになり、それ以降、これが日につ課かになっている。

「ほらほら、慌あわてると落とすべ」

　先を争あらそってパンを奪うばおうとする子供たちに、優しく声をかけながらマロウは手渡していく。

「こら、一人で二つ取らない」

「だって、俺、一つじゃ足りないよ」

「大きいからこそ我が慢まんするべ」

　両手にパンを取ろうとした年かさの子に、マロウは言い聞かせた。その子が取った二つのうち一つを取り上げ、マロウの腰こしまでも背せ丈たけのない幼おさない子へと渡す。

「大きい子は小さい子に、強い子は弱い子に、優しくしてやらないとダメだ」

「わかってるよ～。でも、余あまったらおくれよ」

「余ったら、な」

　口を半分尖とがらせながら抗こう弁べんする少年の頭をマロウは優しく叩たたいた。

「でも、いつか、その分のパンを小さい子にあげる人になるべ」

「うん」

　少年は素す直なおにうなずいたあと、あっと手を叩いた。

「そうだ、思い出した。ミーア姉ちゃんがさ、今日は待ってて欲ほしいって言ってたよ」

「ミーアが？　今日来るんだべか？」

　それは、一人の少女の名前だった。先日までは、こうしてマロウからパンをもらうために並んでいた一人だ。

　働き場を見つけたと言って、ここに現れなくなってから、二週間になる。

「うん。来るってさ。お礼をするからって。姉ちゃん、今日は給料日なんだってさ」

「無理をしなくてもいいのに」

　マロウはミーアという少女のことを思い出して呟つぶやいた。ミーアの年ねん齢れいは、まだティーンにも届とどいていないはずだ。そんな少女の稼げるお金などたかがしれている。

「あ、来た。来たよ」

　マロウと少年のやりとりを聞いていたのだろう、別の少年が大声で告げる。

「……？」

　その指差した先を見て、マロウの顔が、瞬しゆん間かん、怪け訝げんなものになる。大きな茶緑まだらの丸い物体が二つ、宙にふらふらと浮いている、その重なり合った下に人間の胸むねから下が生えている。

　ひょこ、する、ひょこ、する。

　テンポに合わせ、円球二つがゆらゆらと揺れる。その特とく徴ちよう的な歩みが、ようやくマロウに、それがミーアであることを気づかせた。幼い頃ころに負ったという怪け我がが元で、不自由になった右足を引きずりながらでないと、彼女は歩けない。心や身体に障しよう害がいを背せ負おった者も、ロマールには決して珍めずらしくない。

　二つの球物体は、彼女が落とさぬよう必ひつ死しになって抱えて持ってきたのだ。よく見ればその隙すき間まから、それらより一回り小さい彼女の顔の半分が覗のぞいている。

「ひ、一つ持って！」

　マロウと子供たちの集団に近づいたとき、高い声が響ひびいた。二つめのパンをねだっていた少年が、慌てて駆け寄り、一つを受け取った。

「はあ、重かった」

　不安定な荷物から解放され、安あん堵どの声が漏もれた。一つになったそれをようやく両手で抱えこみ、胸の前で持つ。笑え顔がおがその後ろから明らかになった。

「お久ひさしぶりです、マロウさん」

　それを抱えたまま、ぴょこんとミーアは頭を下げた。

「ローラン商会自じ慢まん、ガルガライス直輸入のココヤシの実です。果汁ジユースをご馳ち走そうしますよ」

　頭を戻すと、誇ほこらしげに彼女はそれを掲かかげた。




「ちょっと待っててくださいね」

　子供たちに探してこさせたガラクタ──そういったものは、いくらでも転がっているのがロマールの下町であり、そして、彼らは、それらを探し出すのに慣れている──をまな板にしてココヤシの実を置き、ミーアは腰に下げていた刃は物ものを振り上げた。

　マロウは目を丸くする。それはミーアの手よりも大きく、そして重さも十分にありそうな代しろ物ものだった。小こ振ぶりの鉈なたと言って差さし支つかえない。それをミーアは慣れた様子で扱っている。二週間前までの彼女ではちょっと考えられない。

　スコン。

　振りおろされた刃が、きれいにココヤシの実の、尻しりにあたる場所に食いこんだ。そのまま柄つかと刃の背に両手を添そえて体重をかけると、尻は切り落とされ、平面が作られた。

「これで、立てて置くこともできますよ」

　尻を落としたココヤシの実を、実際にミーアは立てて見せた。それから、再び転がす。さっきとは、向きが違う。またもリズムよく鉈が振りおろされ始める。実をくるくると回しながら、頭を錐すいに削けずっていく。スコン、スコンとリズムよく鉈が振りおろされ、頑がん丈じような実を切っていく。決して力の強くない少女が、鉈の重さをきれいに利用している。

「上う手まいもんだべな」

「もう百個と言わずこれやりましたから」

　顔は実に向けたまま、マロウの言葉にミーアが答える。

「最初の頃はひどいものでしたけど。手もマメだらけになっちゃって。でも、まだまだです」

　はにかんだ笑みが少女の横顔に浮かんだ。

「先せん輩ぱいなんか、まな板使わずに、片手で抱えてやっちゃうんですよ。それを見たさのお客さんもいるぐらいなんです。あたしも、上手にできれば、それだけ売れるんですから、頑がん張ばらないと」

　言いながらも、少女の手は止まらない。茶緑まだらの下から、綺き麗れいな白色が次々に現れ出る。

「はい、できあがり」

　半分以上を白く剝むき上げ、仕上げに頭の部分を削そぐと、ミーアはそこに麦わらストローを差しこんだ。

「どうぞ」

「いいんだべか？」

「マロウさんにご馳走しようと思って持ってきたんですから」

「じゃあ」

　差し上げられたココヤシをマロウは受け取り、麦わらストローに口をつけた。吸うと、中空を伝って果汁が入ってくる。控ひかえめな甘あまさと、酸さん味みが口中を満みたした。同時に、陽ひ差ざしを忘れさせるような涼すずやかさが身体を覆う。

「うん、おいしい」

「よかった」

　マロウが笑ったのを見て、ミーアは嬉うれしそうに頰ほおを赤らめた。

「今日、お給きゆう金きんもらえる日だったんで、それももらったんです」

「いいんだべか？」

　ココヤシの実は、このあたりで採とれるものではない。先ほどの売り口上から察さつするに、常とこ夏なつの海の街と呼ばれるガルガライスからの輸入品だろう。街道を伝って、二週間以上の距離にある。

　ティーンに満たないお手伝いの給金から天引きすれば、手元に残る金は目に見えて少なくなるはずだ。

「大丈夫ですよ。それ、売り物にするには少し熟じゆくしすぎたやつなんです。……あ、ごめんなさい」
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　言ってしまってから、ミーアは真っ赤かになった。

「でも、まだ、大丈夫だと思って。その、お客さんに出して酸すっぱいとか臭におうとか文もん句く言われたら、いけないってだけで」

　慌あわてて弁べん解かいを始める。どうやら、売り物にするにはリスクのある品だったらしい。

「気にしなくていいべ」

　マロウは優しくミーアの頭を撫なでてやった。むしろ、そうとわかって安心できるぐらいだ。半なかば処しよ分ぶん品ひんならば、給金へのダメージもほとんどないだろう。

「ありがとう」

「は、はい」

「ミーア姉ちゃん！」

　やりとりの中に、もう一つの実を抱えていた少年が割りこんできた。目をきらきらさせながら、実を差し出している。

　お相しよう伴ばんにあずかれる、その期き待たいだ。

「あ、ご、ごめん」

　ミーアは少年から実を受け取ると、バツの悪そうな顔になる。

「ごめん。これ、母さんのだから。マロウさんと母さんに一個ずつで、みんなの分は……」

「えー？」

　申し訳なさそうに謝あやまるミーアに、子供たちから不満の声があがる。

「そんなにもらえないから。喧けん嘩かになるし。ごめんね」

　何度もミーアは謝る。とはいえ、無理もない。この子供たちに一通り振ふる舞まおうと思ったら、半処分品だけでは足るまい。

「わがまま言うもんじゃないべ」

　口々に不満を言い始めた子供たちをなだめたのはマロウだ。

「オラのをちょびっとずつ分けてやるから。本当にちょびっとだども。喧嘩しないように順番だぞ」

「マロウさんにあげるつもりで持ってきたのに」

「もう一口もらったから、いいだべ」

　少々ふくれ面つらになったミーアの頭を、マロウは優しく撫でてやった。

「また欲しくなったら、今度は買いにいくから」

「はい。ありがとうございます。あの、果汁を飲み終わったら果か肉にくも食べられますから。ちょっと硬かたかったらごめんなさいですけど」

「じゃあ、これで」

　ぴょこんと頭を下げると、ミーアは一つ残った実を抱えて背を向ける。

「ありがとうだべ、ミーアちゃん」

　右足を引きずりながら、去さっていくその背にマロウは声を掛かけた。

「その、お母さんと仲直りできるといいだべな」

「……はい」

　そう答えるとき、ミーアは、完全には振り返らなかった。ちらりと見えた横顔に今までの笑顔はない。余よ計けいなことを言ってしまったかと、マロウはかすかに唇くちびるを嚙かんだ。
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　ロマールの闇やみ市いち。およそ金銭で取り引きされるものなら、ここで手に入らないものはないとさえ言われる、アレクラストでも最大規き模ぼの市場である。下町に位置するこの一いつ画かくは、天てん幕まくや屋や台たい、小さな小売り台などがところ狭せましと建たち並ならび、さながら迷めい路ろのような様よう相そうを呈ていしている。そこでは、アレクラストのさまざまな場所から運びこまれた商品が、店先に並べられ、売られている。「誰に何を売ってもよいし、誰が何を買ってもよい」というルールが、このマーケットを「闇」市として広く知らしめることになった。このルールゆえに、奴ど隷れいや毒どく薬やく、危険な魔ま法ほうの品までもが取り引きされる。禁きん制せい品ひん、非ひ合ごう法ほう品ひんなども問われることはない。むろん、それらがどうやって商品として並んだかは、その店主のみぞ知るところである。

　とはいえ、そうした危険でいかがわしい品は、天幕や屋台の作る迷路の奥おくでこそお目にかかれるものだ。入り口近くは、「おとなしい」名産品売り場が並んでいる。そしてまた、正せい規きに仕入れられたものがほとんどである。「奥の顔」は、活かつ気きに溢あふれる入り口付近の賑にぎわいに隠されてしまっている。どこまでも、ロマールという街は二つの顔を持ち続ける。

「あそこだべな？」

　マロウの視線は、一つの屋台に向いていた。赤青黄でけばけばしく彩さい色しきされた布張りの屋根に、ヤシの樹きと、半分に割られて麦わらストローを差しこまれたヤシの実が記号的に描えがかれ、いくつも散らされている。

「ローラン商会自慢、ガルガライス直輸入のココヤシの実です。おいしい果汁はいかがですか？」

　その下で売り娘コが一人、ココヤシの実を片手にせっせと売うり口こう上じようを述べている。ミーアではなかったが、昨日、ミーアから聞いた口上とほぼ同じだ。

「おおっ」

　その売り娘を見て同どう行こう者しやの目の色が変わった。マロウが止める間もなく、屋台へと突き進む。

「いらっしゃいませ。お一つですか？」

「そうッス。お姉さんを、お一つッス」

「は？」

「クレぽん、ダメだべ」

　美人と見れば、他ほかはいっさいおかまいなし。時も場所もわきまえず、ナンパにかかるのが、このクレスポという少年の悪あく癖へきである。

　襟えり首くびを摑つかまえると、マロウはクレスポをぐいと引き戻した。

「失礼したべ。ところで　ここにミーアちゃんいないべか？」

「あら？　あの娘のお知り合いですか？」

　売り娘はマロウの質問に、質問で返した。少し赤みがかった髪に黒い瞳、クレスポが粉こなをかけるだけあって、美人に属ぞくすることは間違いない。年齢は二は十た歳ちを超えたあたりか。胸むな元もとが大きく開いた服は、存在を大いに主張する双そう丘きゆうの効こう果かを意識してのものだろう。浅黒い肌はだの上で、小さな銀色のペンダントが放つ慎つつましげな光が、いいアクセントになっている。

　とはいえ、今の表情は、そこに不ふ信しんと不ふ快かいをあからさまにしすぎ、せっかくの顔を台だい無なしにしている。むろん、営業スマイルとしては大だい失しつ格かく。この二人を客ではないと認めたからなのだろうが。

「んだ」

　その様子にかまわず、マロウは頷いてみせた。

「ここで働いていると思ったんだども？」

「今日は来ていません」

「来てない？」

「ええ。今日は、どのような用よう件けんで？」

「え、いや……働いてるところを応おう援えんしに来たんだども」

　歯切れも悪く、マロウは答える。

「その……朝から？」

「ええ。まったく姿を見せてません。お給金もらった次の日にいきなり休むなんて。よくあると言えばよくあることですけど、上の人が知ったら一発ですよ」

　売り娘は仕草で解ク雇ビを示す。

「そ、そうなんだべか」

　まるで自分のことを言われたかのように、おろおろとマロウは問うた。

「お金もらったら仕事が雑ざつになるじゃ困こまりますから。実際、そういう子は、休みがちになることが多いんです」

　ズケズケと言う。表情も厳きびしい。マロウのみならず、見目麗うるわしい女性ならば何でも肯こう定ていというクレスポでさえ、腰が引け気ぎ味みだ。

「いや、ミーアちゃんはそういう子じゃ……」

「あたしも、そう思ってますけど」

　売り娘は、ふうとため息をついた。

「けど、実際にこれですから。本当に何もご存ぞんじありません？」

　売り台の上に身を乗り出し、マロウの目を真しん剣けんに見つめて、問う。マロウは、首を横に振るしかなかった。

「……ちょっと、何ですか？」

　と、売り娘の視線がマロウからはずれる。新たにそれを向けられたのは、クレスポ。

「お姉さんの綺麗な谷間……」

　売り台に身を乗り出していたことで、そこが覗のぞけるようになっていたのを見逃さなかったのは、さすがと言うべきか。しかし、

　ゴン。

「おおうっ⁉」

　そこしか見えなくなっていたのも、クレスポならではである。

「一つ、銀貨十五枚ですけど？」

　クレスポの頭に、ココヤシの実をお見舞いした後、いかにもな作り笑いとともに売り娘は問うた。その手には、実を削るための小こ刀がたながいつの間にか握られていた。




「んー、性格キツイお姉さんもいいものッス」

　まったく懲こりていない様子で、クレスポは麦わらストローに口をつけた。結局、銀貨を払って──それも、どうもかなり値段を上乗せされて──実を買ったのだが、満まん面めんの笑みを浮かべているところを見るに、後こう悔かいの気配はない。

「なるほど、こりゃ甘くてうまいッスね」

　何とも脳のう天てん気きに果汁の味を楽しんでいる。

「アマラさんかあ。どうやって誘さそおうかな」

　買う買わないで、すったもんだしている間に聞き出した名前を反はん芻すうし、脳天気にそんなことを夢む想そうしている。

　だが、その横で、対たい照しよう的てきに沈しずんだ顔をしているのがマロウだった。

「何か、あったんだべか」

　道が狭せまく、人が多いロマールの闇市は、必ひつ然ぜんとして混こん雑ざつする。その雑ざつ踏とうの中、この二人組の歩いていく先々で、人の流れが乱れていた。行き違う女性の何割かが、その憂うれい顔に目を奪うばわれ、ぼうっと立ちすくんでしまうからだ。それにぶつかり、あるいは、避さけようとして別の人間にぶつかりで、ところどころからは罵ば声せいすら飛んでいた。

　しかし、その元げん凶きようであるマロウは、それを自覚するどころではない。ミーアへの心配で心ここにあらずという状態だ。

　自然と早足になりながら、マロウは歩いていた。吞のん気きに果汁を飲んでいるクレスポは、ときに置いていかれそうになる。

「そんなに急がなくても家は逃げないッスよ？」

「何かの事件に巻きこまれてるかもしれないべ」

「心配しすぎッスよ」

　クレスポは笑い飛ばした。ミーアの不在を聞いて、彼女の家に行ってみると言い出したマロウ、その彼につきあっているのは、単純に暇ひまを持てあましているからに過ぎない。クレスポにとっては、暇つぶしの散さん歩ぽなのだ。

「で、どっちッスか？」

　周囲を見渡す。歩いているうちに、闇市を抜け、下町の一角に出ている。

「ああ、近くまで行ったら子供たちに訊きかないと」

「え？　知らないんスか？」

　驚おどろいて尋ねるクレスポにマロウはうなずいた。

「知らないでいようとしてたんだべ」

　眉をひそめてマロウは答える。

「行けば、ややこしいことになるかもしれなかったから」

「どういうことッス？」

「お母さんと折り合いがよくないらしいんだべ」

　言って、マロウはかぶりを振った。

「聞いた話だども、たぶん、間違いない」

　昨日の別れ際ぎわのミーアの顔をマロウは思い出していた。かけた言葉に、寂さびしそうに頷いた顔を。

　もし、マロウが赴おもむくことになったら、果たして母娘おやこをそのままにできたか。しかし、他人が割って入って、その母親をなじったところで、どれだけの意味があろう。自分を厭いとう母親に、それでもココヤシの実をお土産みやげに持って帰ったミーアを悲しませるだけではないか。

　引っかかりを感じつつも、マロウはこの母娘について深く関かかわろうとしなかった。それが、大いなる後悔となってマロウを苦しませることになる。




　扉とびらを開け放った瞬間に、悲ひ鳴めいがほとばしった。一つや二つではない。野や次じ馬うまとして覗きこんでいた女性のほとんどが──のみならず、少なからず男も──あげたものだ。

　強い血けつ臭しゆうが、扉から流れてくる。野次馬の一人が、「うぐ」と言葉にならぬ声を発したかと思うと、口を押さえ真後ろに駆かけた。そして、十数歩を離はなれた先で、道路に胃の中身をぶちまける。

　扉を開けた本人であるクレスポも、凍こおりついたように立ちすくんでいる。さして広くもない部屋の壁かべと床ゆかが赤黒く染そまっていた。

　そして、正面の壁に、人が、文字通りに貼はりつけられていた。両腕を水すい平へいに開き、身体で十字を作るように。両の手首と喉のどとが、太い釘くぎで壁に打ち付けられている。無数の傷口から流れ出した血で、全身が朱あけに染まっている。何度も何度も切りつけられ、刻きざまれたのであろう、身につけた衣服は、ぼろぼろの端は切ぎれと化して、ところどころにぶら下がっているだけだ。

　右足が、なかった。それは根ね本もとから断ち切られ、無む造ぞう作さに真下に転がっていた。

「な、何だべ、これは」

　マロウは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。ミーアの家を聞き出し、辿たどり着いてみれば、人だかりに出くわした。話を聞けば、中から何やら異い臭しゆうがする、声を掛かけても答えがない。扉には鍵かぎがかかったまま。

　そう聞いて、胸むな騒さわぎを覚えてクレスポに鍵をこじ開けてもらった。その結果がこれだ。

　未いまだ立ちすくんでいるクレスポ──そのひょろひょろの肉体以上に、精神的にも彼はタフさに欠ける──を押しのけて、マロウは室内に歩を進めた。

　ゴツン。

　その足にぶつかるものがあった。目を落として、それが、やはり赤く染まったココヤシの実であることに気づく。頭かぶりを振り、足でそっとどかし、壁に近づいた。心を落ち着かせ、死体を確かく認にんする。

　ミーアではない。身体のサイズが違う。

「この人は、ミーアちゃんのお母さんで間違いないだべか？」

　振り返り、おずおずと扉から顔を覗かせている野次馬たちに、自分の推すい測そくを確かめた。肯定する声がいくつか返ってくる。

　マロウは改めて死者に向き合うと、軽く大マ地ー母フ神アに祈り、魂たましいを弔とむらった。
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「相変わらず、癪しやくに障さわる男ですわ」

　憤ふん懣まんやるかたなしといった顔で、少女は言葉を吐はき捨てた。

「何が、『では、お前たちの仕事だ』ですか」

「〝あいつ〟にしてみれば、ほら『二羽落とすのに』……」

「『矢一本』ッスね」

「え？　それを言うなら、『石』ですよ」

　頰を膨ふくらませて腹立ちを露あらわにするベルカナ・ライザナーザの後ろでは、エルフのシャイアラ、クレスポ、そして、グラスランナーのブックが言葉を交かわしていた。

「確か、東方のミラルゴの故こ事じです」

　クレスポの誤あやまりを正したグラスランナーは、おもむろに右手を伊だ達て眼鏡めがねの縁ふちにかけ、ズレを直してみせた。

「ケンタウロスが、空に向かって石を投げたら、たまたま上がるときに一羽め、下がってくるときに二羽めを仕し留とめて、一度に二羽で嬉うれしいなと。そして、またそれをやろうと、何度も投げ続けたけど、そう幸運もあるはずはなく、そんなことに時を費ついやすぐらいならきちんと働けと……あれ？」

　言いながら、自分がどこかで間違ったことに気づいたのだろう、ブックは言葉を自ら止めた。

「……まあ、そういうことですよ。クレスポさんは間違ってます。姐ねえさん、石です」

「石でも矢でもいいでしょ」

　シャイアラはシャイアラで、拗すねたように横を向いた。

「〝あいつ〟に、いいようにし向けられたのは同じなんだし」

「バーゼル、今に見てらっしゃい」

　シャイアラとベルカナ、二人の怒いかりの矛ほこ先さきは、ともに同じ人間に向いている。ロマール盗とう賊ぞくギルド、〝体術〟の部署に属するバーゼル。なかなかに切れ者と評判のギルド幹かん部ぶである。

〝体術〟の部署は、冒険者として行動する盗賊たちを管かん轄かつ下かに置いている。今、ここで先を急ぐ五人もまた、バーゼルの部下という扱いになっている。

　しかし、彼らはこの上司を決して好いてはいなかった。ベルカナに至いたっては、ことあるごとに、こうして「いつか目にもの見せてあげますわ」と物ぶつ騒そうなことを口走る。

　ミーアの家での惨さん事じを発見したマロウとクレスポは、バーゼルに報ほう告こくすると同時に、その事件調査をギルドに依い頼らいした。ロマールの下町においては、官かん憲けんよりも盗賊ギルドのほうが、よほど調査能力では上をいく。しかも、ギルドは不ふ殺さつの誓ちかいを旨むねとしており、専門の暗殺者を例外として、ギルド員に殺人を許ゆるしていない。

　ところが、バーゼルの返事は、「その事件に関して、うちのギルド員が関かかわっている気配はない。被害者も無関係。金品も関わってない。なら、まったく関かん知ちする必要はない」であった。そこを何とかと押したところ、「では、ギルドとして命令する。お前らが調査しろ」ときたのだ。確かにバーゼルにしてみれば、うるさい陳ちん情じようをいなしつつ、万一の掟おきて破やぶりの可能性も調査できる、一石二鳥だろう。しかし、マロウたちが反発するのも、これまた無理はなかった。

　最初の最初から繰くり返されたパターンだ。少しばかり無む体たいな、ついでに報ほう酬しゆうもしょぼい命令を平気でバーゼルが下し、彼らが反発する。バーゼルが前ぜん提ていとしているギルドへの忠ちゆう誠せい心しんが、彼らには大して強くないことが、すれ違いの遠えん因いんになっている。

　とはいえ、怒りながらも、言われたからには、彼らはそれをこなすしかなかった。曲まがりなりにもギルドの一員になってしまい、もはや抜ぬけることもできない。何より、この件に関しては、マロウが必死だった。事件の犯人を捜さがすだけではない、行ゆく方え知しれずになってしまったミーアを見つけ、保ほ護ごしないといけない。

　かくて、五人連れだって、再度事件現場の検けん分ぶんとなったのである。




「はい、どいてくださいッス。ギルドの調査ッス」

　家の前には、いまだ野や次じ馬うまが人だかりを作っていた。それにクレスポが声をかけ、かき分ける。素す直なおに人が割れたのは、扉とびらの前に立つ、剣けん吞のんな雰ふん囲い気きの男が合あい図ずをしたのも理由になっている。

「俺が来てからは、誰も中に入れてない。それまでに入ったというヤツの話も聞いていない。衛えい視しにも話はついている」

　扉ですれ違いざまに、男は一行に告げた。盗賊ギルドが、まったく役に立たないわけでもない。

「うあ」

　中の惨状を目まの当たりにして、シャイアラが声を上げた。

「アタシ、パスね。みんなでやっといて」

　そのままくるりと振り返ると、手を振りながら、すたすたと歩き始める。エルフ特有の長い両耳が、力を失ってでろんと垂たれている。想像を上回る光景だったのだろう。

「あ……シャイアラどん」

　後ろからマロウが遠えん慮りよがちに声を掛ける。

「せめて、〝精霊力感知センス・オーラ〟だけでも」

「亡者アンデツドはいないから、たぶん」

　後ろ向きのままの投げやりな答え。そして十歩以上を離れると、腰を下ろした。

「後は任せた」

「ま、しょうがないッスか」

　動きませんよと全身で表現しているシャイアラを見て、クレスポが肩をすくめた。

「それにしても、徹てつ底てい的てきですわね」

　壁に貼りつけられた死体を見ながら、ベルカナが声を発した。他人に弱みを見せることを極きよく端たんに嫌きらう性格ゆえに、冷れい静せいを装よそおってはいるものの、顔は青ざめ、声も震ふるえ気味だ。

「こうまでするのは、やっぱり、恨うらみでしょうか？　だとすると」

「ベルカナどん！」

　言いかけた言葉をマロウが遮さえぎった。しかし、彼にもわかってはいる。

　ギルドやバーゼルが消しよう極きよく的てきだったのも、その可能性が高いと踏んだからだ。これが、何か別の理由ならば、殺さつ人じんの裏に金品の移動を疑うたがう必要があり、それは、ギルドの気にするところだ。しかし、「彼女」による「怨えん恨こん」が理由の犯罪なら、次はない。それ以来、行方が知れないとなれば、なおさらのことだ。

「凶きよう器きが見つかりませんねえ」

　一通りの捜そう索さくを終え、隣の部屋にまで移っていたグラスランナーから、声が届いた。

「どう見たって、刃は物ものなんですけどね。包丁やナイフはきれいに収まってますし」

「洗って、しまい直したってことは？」

「ないと思いますよ。台所はきれいなもんです。こっちに来た様子はありません」

　ベルカナの問いかけにブックは答える。

「これだけのことをすれば、相当返り血を浴びてるはずでしょ？　そんなんで動き回ったら、どうしたって、どっかに跡あとは残るはずですが、こっちには、まったく何にも」

「こっちも異常なし」

　別の扉の向こうからも声が聞こえた。クレスポのものだ。

「たぶん、犯人は、その部屋しか入ってないッスね」

「これ、抜いてみますか？」

　現場では、ベルカナとマロウが死体の検分を続けている。ベルカナが示したのは、死体を壁に繫つなぎ止めた太い釘だ。喉に一本、そして、両手首に一本ずつ。

　言ってはみたものの、釘は、その頭まで肉の中にめりこませている。容よう易いに抜けそうなものではない。

「台がいりますわね」

　釘の位置は、小こ柄がらなベルカナでは、つま先立ちになってようやく目の高さに来るあたりだった。これでは、深く打ちこまれたそれを抜くには都つ合ごうが悪い。

　きょろきょろと部屋の中を見回したベルカナは、大きな丸テーブルに目を留めた。

「高すぎ……」

　そんなものに乗ってしまうと、今度は中ちゆう腰ごしか膝ひざ立だちだ。

「オラがやるべ」

「お願いします」

「ああ、無理かも」

　代わりを買ってでたマロウだったが、すぐに諦めるしかなかった。

　死体は完全に硬こう直ちよくしており、半ば埋まい没ぼつした釘の頭を指でひねり出すのは不可能だった。仮にできたとしても、指の力だけで抜けるような打ちこまれようでもない。何か道具が必要なのは明らかだ。

「いっそ、腕を引き抜いたほうが早いかもしれないべ」

　冷たく、カチカチに固まったそれを摑つかんで引っ張るのはぞっとしないところではある。

「喉もですか？　しかたありません。放ほうっておきましょう」

　そして、ベルカナは付け加える。死体の頭をかき抱いだいて引っ張るのは、それ以上にたまらない。目を見開いたままだから、なおさらだ。

　はあと、大きくため息をつき、ベルカナはよろけた。さすがに空から元げん気きも限界に近かったのだろう。

「一回、外に出るべ」

「そうしましょう」

　よろけてテーブルに片手をついたまま、ベルカナはマロウに答えた。ふと、そのテーブルに目を落として、訝いぶかしげな表情を浮かべる。

「ここ、何か載のってました？」

　テーブルの上にもまた、おびただしい血が飛び散っていた。だが、その一部が、丸く、白いままになっている。ちょうど、何かを置いていたかのようだ。

「いや」

　言って、マロウは周囲に目を配る。そして、自分の足あし下もとに転がるそれに気がついた。べっとりと血をつけた丸い……ココヤシの実。

「これかも」

　大きさはちょうどだ。載っていたそれが、何かのはずみで転げ落ちたとすれば、辻つじ褄つまは合う。

　実を拾い上げたマロウは改めて暗あん澹たんとした気分になる。それは、娘が母との仲を取り戻すために、自分の給金を削けずってまで持ち帰った品だったのだ。

「そうみたいですわね。で、これは？」

　ベルカナは、もう一度テーブルの上を指し示す。

「何の跡でしょうか？　まな板にでもしたんでしょうか？」

　そこには、細長い傷がいくつか残っていた。ベルカナの言うように、それは、刃物でつけた傷としか見えなかった。
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「聞いた話を整理するとですね」

　グラスランナーが、いつものごとく、伊だ達て眼鏡めがねをクイクイッと動かしながら、喋しやべり始めた。

　現場の検分と周囲での聞きこみを終え、一度考えをまとめるために、一行は贔屓ひいきの酒場に集まっていた。

　テーブルを囲み、得えた情報をまとめていく。

「まず、昨日は、日が沈しずむ前に、ひどい口こう論ろんがあったそうです。主に母親がミーアをなじっていたということですね」

「それは、間違いないんですわね？」

「『いつものこと』らしいですよ」

　ベルカナに問われて、ブックは肩をすくめた。

「ほぼ毎日のことだそうですよ。ですから、声も間違いないと断言してくれましたよ」

「なじっていたという話の中身は？」

　シャイアラが口を挟はさんできた。

「それも、『いつものこと』だそうで。『お前なんかいらない子だ』とか『産んだのは間違いだ』とか、まあ、その手のことです」

「ひどいこと言うわねえ」

「それが、本当の本心かどうかはわからないべ」

　シャイアラの感想に、マロウが呟いた。

「そう思っている『つもり』でしかなかった、ということもあるんだべ」

「どういうことよ？」

　問うたシャイアラに対し、マロウは軽く頭を振った。

「自分の心だから、自分でわかって当たり前のつもりで、わかってなかったこともあるってことだべ」

「……まあ、いいけど」

　得とく心しんのいかぬままだが、シャイアラは言葉を止めた。

「つまりは、ミーアが一度家に帰ったのは間ま違ちがいないということですわね。ココヤシの実もありますし」

　ベルカナが話を引き戻しつつ、マロウに確かく認にんする。

「ああ、これは、あのときミーアが持って帰ったものだと思うべ」

　マロウがテーブルの上にココヤシの実を置く。きれいに洗って血を落とし、昨日見た茶緑まだらの品であることがわかった。一方で、今日、クレスポが買ったのは、緑色の綺き麗れいなものだった。

　洗ってみて、もう一つわかったことがある。何カ所か、不ぶ器き用ように皮を削った跡あとがあったことだ。しかし、ミーアのやったように綺麗に削ってあるわけではない。飛び飛びな上に、角度もバラバラ。素人しろうとがやりかけて止やめたとしか思えない。そうなると、テーブルに残っていた傷も、これを削ろうとしたときにつけたものだろうという推理が成立する。

「近辺の聞きこみでわかったことはもう一つあります」

　ブックが再び話し始める。

「これは、昨晩の遅おそくのことです。ゴンゴンと壁を叩くような音が、しばらく響ひびいていたそうです。推理するなら」

「死体を釘で打ちつけた音ッスね？」

　クレスポの言葉にブックはうなずいた。

「その直前に、争うような声と音があったという証しよう言げんもあります。ただ、さほど長くはなかったと」

「そこが一つの問題ですわね」

　ベルカナが首を捻ひねった。

「あれだけ切りつけたなら、それだけでかなりの時間がかかります」

「全部が全部、生きてる間の傷じゃないと思うべ」

　マロウが口をはさんだ。

「たぶん、あれだけ切られる前には死んでるだ。深い傷もあったし、何より右足は切り落とされてた」

「生きたまま、壁に打ちつけられて無む抵てい抗こうということもないでしょうし」

「で、犯人は誰なんスか？　やはり……」

「そんなことはないべ！」

　言いかけたクレスポに、マロウが声を荒あらげる。

「それは違う」

「わたしもそう思います」

　言って、ベルカナは立ち上がった。

「マロウさん、そのミーアという女の子は、わたしに比べて背は高かったですか？」

「いや。あの娘はベルカナどんより五つも年下だべ」

「とすると、釘を打った位置が高すぎるでしょう？　わたしでも苦労するような場所です」

「なるほど」

　マロウは手を打った。

「ベルカナどんよりは、背が高くないと無理だべな。ただ、そうすると」

「ええ。ミーアが殺人犯に攫さらわれた可能性もあります。あるいは、うまく逃げ出してどこかに隠れたか」

「攫われたとしたら、やっかいッスねえ。昨夜、その辺りで人を『見た』という証言はないんでしょ？」

「ありませんね」

　クレスポの問いにブックが答えた。

「ちなみに、盗賊ギルドも何も摑つかんでいません。あの辺りでは……乞こ食じきさん、商売しませんから」

　ロマール盗賊ギルドは、そこに多い物もの乞ごいたちも管理している。そして、上じよう納のう金きんと同時に、彼らが見聞きしてくる情報を集めている。

　しかし、ミーアの家があったのは、下町の中でも特に生活に困る下層の人間たちが住む場所だ。物乞いが利益を期待できる場所ではない。

「でも、住んでる人は多いんでしょ？」

　今度はシャイアラが問う。

「ええ。ですが、自分の家の近所で、夜中に商売すると思います？」

「しないわね」

「つまり、あそこに住んでる人で、あの時間、外にいた人はいないんですよ」

　ブックは肩をすくめる。

「もちろん、酒場とかあるような場所じゃありませんし。真夜中だと、通りには本当に人ひと気けなさそうですね」

「夜中に壁をドンドンやられたんでしょ？　誰か、様子を見に行かなかったの？」

「それも『いつものこと』だそうで。確かに、ふだんより長くて派は手でだったなと、後から思ったそうですよ」

「はあ……お手上げね」

　ブックに確かめ、シャイアラはため息をついた。

　犯人捜さがしは暗あん礁しように乗り上げつつあった。

「もう少し、聞きこみの範はん囲いを広げれば、何か見た人が見つかるかもしれません。それについては、ギルドの応おう援えんを頼たのんでみることもできますが」

「バーゼルに頭を下げるのは癪しやくよねえ」

　ブックの提案にシャイアラは渋じゆう面めんを作る。

「バーゼルじゃない人に、頼めばいいのですわ」

　薄うす笑わらいを浮かべ、ベルカナが割って入ってきた。

「何が、『被害者も無関係』ですか。しっかり、関係者じゃないですか」

「なるほど、そうですね」

　ブックはうなずいた。ミーアの母親もまた、その近辺に住む者たちと、職を同じくしていた。つまりは、盗賊ギルドの末まつ端たん構成員にあたる。

「見こみで犯人決めてかかるから、こんなことになるんです」

　目はあくまでも暗く、しかし、口調は楽しげにベルカナが言う。

「報告は『うっかり後回しにして』、あの辺りの人を通じて〝物乞い〟の部署に直接依い頼らいしましょう。これで、バーゼルは失点一です。ふふふ……」

「それはそれとして、ミーアが犯人から逃げて自分から隠れてる可能性もあるッスよね？」

　クレスポが口を挟んでくる。妙みように浮うわついた様子だ。

「ええ、それは、そうですけど？」

「それなら、ミーアの行きそうなところを、彼女の知り合いに聞きこみしてみる必要もあると思うッスよ」

「クレスポさんにしては、まともな意見ですわね」

「よし、オラは、子供たちに話を聞いてみるべ」

　早さつ速そくとばかり、マロウが立ち上がった。

「時間があれば、その心当たりも回ってくるだ」

「そうッス。そうすべきッスよ」

「クレスポさん？」

　ひゅうという音とともに、寒風が吹ふいた。ベルカナの声は、そんな錯さつ覚かくを覚えるほどの冷たさだった。

「何を企たくらんでますの？」

「え？　俺は俺の心当たりを回ってくるだけッスよ。アマラさ～ん」

「ちょっと、クレスポさん」

　止める間もあらばこそ、クレスポは駆かけだした。テーブルをはさんでいたことがベルカナの出足を止めさせ、マロウはすでに席を離れていた。グラスランナーやエルフを含むこの一行でこそ鈍どん足そくと嘲あざけられるクレスポだが、それは、他ほかが速すぎるだけで、実際にはかなりの駿しゆん足そくだ。わずか一呼吸の間に、早くも酒場の自じ在ざい戸どに達している。

「じゃあ、そういうことで聞きこみにいってくるッス。これぞ、『一つの矢で鳥を二羽』の奥おう義ぎ」

「いや、だから、『矢』じゃなくて『石』ですよ。なぜ、間違えて覚えてるんですか」

「……あれ？」

　背中を向けて駆けだそうとしたクレスポの足が止まった。

　しばらく、後ろ向きのまま、しきりに首を捻っている。

「思い出したッス！　ヒントは『谷間』ッス！　アマラさ～ん」

　そして、今度こそ足も止めずに駆け去った。
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「『谷間』って、どういうことですの⁉」

　酒場では、取り残されたベルカナがいきり立っていた。うっかりすると、愛用の鎚矛メイスを振り回しかねない勢いだ。

「やっぱり、そこじゃないの？」

　クスクスと笑いながらシャイアラが示す。

「指差さないでくれませんか？」

　剣けん吞のんな目でベルカナはシャイアラを見た。エルフが指差したのは言うまでもなく、ベルカナの胸である。残念ながら、谷間と呼ぶべきものがあるとは言えないサイズだ。

「で、それが、なぜ、『ヒント』ですの？」

　最初に会ったとき、クレスポがココヤシ売りのアマラの胸に見とれていたことは聞いている。そんなこと、いつもの悪あく癖へきだと笑い飛ばせばそれですむのだが、「ヒント」などと言われては、気になるのもしかたない。

「それはねえ……。こんなところに矢や筒づつ挟はさむ人もいないでしょうし」

「マロウさんは、何か気づきませんでした？」

「オラは、そんなとこしげしげと眺ながめる趣しゆ味みはないだよ」

　ブックに問われ、マロウは首を捻ひねった。

「胸の開いた服で、こう、売り台越しに顔を伸ばしてきたから、確かにそこは目立ったんだども」

　マロウはテーブルに身を乗り出して、その場面を再現する。

「ふむふむ、こうね？」

　シャイアラがそれを真ま似ねた。ベルカナはふんと目を逸そらす。シャイアラは、エルフには珍めずらしく肉付きのよいタチで、「谷間」の確認も可能だ。

「それで、ここに何か見えたわけだ」

　自らそこを指差した。

「マロウ、何か思い出せない？」

「そっただこと、言われても……。それより、オラは、さっさと外に出てミーアを捜さがしたいだ」

「そうですわね。よく考えてみれば、クレスポさんの謎なぞかけにつきあう必要なんて、ありませんもの」

　マロウの言葉を受けて、ベルカナが強い口調で言う。

「知りたければ、直接問い質ただせばすむことです」

　そして、立ち上がる。

「わたしも、聞きこみに回りますわ。皆みなさんも、そうなさってください」




「ベルカナさんは、クレスポさんを追ってったんですかねえ？」

「そんなとこだべ」

　ベルカナが憤ふん然ぜんと酒場を後にしたのをきっかけに、マロウとブックもまた外へ出た。浮ふ浪ろう児じたちにミーアの行き先の心当たりを尋たずねようとするマロウ、そして、ミーアの家の近辺に住む物乞いたちにその上役との繫つなぎをとってもらいたいブック、行き先がほぼ同じであるために連れだっている。

　ベルカナはどこへ向かうとも言わずに出ていった。だが、元来が山の手のお嬢じよう様さまである。下町では、聞きこんで回る人脈には乏とぼしく、土と地ち勘かんも父親によく連れていかれたという闇やみ市いちぐらいにしかない。飛び出たはいいが、クレスポを追うぐらいしかなさそうだとみるのは、そう的まとはずれではない。

「あの二人、どうなんでしょうね？」

「どうなんだべかな？」

　実じつ年ねん齢れいこそ上であるが、やや小こ柄がらで童どう顔がんなベルカナは、年上好み、ナイスバディ好みを公言してはばからないクレスポからすれば、少しターゲットからは、はずれているはずだ。一方で、ベルカナはクレスポの軽けい薄はくな振ふる舞まいを嫌きらい、幾いく度どとなく冷たい言葉を浴びせ続けている。

　しかし、気がつけば連れだって行動していることが多いのもこの二人だ。そして、クレスポが異い性せいに絡からもうとするごとに、何やかやで、ベルカナも傍そばにいることが多い。

「それにしても、クレスポさんは何を見たんでしょうか？」

「何だべかなあ」

　マロウはゆっくりと記き憶おくをたぐってみた。クレスポの態たい度どからして、それがアマラの胸を意識していたことは間違いない。

「ん？」

　記憶に引っかかるものがあった。アマラの浅黒い肌の上で光っていた。あれの形が、確か……。

「ああ、あれだ」

「何か思い出しましたか？」

「銀のペンダントだ。首から下げて、ちょうど胸のあたりだったべ。それが、矢の形をしていたんだべ」

「何だ、そんなことですか」

　ブックは噴き出した。

「わかってみれば、あっけない」

「んだ。矢や尻じりが二ふた股またになった、ちょっと洒落しやれた形していたべ」

「え？　二股矢尻？」

「んだ。だからますます、クレぽんが、『一本で二羽』って、引っかかったんだな。納なつ得とくだべ」

「ちょっと、待ってくださいよ。それ、ヤバイかもしれません」

　グラスランナーは、足を止め、慌あわてた様子で背せ負おい袋ぶくろを下ろす。口を開き、中に何冊も詰つめこんである書物を引っかき回し始めた。

「つい先日、新しい本で読んだばかりなんですよ」

　ブックは、ばらばらとめくっては戻もどしを繰くり返す。そして、ついに望みの本、望みのページを探し当てた。

「これです。邪じや神しんミゴリ。恨うらみと復ふく讐しゆうの神。二股矢尻の矢をシンボルとする。その意味するところは、『恨みは倍ばい返し』」

「な、なんだって⁉」

　震える指先でブックが示したページを、マロウは覗きこんだ。




　ミゴリは教える。恨むがよい、と。恨みは正しき感情であると。

　ミゴリは教える。害には害で報むくいよ、と。自らのみ傷つくは不平等であると。

　ミゴリは教える。罪つみに罰ばつを与あたえよ、と。罰与えられずば、罪人は自覚せずと。

　ミゴリは教える。恨み、報い、懲こらしめ、人は生きるべきであると。




「ミゴリの信者は自ら復讐に狂くるうこともありますし、他者の復讐を代だい行こうしたり、手助けすることもあるそうです。そして、『恨みは倍返し』です。彼らの行なう復讐は度を超こしたものが当たり前です。ミゴリ自身からして、神々の不ふ和わを煽あおり、いたずらに拡大した神であり、神々の戦いを相あい討うち相あい滅ほろびるほどのものにしたとも言われる神です」

「まさか」

「しかし、そうだとすると辻つじ褄つまは合いますよ。ミーアさんが、母親に苛いじめられているのを知ったアマラが、代わって復讐したと。この邪神の信者なら、あれほどの残ざん虐ぎやくさも納得できます」

「だとすると、まずいべ」

「ええ。クレスポさんが危ない」

　慌あわてて二人は方向を転じ、走り始めた。だが、彼らの救きゆう援えんは、今一歩、遅かったのである。




　マロウとブックが、クレスポ、ベルカナと再会したのは、闇市に入ろうとする直前であった。道の向こうから、二人はもつれるようにして歩いてきた。

　長身のクレスポが、小柄なベルカナに、ほとんどもたれかかるようになっている。肩を借りて歩いているというより、負われて引きずられていると言ったほうが近い。

　マロウたちを見つけ、ベルカナは足を止めた。安あん堵どの表情が浮かぶ。

「ココヤシの実で」

　クレスポを下ろしながら、ベルカナはそう報告した。いつもは洒落で巻いているクレスポの鉢巻きが、今は包ほう帯たい代わりに巻き直され、赤く染まっている。

「しつこく誘いをかけたクレスポさんもクレスポさんですけど」

「とにかく、すぐに〝癒しキユアー・ウーンズ〟をかけるだ」

　言って、マロウは神に祈る。真っ白だったクレスポの顔に血の色が戻ってきた。

「これは、どういうことだべ？」

「わたしがいなければ死んでました」

　憮ぶ然ぜんとした顔で、言葉だけは冷静にベルカナは答えた。

「すぐに手当てして引っ張ってきたんです。まさか、手加減なしとは思いませんでしたわ」

「それは、つまり、ココヤシの実で思い切り打たれたということですか？」

「頭が割れるほどの勢いで」

　ブックが尋ね、ベルカナはうなずいた。

「虚きよ弱じやくなクレスポさんは、そのまま地面に突つっ伏ぷして、二度と立ち上がらずですわ」

「それでどうしただ？」

「闇市で、おいそれと手を出すわけにもいかず、そのまま引き返すことにしたのです」

　ロマールの盗賊ギルドは、ギルド長カニングの美学から、メンバーが軽々しく暴力を働くことを禁じている。特に闇市は、そこから得られるアガリがギルドの主要な収入であり、商売のほかには、詐さ欺ぎと盗みまでしか許されていない。

　無む駄だに騒さわぎを起こすことは、いつの間にやらギルドのメンバーにされてしまった彼らにとって、あまりいい結果をもたらさない。少なくとも、いけすかないバーゼルにねちねちと説せつ教きようを食くらうことは避さけられないだろう。

「先に相手を怒おこらせたのはクレスポさんですし、刃は物ものでも使われたのならともかく、ココヤシですし……」

　先に暴力を受けた、相手に非ひがある、と主張するにも、これはかなり微び妙みようである。

「ただ、あくまでわたしの見立てですが、あれは本気でした」

「殺すつもりで？」

「少なくとも、死んでもいい、でしたわ」

「それは、いやがってるのをしつこくクレぽんがナンパしたからだべな？」

「ええ。そうです。それにしても」

　ブックやマロウに尋ねられ、答える声は、握にぎりしめた拳こぶし同様に小さく震えている。

「やりすぎです」

「どうやら、確定ですかね？　やりすぎた報ほう復ふく」

「だべな」

　伊だ達て眼鏡めがねをクイクイと動かしながら、ブックがマロウに問い、マロウはうなずいて返した。




　　　　６




　夕ゆう陽ひが沈まんとする頃、ロマールの郊こう外がいで彼らは対たい峙じした。

「ミーア！」

　マロウの呼びかけに走り出そうとした少女の肩を、アマラは軽く押さえた。

　それで、はっとしたように少女は立ちすくんだ。マロウとアマラ、二人の顔を交こう互ごに見比べ、そして、悲しげに顔を伏せた。

　手紙を使っての呼び出し、そして、五人という人数で待ちかまえられていたことから、ほぼ自分の正体が露ろ見けんしていることを察したのだろう、アマラは、薄笑いを浮かべた。沈みかけた夕陽が、その唇くちびるを釣つり上げた笑えみを赤く照らし出す。

「大人数でお出ましね。それで？」

「まず、一つ確認したいことがあるべ」

「ミーアの母親なら、あたしが殺しました」

　平然と、アマラは答えた。その言葉に、杭くいでも打ちこまれたように、ミーアは胸を押さえ、そのまま膝ひざを折る。

「お、お前は……」

　マロウは絶句する。聞くより前に、子供の目の前で、あっさりとそう口にするとは思っていなかったのだ。

「殺されて当然の女でしたから」

「やめろ！」

　マロウは叫さけばずにはおれなかった。

「ミーアの前でそれ以上言うでねえ！」

「この子の前だからこそ、言っているの」

　冷たい瞳で、アマラはマロウたちを見み据すえる。

「長年に亘わたって、この子を苛いじめ続けていた母親よ。報いを受けて当然でしょう。知ってるの？　たとえば、この子の脚あし。それを折って、こんなふうにしたのが誰か？」

　マロウに返す言葉はない。その噂うわさは前から聞いていた。そして、ミーア自身がそれを否ひ定ていしたこともない。

「この子はまだ小さい。だから、あたしが代わって復讐したの。ねえ、ミーア。あなた、言ったわよね？　お母さんが憎にくいって」

　ぴくりと肩を震わせ、ミーアはアマラを見上げる。次に、マロウへと視線を移す。下を向き、少女は声を絞しぼり出した。

「言ってない」

「何ですって⁉」

　激げつ昂こうして、アマラはミーアの胸ぐらを摑つかんだ。悪あく魔まのごとき形ぎよう相そうで少女を見据える。

「言っ・た・で・しょ！」

　一音一音区切り、ぐらぐらと揺さぶりながら、怒ど鳴なりつける。

「何してるだっ！」

　たまらず、マロウが飛び出した。神官戦士の接せつ近きんに気づいた邪神の信徒は、少女を突き飛ばすと、指を向けた。

「〝彼かの者に痛みと傷を！〟」
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「うぉっ」

　神々へ呼びかけるための言葉でなされた詠えい唱しようは、力となってマロウの肩を切り裂さいた。しぶいた血を見て、ミーアが悲鳴をあげる。〝負傷ウーンズ〟の魔法は、まったくの疑うたがいなく、アマラが邪じや神しんの信徒であることを示した。

　傷の痛みに、マロウの足が止まる。マロウとアマラは、数歩の距きよ離りを置いて、向かい合う。

「観念するべ」

　マロウは、アマラを睨にらみつけた。

「多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいだべ。人ひと質じちなしでどうする？」

　突き飛ばされたミーアの許もとへは、すでにベルカナが駆かけ寄より、庇かばうようにアマラとの間に入っていた。

「人質？　何を勘かん違ちがいしているの？」

　アマラもまた、マロウを睨み返す。

「あの子はね、あたしの正しさを証言してもらうために、連れてきたの。ミーア、あなた、言ったでしょう？　お母さんが憎いって」

「……言ってない」

　再度繰り返された質問を、ミーアはやはり否定した。うつむき、か細い声で。

「噓うそつきには、罰ばつが下るわよ」

「もう、やめるだ」

　厳しくミーアを問いつめようとするアマラにマロウは言った。

「ミーアは、本当に『言ってない』んだべ」

「ふざけないでよ！」

　アマラは大声をあげる。

「あたしは、確かに聞いた。だからこそ、復讐を果たしたの」

「いいや、それは、空そら耳みみだべ」

　マロウは強く、相手を否定する。

「よくあることだべ。言ってもいないことが聞こえるのは」

「でたらめだわ」

「ミーアは、お母さんを愛していた。仲直りしたかったんだべ。だから、『言ってない』」

「けれど、憎んだのよ！」

　二人の激しい言い争いの中、ミーアは泣なき崩くずれていた。その背をベルカナが優やさしく撫なでている。

「恨みの言葉をミーアは言った！」

「そんなのは、無視」

「はぁ？」

「人は、ときどき思ってもいないことを口にするものだべ」

「あんた、その場その場で適当言ってんじゃないわよっ！」

「わからないか？　オラは、ミーアを『許す』と言っているんだべ」

　マロウは、胸を張った。

「過あやまちを認め、愛を認めるなら、それでいい。ちょっと間違ったことを口走っただけで、苦しむことはない。愛したいという気持ちは、何より貴とうといものだべ」

「平行線ね。これ以上、『許す』なんて、ぞっとする言葉を聞きたくないわ」

　アマラは腕をあげ、マロウを指差す。先に〝負傷ウーンズ〟を使ったときと同様に。マロウはやむをえず、斧おのを構える。

「オラは、できることなら、あんたも『許したい』だども」

「お断りよ」




　戦いは、あっけないものだった。アマラは、再度の〝負傷〟をマロウに放ったものの、それで倒すにはいたらず、逆に、斧による反撃と、ベルカナとシャイアラからの魔法を受けて、ほとんど一瞬で昏こん倒とうすることになった。彼女が、再び目を覚ましたときには、すでに全身をロープでがんじがらめにされていた。

　日は完全に沈みきっているが、ベルカナの灯ともした〝明ラかイりト〟の魔法が、周囲を照らし出していた。

「トドメは刺ささなかったの？」

　縛しばられ、地面に転がされたまま、アマラは冒険者たちを睨みつけた。

「あたしは、まだ抵抗できるわよ」

　噓うそではない。邪神の信徒が使う暗黒魔法は、呪じゆ文もんさえ使える状じよう況きようならば発動が可能だ。かなり頑がん丈じように縛られ、身動きの取れないこの状態でも、何かの魔法を使うことはできる。

「そのときには、またぶん殴なぐる用意があります」

　鎚矛メイスを片手にベルカナが答える。

「そうしたら、今度は、気絶じゃすみませんよ」

「いいわね」

　アマラは笑った。

「そのときは、あなたを呪のろうわ。亡者アンデツドとなって蘇よみがえるのも面おも白しろいかも。恨みを持たせたまま、あたしを殺そうなどと思わないことね」

「もう、やめて」

「ミーア？」

　少女の姿を認めて、アマラにわずかながら狼ろう狽ばいの色が見えた。

「あなた、まだいたの？」

「はい。アマラさんに言わなければいけないことが」

「お礼かしら？　それとも恨うらみ言？」

　アマラは冷笑を浮かべる。

「どちらでもいいわよ」

「違います。わたしは、マロウさんの言うことが正しいと思います。だから、アマラさんを……」

「まさか……！　冗じよう談だんはやめて」

　厳しい声で、アマラは言う。

「あたしは、あなたの母親を殺したのよ。あなたが今になって母親を愛していたと言うなら、なおのこと、あたしのことを恨みなさい」

「恨みません」

　きっぱりとミーアは言った。

「そりゃ、母さんを奪うばわれたことは、辛つらいです。殺されて嬉うれしいはずがありません。けれども、アマラさんが、わたしにいろいろとよくしてくれたのも事実です。仕事を教えてもらい、悩なやみ事の相談にも乗ってくれました」

「仕事教えたのは、それがあたしの仕事だったから。悩み事を聞いたのは、あんたから恨みを聞き出したかったからよ！」

「それでも、嬉しかった。わたしは、マロウさんの言葉に従したがいます。愛する気持ちが、少しでもあるんだから、アマラさんを『許し』ます」

「やめて」

　それは、ほとんど悲ひ鳴めいだった。

「あんたは、あたしを恨むべきなのよ。恨んでよ。お願いだから。わかってるの？　あたしがどれだけのことをしたか」

「もう、やめときなさいよ」

　泣きながら、自分を恨めと少女に懇こん願がんするアマラを諭さとしたのはシャイアラだった。

「あたしたちは、エルフだから、神様の教えがどうとかは深く考えないんだけどさ。これについては、あんたの負け。マロウがハーフ・エルフなのはわかってるわね？」

「それが？」

「マロウは森に捨てられていたそうよ。もし、彼の養父が通りかからなければ、そのまま死んでいたでしょうね」

「だから、何？　不幸な生まれだから、あいつの言葉のほうが説得力があるとでも？」

「わからないの？　マロウはね、その自分を捨てた両親さえも『許し』てるのよ。しごく、当たり前にね」

　アマラには、言葉もなかった。地に転がった姿勢から、呆ぼう然ぜんとマロウを見上げる。

「ミーアの家に残ってた『これ』を見て、オラは思っただよ」

　言って、マロウはアマラの前に、それを置いた。緑色に茶色がまだらになったココヤシの実。

「ミーアが持って帰ったものだ。もし、お母さんが、心の隅すみから隅まで、欠けることなくミーアを嫌ってたというなら、触さわりもしなかったはずだべ」

　実には、あちらこちら不器用に削ろうとした痕あとが残っている。すでにコツを摑んでいたミーアの手によるものであるはずはなく、ならば、誰がそれをしようとしたのかは明らかだ。

「人は、自分でも自分の心の中はわからないだ。一いつ時ときの感情がすべてであるはずなんてないんだべ。だから『許す』んだべ。オラを捨てたのも、ただの間違いなんだから責めるもんじゃないだ」

「そんなことを本心から」

「もちろんだべ」

　アマラにマロウは答える。

「疑う？」

　シャイアラに問われ、アマラはしばらくマロウを見つめ続けていた。やがて、ゆっくりと首を振った。

「そういうことよ。マロウがここにいて、『許せ』と言う限り、あんたの『恨め』は勝てないの」

　嗚お咽えつが漏もれた。もはや、泣くことしか、アマラには残されていなかった。

「泣くといいべ」

　そのアマラにマロウは優しく言う。

「自分を責めるためじゃなく、自分を許すためにたくさん泣くといいだよ」







　あとがき




　はじめまして、こんにちは。藤ふじ澤さわさなえと申します。

　本書を手にとっていただき、本当にありがとうございます。




　この本は、まだ出会って間まもない頃ころの〝ぺらぺらーず〟のお話をまとめた短たん編ぺん集しゆうです。

「……ぺらぺらーずって、何？」

　そう思った方かたのために、ちょっぴり解かい説せついたしますと……

　タイトルにもなっている〝ぺらぺらーず〟とは、本書で輝かがやかしい（？）活かつ躍やくを見せている、クレスポ、ベルカナ、マロウ、シャイアラ、ブックの五人のことです。

　彼らは冒ぼう険けん者しやであり、仲なか良よき友人であり（きっとね）、共ともに仕事をするパーティであり（たぶんね）、命を共にする仲間なのです！（……めいびー）

　そんな彼ら五人のパーティ名めい称しようが〝ぺらぺらーず〟。その由ゆ来らいは、この本でも多く登場する「貧ひん弱じやく」とか「非ひ力りき」とかの言こと葉ばから推すい測そくしていただけるでしょう（笑）。

〝ぺらぺらーず〟の愉ゆ快かいなキャラクターたちが生まれたのは、富ふ士じ見みドラゴンブックより刊かん行こうされております『新ソード・ワールドＲＰＧリプレイ集ＮＥＸＴ』シリーズです。

　これは「ソード・ワールドＲＰＧ」というゲームを遊んだ風景を赤せき裸ら々らに、会話形式で脚きやく本ほんのように描いているもので、そこでゲームのプレイヤーとして冒険しているのが〝ぺらぺらーず〟なのです。

　本書では、そのリプレイから飛び出した〝ぺらぺらーず〟が、小説に登場するキャラクターとなって活躍しています。

　既き刊かんのソード・ワールド短編集『へっぽこ冒険者とイオドの宝』や『へっぽこ冒険者と緑の蔭かげ』でも、ちらちらっと姿すがたを見せていた彼らですが……なんと今回は一冊丸々〝ぺらぺらーず〟！　右を向いても左を向いてもぺらぺら～な五人が元気に暴あばれまわっています。

　どうぞ可愛かわいがってあげてください（笑）。

　今回収録されている短編は、どれもリプレイシリーズでいうところの、１巻と２巻の間に起こったエピソードです。リプレイではなかなか見られない、キャラクターの意外な内面や、思い悩む姿など、小説ならではの〝ぺらぺらーず〟を楽しんでいただけると思います。

　けれど、初めて〝ぺらぺらーず〟に出会った方でも楽しんでいただけるよう工夫して書きました。

　ので。

　本屋でなーんとなく手にとって、あとがきから立ち読みしていらっしゃるアナタ！

　よかったら、そのままレジまで運はこんであげちゃってください。ぺこり。




　私が〝ぺらぺらーず〟と付つき合い始めて、早くも一年以上が経たちました。本として世に出る前の、準備期間も合わせたなら、もう二年が過すぎようとしています。

　……もうそんなになるのか……。

　がむしゃらに突つっ走るばかりで、あんまり後ろを振り返らなかったものですから、今さらながら軽く動どう揺ようしてたりします。

〝ぺらぺらーず〟が誕たん生じようした頃、私はまだ大阪の端はしっこにある大学に通う学生でした、そう言えば。

　敷しき地ち内ないを真っ黒レースの日傘をさしたゴスロリさんが歩いてたり、忍にん者じやさんたちがかくれんぼしてたり、時々赤いヒーロー服のおにーさんが花はな嫁よめをお姫ひめさま抱だっこして走ってたりしたステキな大学でした。

　ちなみに、その忍者さんとヒーローは、深夜テレビで対決風景を放ほう映えいされたことがあるそうです。あぁ、見たかった……。

　傍はたから見ればきっと妙な大学だと思いますが、私には日常の風景であり、愛すべき大学生活でした。

　そもそも、クラスメイトが食堂の前で中国ゴマの大だい道どう芸げいを披ひ露ろうしていた頃、私は友人と食堂でゲームボーイ・アドバンスＳＰの通信対戦をしながらゲンバリング・ボイについて熱く語っていた思い出を鑑かんがみるに、私もばっちりあの大学の空気に馴な染じんでいたんだと思います。（うすた京きよう介すけ先生、大好きです！）




　大学では特別何かのサークルに入っていたわけでもなく、ただ授業のために電車バス徒歩合わせて片かた道みち二時間という長い通つう学がく路ろを往おう復ふくしていた毎日でした。

　それでも結けつ構こうな運動量だったんだなって悟さとったのは、大学を卒業した後のこと。大学生当時も、授業中の教室を走り回る二十四時間耐たい久きゆう鬼おにごっこに参戦する友人を見ながら「自分はずいぶんな運動不足だなぁ～」と思っていましたけれど、卒そつ業ぎようしてからはさらにひどくなりました。

　まず、靴くつを履はかない。

　作家という職業に憧あこがれ、その夢が叶かない、浮うかれたり沈しずんだり笑ったりしながら原げん稿こうに向かう毎日はとても幸せなのですが……。

　まさか出で不ぶ精しようになってしまうとは……（泣）。

　あべのロフトのガチャポンに日につ参さんしていたあの頃が懐なつかしい。何千円と「いたずらだいすきおとなぐまのグル～ミ～」のキーチェーンに消えることはなくなりましたが、代わりに道路を歩く感かん触しよくを忘れました。

　お仕事をしていない時でもパソコンの前でボーっとしたり、漫まん画が読んだり、ＤＶＤを見たりでちっとも外に出なくなったんです。

　大好きなコンバースの紐ひも靴ぐつを履くたびに、「お～、足が締しめ付けられてるってカンジ？」みたいなことを思っている自分が情なさけない。




　いかん、こんなことでは！




　そう思い、先日、ついに近所のスポーツジムに入会しました。運動機器を貸してくれたり、ヨガやエアロビを教えてくれるアレです。暇ひまを見つけて通おうと思ったのです。

　で、行ってみたのですが、これがビックリ、ご年ねん配ぱいの方ばかり！

　そりゃあ、平日の昼間に行くわけですから同年代の人は少ないだろうと思っていましたけれど、想像以上におじいさんおばあさんが多い！

　生しよう涯がい学習に来てるんだろうな、とすぐに気付いたのですが、その熱心な取り組みぶりにはとにかく驚きました。

　おじいさんたちはみんな筋きん肉にく隆りゆう々りゆうなんですよ。おばあさんたちはみんな贅ぜい肉にくナシのぴったんこお腹なかなんですよ。

　同じプログラムで踏み台昇しよう降こう運動をしてみれば、私はヘトヘト、隣となりのおばあさんたちは近所の噂うわさ話ばなしに花を咲かせながら「まだまだこーい」と肩をまわしています。

　私がマットで無ぶ様ざまな柔軟体操をしている横で、おじいさんは膝ひざとおでこをピッタリ引っ付く前ぜん屈くつをしているんです。しかも、その後片手だけついて足を回し、ブレイクダンスの要よう領りようでヒラっと立ち上がるんだから、顎あごが外はずれるかと思いましたよ。

　帰りは、迎えに来た孫まごらしき子供をひょいっと横抱きにして、信号が変わろうとしている横おう断だん歩道を走って渡わたるんだから、もう「まいった」ってかんじです。

　……まぁ、そういうところからネタを拾ってきて、こうして小説にしたりするのですけどね（笑）。

　ネタの宝庫なスポーツジムに大喜びでしたけれど……仕事のペースがちっとも上がらないので最近は通えていません。

　もっと仕事を頑がん張ばって、運動不足も解消しないと！

　口ではそう言いながらも、ニンテンドーＤＳが手放せない藤澤だったりします。

　だって、どうぶつの森の住人たちが、私と仲良くしてくれるんだもん……。




　……いえ、そんなことを言っている場合ではありません。

　今後とも〝ぺらぺらーず〟と共に頑張っていきますので、どうぞよしなに。




　ついつい思い出話～近きん況きようへと長く書いてしまいましたが、そろそろ締めようと思います。

　この度たび、あとがきは藤澤が代表で書かせていただきましたが、本書は私の他に、清きよ松まつみゆき氏、北きた沢ざわ慶けい氏が一いつ緒しよに手がけてくださり、三つの作品が収録されております。

　いずれも、私が所属しておりますクリエイター集団グループＳＮＥの大先せん輩ぱいです。お二方と共に作品を発表できて、とても嬉うれしく思います。

　また、本書の出版に携たずさわってくださった多くの方にお礼を申し上げます。ありがとうございました。

　そして、今この文章を読んでくださっているあなたにも。

　またあなたのお目にかかれる日を心待ちにしております。

　ありがとうございました。







　グループＳＮＥ　公式ホームページ　http://www.groupsne.co.jp/




　平成十七年十二月某日


藤澤さなえ　　
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　データ・セクション






【メイン・キャラクター】（全話共通）　※数値は選択ルールを使用




クレスポ（人間、男、15歳）

器用度17（＋２）

敏捷度17（＋２）

知力19（＋３）

筋力15（＋２）

生命力６（＋１）

精神力５（＋０）

保有技能：シーフ３、セイラー３

冒険者レベル：３

生命力抵抗力４

精神力抵抗力３


武器：ウィップ（必要筋力５）

　　攻撃力２　　打撃力０　　追加ダメージ５

盾　：高品質ラージシールド（必要筋力８）　　回避力７

鎧　：ハード・レザー・アーマー（必要筋力８）

　　防御力８　　ダメージ減少３

言語：会話──共通語、西方語

　　　読文──共通語、西方語






ベルカナ・ライザナーザ（人間、女、17歳）

器用度13（＋２）

敏捷度19（＋３）

知力19（＋３）

筋力９（＋１）

生命力16（＋２）

精神力18（＋３）

保有技能：ファイター１、ソーサラー１、セージ１、レンジャー１

冒険者レベル：１

生命力抵抗力３

精神力抵抗力４


武器：高品質ヘビーメイス（必要筋力９）

　　攻撃力３／４　打撃力19／24　追加ダメージ２

　　　メイジスタッフ（必要筋力１）

　　攻撃力４　　打撃力６　　追加ダメージ２

盾　：高品質ラージシールド（必要筋力９）　回避力６

鎧　：高品質ソフト・レザー・アーマー（必要筋力５）

　　防御力７　　ダメージ減少１

魔法：古代語魔法１レベル　　魔力４

言語：会話──共通語、西方語、ゴブリン語、下位古代語

　　　読文──共通語、西方語、下位古代語






ブック（グラスランナー、男、30歳）

器用度23（＋３）

敏捷度23（＋３）

知力15（＋２）

筋力５（＋０）

生命力13（＋２）

精神力20（＋３）

保有技能：セージ４、レンジャー１、シーフ１

冒険者レベル：４

生命力抵抗力６

精神力抵抗力７


武器：高品質ライトフレイル（必要筋力３）

　　攻撃力３　　打撃力13　　追加ダメージ１

盾　：スモールシールド（必要筋力１）　　　回避力５

鎧　：クロース・アーマー（必要筋力３）

　　防御力３　　ダメージ減少４

言語：会話──共通語、東方語、西方語

　　　読文──共通語、東方語、西方語、下位古代語、エルフ語






シャイアラ（エルフ、女、[image: ]歳）

器用度21（＋３）

敏捷度18（＋３）

知力18（＋３）

筋力４（＋０）

生命力９（＋１）

精神力15（＋２）

保有技能：シャーマン２、シーフ１

冒険者レベル：２

生命力抵抗力３

精神力抵抗力４


武器：銀の高品質ショートスピア（必要筋力２）

　　攻撃力３／４　打撃力12　　追加ダメージ１

盾　：なし　　回避力４

鎧　：高品質ソフト・レザー・アーマー（必要筋力２）

　　防御力７　　ダメージ減少２

魔法：精霊魔法２レベル　魔力５

言語：会話──共通語、エルフ語、精霊語

　　　読文──共通語、エルフ語






マロウ（ハーフ・エルフ、男、？歳）

器用度17（＋２）

敏捷度20（＋３）

知力19（＋３）

筋力13（＋２）

生命力16（＋２）

精神力16（＋２）

保有技能：レンジャー１、ファイター１、プリースト（マーファ）２

冒険者レベル：２

生命力抵抗力４

精神力抵抗力４


武器：高品質バトルアックス（必要筋力13）

　　攻撃力３　　打撃力28　　追加ダメージ３

盾　：なし　　回避力４

鎧　：ハード・レザー・アーマー（必要筋力13）

　　防御力13　　ダメージ減少２

魔法：神聖魔法２レベル（マーファ）　　魔力５

言語：会話──共通語、西方語

　　　読文──共通語、西方語






●クリティカル・クリミナル




【キャラクター】




キーン（人間、女、16歳）

器用度８（＋１）

敏捷度13（＋２）

知力18（＋３）

筋力16（＋２）

生命力17（＋２）

精神力18（＋３）

保有技能：ファイター２、プリースト（マイリー）２、レンジャー１

冒険者レベル：２

生命力抵抗力４

精神力抵抗力５


武器：高品質ヘビーメイス（必要筋力15）

　　攻撃力４　　打撃力20　　追加ダメージ４

盾　：スモールシールド（必要筋力１）　回避力４

鎧　：チェインメイル・アーマー（必要筋力16）

　　防御力21　　ダメージ減少２

魔法：神聖魔法２レベル（マイリー）　　魔力５

言語：会話──共通語、西方語

　　　読文──共通語、西方語






シェファー（人間、女、20歳）

器用度16（＋２）

敏捷度21（＋３）

知力18（＋３）

筋力15（＋２）

生命力16（＋２）

精神力14（＋２）

保有技能：シャーマン３、レンジャー２

冒険者レベル：３

生命力抵抗力５

精神力抵抗力５


武器：ロングボウ（必要筋力15）

　　攻撃力４　　打撃力20　　追加ダメージ４

盾　：なし　　回避力０

鎧　：ソフト・レザー・アーマー（必要筋力７）

　　防御力７　　ダメージ減少３

魔法：精霊魔法３レベル　　魔力６

言語：会話──共通語、西方語、精霊語

　　　読文──共通語、西方語






鉢巻きの男（人間、男、24歳）

器用度15（＋２）

敏捷度16（＋２）

知力12（＋２）

筋力12（＋２）

生命力14（＋２）

精神力13（＋２）

保有技能：シーフ３

冒険者レベル：３

生命力抵抗力５

精神力抵抗力５


武器：ウィップ（必要筋力５）

　　攻撃力３　　打撃力０　　追加ダメージ５

盾　：なし　　回避力５

鎧　：ソフト・レザー・アーマー（必要筋力６）

　　防御力６　　ダメージ減少３

言語：会話──共通語、西方語

　　　読文──共通語、西方語






【モンスター】




チンピラ

『ソード・ワールドＲＰＧ完全版』Ｐ[image: ]、もしくは『ソード・ワールドＲＰＧベーシック』Ｐ[image: ]およびＰ[image: ]［山賊］手下を参照してください。




ボーン・サーバント

『ソード・ワールドＲＰＧ完全版』Ｐ[image: ]を参照してください。




【マジックアイテム】




鏡の中の別荘

知名度＝15

魔力付与者＝「幻の造園家」ゴーリー

形状＝銀で造られた、壁掛け用の小振りな鏡

基本取り引き価格＝64万ガメル（非売）

魔力＝鏡に映った者を、鏡の中にある異空間の別荘へと送り込む。

説明＝古代王国時代、手軽に箱庭のような別荘を楽しむために作られたものと考えられています。

「ご招待します」という意味の合言葉を唱えると（下位古代語ですが、暗唱すればセージ技能は不要です）、鏡に映っている生き物（とその持ち物）を鏡の中の世界へ送り込みます。もしこれを拒みたいのならば、目標値15の精神力による抵抗ロールに成功しなければなりません。

　不本意にこの鏡の世界へ送り込まれたものは、不特定の場所に現れます。招待に応じると、鏡の世界の中にある、もう一枚の鏡の前に現れます。この鏡の前でもう一つの合言葉（「それではごきげんよう」という意味の下位古代語）を唱えると、元の世界へ戻れます。

　鏡の中の世界はさほど広くはなく、直径１キロ程度が限界です。それ以上は歩いても歩いても背景が近づかなくなります（もっと広いものもあるようです）。時間の流れは現実世界と変わりませんが、太陽や天候の変化は製作者の意図しだいである場合とない場合があるようです。

　中には世話役のボーン・サーバントなどを設置している場合もあります。




従者操作のペンダント

知名度＝15

魔力付与者＝「操り人形師」ニーセン他

形状＝ドクロを意匠化したペンダント

基本取り引き価格＝３０００ガメル～

魔力＝ボーン・サーバントを自在に操る。

説明＝このペンダントは、特定のボーン・サーバントを操るコントローラーです。一つのペンダントにつき、１～数体のボーン・サーバントがセットになっています。セット外のボーン・サーバントは操れません。

　ボーン・サーバントは、このペンダントを握って命令することで（言語は問いません）、持ち主の意思を汲み取り、従います。あまり複雑な命令は実行できませんが、中には家事や料理などの複雑で特殊な動作が予め設定されていることもあります。

　ボーン・サーバントの数ごとに、取り引き価格は３０００、８０００、１万８０００、３万、４万５０００ガメルとなります。いままで発見されたものでは、最大で５体セット14万５０００ガメルです。

　複数のボーン・サーバントに対して個別に命令を出すことも可能です。




●グルービー・ベイビー




【アイテム】




形無き博物標本

知名度＝14

魔力付与者＝〝紅き賢哲〟ローズ

形状＝製作者以外で本来の姿を見た者はいないが、赤い球体だと言われている

基本取引価格＝２万５０００ガメル

説明＝動植物や石などの自然物の情報を記憶させ、再現することができます。記憶させたいもののそばに置いて合言葉を唱えると、一定時間内に対象が行なった動作や変化、習性などを全て記憶します。また、別の合言葉を唱えて名前を指定すると、情報にあるその形に変化し、記憶している動作や変化などを再現します。




●パン・マン




【キャラクター】




アマラ（人間、女、21歳）

器用度14（＋２）

敏捷度13（＋２）

知力15（＋２）

筋力10（＋１）

生命力11（＋１）

精神力15（＋２）

保有技能：ダークプリースト（ミゴリ）３、マーチャント２

冒険者レベル：３

生命力抵抗力４

精神力抵抗力５


武器：なし　　攻撃力０　　打撃力０　　追加ダメージ０

盾　：なし　　回避力０

鎧　：なし　　防御力０　　ダメージ減少３

魔法：暗黒魔法３レベル（ミゴリ）　魔力５

原語：会話──共通語、西方語

　　　読文──共通語、西方語






【邪神】




ミゴリ

　ミゴリは、恨みの感情を肯定し、復讐を正当とする邪神です。古の神々の大戦において、不和をいたずらにあおり立てた神であるとも言われています。邪神であるために、信仰は禁じられています。

　隠れて存在する信者や神殿は、自ら復讐のために血道を上げたり、あるいは、他者の復讐を助長・代行することに務めています。多くの場合、彼らが行なったり、手助けする復讐は行きすぎたものになり、社会に混乱を起こしています。「恨みは倍返し」の意味を込め、二股矢尻の矢をシンボルとしており、信者は、それを象ったり意匠した装飾品を携帯します。弓矢の使える信者が、武器として使うためにそのものを持つこともあります。

　ミゴリの闇司祭は、〝サモン・サーバンツ〟の呪文では、蛇を召喚します。また、以下の特殊暗黒魔法を使用します（括弧内は呪文レベル）。

〝センス・グラッジ〟（１）

　──死者が恨みを持っているかどうかを判別する。

〝レイ・オブ・リベンジ〟（４）

　──自らが受けたダメージを呪いとして返す。

〝クリエイト・ゴースト〟（５）

　──死体からアンデッド・モンスターであるゴーストを作成する。

〝フランティック・ミッション〟（６）

　──〝クエスト〟の一種で対象が復讐を行なうときにボーナスを与える。










ソード・ワールド短編集




ぺらぺらーず漫まん遊ゆう記き








編者――安やす田だ　均ひとし

著者――藤ふじ澤さわさなえ 他
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